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本文イラスト／樹要







　序章　紅あかき悪夢







　美しくも奇き怪かいな形のガラスランプが、思案に耽ふける男の睫まつ毛げを幻げん想そう的な七色に染めている。

　やがて、黒真しん珠じゆを思わせる瞳ひとみ以外の全すべてに白を纏まとう男はソファカナペから立ち上がった。二本の指に挟はさんだ紙を裏返して優ゆう雅がに微笑ほほえむ。

「実に興味深いね」

　紙には血のように紅あかい薔薇ばらの茂しげみが描えがかれていた。棘とげだらけの茎くきを縦じゆう横おう無む尽じんにくねらせたそれは、紙を引き裂さかんばかりの凶きよう悪あくさで、ただでさえなかった少年の顔色をさらに失わせた。

　手で口元を押さえて絵から視線を背そむけた少年の背を、男は気き遣づかわしく撫なでる。

「……すみません。自分で描いておきながら……このような有様で……」

　息苦しさから解放されると、黒い瞳が優やさしく少年を覗のぞき込んでいた。さっきまで近寄り難がたかった印象が、大きく変わる。

「それほど真に迫せまった絵であるということだよ。自分の夢をここまで細さい微びに描き出せる人は少ない。さすが、夜と夢む幻げんの画家と呼ばれたガルドン画が伯はくに才能を見込まれただけはあるね」

「いえ……、僕などガルドン先生の足あし下もとにも及およびません。この絵も毒々しいばかりで」

「謙けん虚きよだねえ。──ともあれ、君はこの薔薇の茂みに毎晩襲おそわれる悪夢に苦しめられているのだね。何か心当たりは？」

「クロエ先生……。僕、怖こわいんです」

　悩なやみや不安を全て吐はき出すと、ほっとした心の空白に疲ひ労ろうが滑すべり込んだ。虚きよ脱だつに似た感覚に身を任せていると、目の前に菓か子しの乗った皿を差し出された。

　中には、一口大のタルトレットやサブレが見目良く並べられている。

「食べたまえ。君の気持ちを和やわらげてくれるはずだよ」

「先生、これは……？」

「私の専属パティシエが作ってくれる菓子でね。最近、患かん者じやの皆みなさんの間で評判なんだ。レン君といってね、年ねん齢れいは君とそう変わらないのだが……」

「レン？」

　名前に衝しよう撃げきを受け、具合の悪さも忘れて思わず身を乗り出してしまった。

「先生。もしかして、その……彼の名前は、レン・ソーガワというのでは……⁉」

　男の瞳が驚おどろきに大きく見開かれた。




　──それが、秘密俱く楽ら部ぶ《永遠エテルネル》に巣す喰くう悪夢の事件の幕開けだった。







　第一章　〝目覚めぬ夢〟







　皓こう々こうと輝かがやく満月は、夢を描く格好の画布となる。

　秋も深まり始めた季節の夜空は澄すんで見事な満月だった。いつもならば、ぼちぼち家でしけ込もうという恋こい人びと達でさえ肩かたを寄せ合って月見と洒落しやれ込んでいる。

　エヴェイユ共和国・首都レーヴを巡めぐるセラ川に架かかる橋を渡わたりながら、レンは夜空を見上げていた。少女めいた風ふう貌ぼうは、月の光を浴びてより幻想的に異国の血を引く彼の微笑みを輝かせている。

（土台は基本のクリームクレームをたっぷり塗ぬって、その上には季節の果物を花のように置く。ビスキュイを白く砂糖で塗まぶして立てれば柱に見えるよな。で、そこにマジパート・パンダマンドで練った蔓つる薔薇を飾かざる。中央の女め神がみの大理石像は焦こげ目をつけたメレンゲムラングで……）

　月の表面をタルトやケーキガトーの土台に見立てれば心が弾はずむ。擦すれ違ちがう人々をも振ふり返らせるほどに空色の瞳は輝き、想像はさらに飛ひ躍やくする。

（船。海を渡る帆はん船せんってのもいいな。土台を海にして、その上に舟ふね形がたのタルト型を置く。中に積まれた金銀財宝は、果物をそれっぽく切ればきらきら輝いて綺き麗れいだよな。いや、どうせなら、もっと奇き抜ばつなのがいいか？　クロカンブッシュ並みの高さを持った塔とうっぽいやつとか、……いっそ、仕し掛かけで菓子の中から菓子がびょーんと飛び出るやつとか面おも白しろいかもしれないよなあ）

　将来は菓子職人──パティシエが夢のレンにとって、それは可能不可能を超こえた夢の世界だ。

　夢であるからこそ果てしなく無む謀ぼうで常識外で、それだけに壮そう大だいに世界は広がってゆく。

（で、そこにとろとろのショコラをた────っぷりかけて、飴あめ細工できらっきらにする！　っったまんねええええ！　せっかく万ばん博ぱく開ひらくんだから、パティシエ競作会の企き画かくでもやってくれればいいのに！）

　もちろん、パティシエの資格、職業、性別、年齢不問でだ。

（そして、見事勝利を摑つかんだ俺にはパティシエの称しよう号ごうと、小さな店を構えられるだけの金きん一いつ封ぷうが出るんだ……）

　修しゆ業ぎようのために入ったレストランのことごとくで問題を起こしてはクビになり、結果朝市マルシエで菓子屋台を出す道しか残されなかったレンにとって、自分の店を持つことは果てしない夢だった。今は、どこどこのレストランで働いていたという経歴がなければ、繁はん華か区に掘ほっ立て小ご屋や一つ建てられないような格付け主義な世の中なのだから。

（でもって、あンのロクデナシ野や郎ろうの元からさっさと出て行く‼）

「あンのロクデナシ野郎」とは、現在半強制的に同居している男のことだ。

　ヴァレリー・クロエ。驚くような美び貌ぼうと頭から爪つま先さきまで全身白を纏うこの男は、「夢医師」を名乗り、警察では対処の難しい怪かい事件に協力することもあるという。一ひと月つき前、ある事件をきっかけにレンを悪夢としか言いようのない世界へと引き摺ずり込んだ張本人でもあった。

　加えて、今朝けさのことを思い出すとむかむかしてきた。

（大体なぁ、患者の女と──）

　そのままヴァレリーに対する罵ば詈り雑ぞう言ごんへと移行しようとしていた思考は、突とつ然ぜん上がった悲鳴に吹ふき飛ばされた。驚いて視線を向けると、少し先の橋の上で、自分と同じ年とし頃ごろの少年が両手を振り回まわして騒さわいでいる。

　レンは息を吞のんだ。少年はレンの幼おさな馴な染じみで、最近意外な形で再会したばかりだった。

「ジョゼ⁉」

　全力で駆かけつけると、ジョゼは彼を押さえつけようとする初老の男から逃のがれようと大暴れしていた。一見すると、男に襲われた少年が逃にげようと抵てい抗こうしているようでもある。だが、レンはその男を知っていた。

「ガルドンさん！　一体どうしたんだ。ジョゼは」

「わ、わからない。突然暴れ出して……」

　見知りのレンを見てほっとしたのか、ガルドンと呼ばれた男の腕うでから一いつ瞬しゆん力が緩ゆるんだ。その隙すきにジョゼが力任せに男を突つき飛ばす。ガルドンはよろめき、レンを巻き込んで倒たおれた。腰こしを打ったのか、呻うめいたまま動けないガルドンの下からどうにか身を起こすと、レンはふらふらと遠ざかってゆくジョゼを追う。

「嫌いやだ……！　来ないで！　僕の夢を奪うばわないで！」

　満月の下、目を血走らせ口角から泡あわを飛ばすジョゼの様相は美貌なだけに凄せい絶ぜつだった。激しい舞ぶ踏とうに身を任せたように全身をくねらせ、橋の欄らん干かんへとよろめいてゆく。

「ジョゼ！　待て！　そっちは川だ……戻もどれ‼」

　必死に叫さけんで止めようとするが、ジョゼにはレンの言葉など聞こえていないようだ。欄干から身を乗り出すと奇き声せいを上げた。

「っああぁあああ僕の夢が夢が夢がぁあああああああ」

「ジョゼ──っ‼」

　ジョゼの身体からだがバネのように跳はねた瞬しゆん間かん、レンも彼を追って秋のセラ川へと身を投じていた。







　高い靴くつ音おとが近づき、薄うす暗ぐらい取調室の扉とびらが勢い良く開かれる。真珠色に輝く男はレンを見るなり顔色を変えて足早に近づいて来た。

　ヴァレリー・クロエだった。

「レン……大だい丈じよう夫ぶかね」

「こ、今こ宵よいは、お、おお綺麗、な、マダム達の相手はよよ、よろしいので？　ムッシュ？」

　嫌いや味みが口をついたが、何重もの毛布を身体に巻き付け、効ききの良くない暖だん房ぼう器具の前で小動物のように丸まって歯をがちがち鳴らしていては決まらない。とにかく、芯しんから身体が冷え切って震ふるえが止まらないのだ。

　数時間前、レンは幼馴染のジョゼが錯さく乱らんしてセラ川に飛び込んだのを助けた。だが、運良く木材運うん搬ぱん船が通りかからなければ、今いま頃ごろ二人で川の底どころか土の下だっただろう。

　船に引き上げられた後、ジョゼは病院に運ばれ、目もく撃げき者のレンは警察に連れて行かれた。

「君が大変な目に遭あったと聞いたのに、マダム達の相手などしていられる場合かね」

「そうだよ。ヴァレリーさんは話を聞くなり、すっ飛んで来てくれたんだよっ！　それもこれも、後見している君のためを思ってじゃないか！」

　ヴァレリーの後ろで力ちから一いつ杯ぱい主張するのは、レーヴ市警の若き新人警官、通つう称しよう「市警一のボンクラ」トマだ。いつもなら元気な彼とやり取りするのは楽しいが、今はとてつもなく鬱うつ陶とうしい。

　空気読めよこのボンクラ、と悪態の一つも言いたくなった。

「あらましはユゴーさんにも聞いたがね。ジョゼ君が……いや、それより君、これは良くない。ひどい高熱じゃないか」

「うっせ。ささ触さわんなよ」

　額に触ふれた手を払はらおうとして力が出ないことに気がついた。ずっと身を縮こまらせていたせいで動きが鈍にぶくなっているだけなのだと思っていたが、どうやら熱が出ていたらしい。自分の声すら遠い感じがする。

「すぐアパルトマンに戻ろう。医者を呼ばなければ。トマ君、いいね？」

「えっ。僕じゃその判断は……えーと、ユゴーさん呼んで来ます！」

　ヴァレリーの厳しい眼まな差ざしに気け圧おされたか、トマは慌あわてて部屋を飛び出してゆく。抱だきかかえるべく腕を伸のばすヴァレリーから逃れようとレンは身を捩よじった。

　煙草たばこと、甘い香こう水すいの香かおり。──女の香り。

「ささ触んなって言ってんだろ！　一人で歩けるっ」

「意地を張るのではないよ。ふらふらじゃないか」

「はぁ⁉　俺のどど、どこがふらついてるってんだよ！　よく見ろ！　机と俺はしっかり縦に並んでるだろうが！」

「……。床ゆかに膝ひざを立てて、机に顎あごを乗せて頭を支えているのを立っているとは言わないと思うがね。しかも、椅い子すの脚あしにしっかり摑まっているし」

　呆あきれたような微び笑しようにレンの頭はかっとなった。この余よ裕ゆうぶった態度が本当に気にくわない。今朝のことまで思い出されて、ますます頭に血が上った。

「帰るなら一人で帰る！　てめーはどこかのマダムかマドモアゼルのところに戻って朝までよろしくやってやがれ！」

「レン。君、まだ今朝のことを言っているのかね。朝まで彼女と共にいたのは、悪夢が恐おそろしくて一人で眠ねむるのが怖こわいからだと……」

「だからって裸はだかになるかフツー‼」

　今朝のことだ。いつも通り、朝一番で焼いた菓か子しを朝市マルシエで売り終えたレンは、戻って朝食の支し度たくをした。不本意ながらもヴァレリー所有のアパルトマンに居い候そうろうの身となった以上、飯の支度を含ふくめた家政はやるべきだろうとの考えからである。

　ヴァレリーを叩たたき起こすべく鉄てつ鍋なべとのし棒を手に四階にある彼の寝しん室しつへと入ると、案の定惰だ眠みんを貪むさぼっていた。

　朝の光はすっかり弱まった季節だが、薄暗い室内に真しん珠じゆ色の髪かみは淡あわく輝かがやいている。常つね日ひ頃ごろ、背後から襲おそうには実にいい目印だと思う。

『オラとっとと起きやがれメシだ‼』

　羽はね布ぶ団とんを勢いよく捲めくって絶句した。寝台にはヴァレリーと、彼の患かん者じやである妙みよう齢れいの女性が一糸纏まとわぬ姿でぴったり絡からみ合っていたのだった。

「この頃はすっかり冷え込んでいるからね。人ひと肌はだでくっついている方が温あたたかいのだよ」

「ああそうかい。で、温あつため合うついでに愛も確かめ合いましたってか」

「夜は愛という媚び薬やくが降り注ぐ世界だ。女性の、星の流れに似た魅み力りよくを知りたいと思えば、男は自然とその魅み惑わくを欲ほつして手を伸ばす……」

「つまんねえ詩しの創作で誤ご魔ま化かしてんじゃねえ。そりゃ愛じゃなくて欲よく望ぼうってんだろ！」

「違うよノン。二つは別物のようであって実は一つだ。美び醜しゆう、善悪と同じで、愛あい欲よくもまた理性と感情という二律背反となるもので……」

「てめーの主張なんざ聞く耳持たねえ。っつーか、絶対隠かくし子いるだろ」

「君、また私の隠し子疑ぎ惑わくかね。それは絶対にないと言っているのに」

「噓うそッくせえ。その内、てめーにそっくりな子供が父パちゃーパんーってやって来るぜ」

　一いつ緒しよに住み始めて一ヶ月。レンが知ったのは、ヴァレリーが相当の女たらしで深い関係に及およぶ相手は数え切れないということだった。患者も圧あつ倒とう的に女性が多いが、そのほとんど全すべてと関係を持っているとレンは睨にらんでいる。

　そっち方面のだらしなさで言えば、半年前に水難事故で死んだ母マリもとんでもなかった。マリの相手は男女の垣かき根ねすら超ちよう越えつしていたし、人生最後の恋こい人びとは女だった。おかげで自分の父親は誰だれだかさっぱり不明だったのだ。

「どうして信じてもらえないのかね……。曲がりなりにも私達は相棒だというのに」

「俺は認めてない」

「認めなくとも、君は私がいなければならない身体じゃないか」

「やめろこの変態‼　大体なあ……！」

「興奮し過ぎだよ。これは秘密の話だ。それに、大声を出すとますます身体に障さわるよ」

　秘密と言われて、ぐっとレンは押し黙だまる。確かにこの変態ロクデナシ男と望んでもいない相棒になるに至った経けい緯いは、常識外の異常すぎてとても他人に話せるものではない。

　自分も、ヴァレリーも、現実世界にあっては信じ難がたい世界に関係してしまっている。

「っるせえ！　煙草臭くさい身で俺に近づくんじゃねえよ！　鼻の感覚が狂くるいそうで嫌だっていつも言ってんだろ！」

「待ちたまえ」

「ついて来んな！」

「一人で帰りたいなら構わないがね。君、そっちは道具置きか何かの扉のようだよ。出入口はあちらだ」

「……何を言い合っている」

　と、そこに扉が開いてトマと組むベテラン警部補のユゴーが現れた。鋭するどい顔つきが迫はく力りよくのある寡か黙もくな男の姿は、怒いかりと熱でぼおっとしているレンには若じやつ干かんぼやけて見える。

「失礼。思春期の純情な少年に、つい刺し激げき的な話をしてしまいましてね」

「トマから聞いた。ひとまず今日は帰宅して構わない」

「ごめんねレン。まさか高熱出してるなんて気づかずに、放置しちゃってて」

　ユゴーの後ろから現れたトマに申し訳なさそうに謝られ、レンは慌てた。

「気にすんなよ。着き替がえと毛布もらって暖房のある部屋にいさせてくれたんだからさ。熱なんて大したことない。明日もちゃんと配達に来るから心配すんな！」

「だったらいいけど。でも今回のこと、問題が……」

「トマ。今は不要だ」

　トマの続きかけたお喋しやべりをユゴーがぴしゃりと止めた。あわあわした様子でトマが自分の口を両手で押さえるのを横目に、ユゴーがすっとヴァレリーに近づき素す早ばやく耳打ちする。

　ヴァレリーから微笑が消えた。

「承知しました。では、後日に改めて……」

「ユゴー！　ユゴーはいるか！」

　ヴァレリーの言葉は、いきなり取調室に入って来た男によって中断させられた。

　神経質そうな顔立ちに丸眼鏡めがねをかけ、前まえ髪がみをきっちり上げた三十代半ばの男は、ヴァレリーとレンを見るなり露ろ骨こつに顔を顰しかめた。

　レーヴ市警警部バルタザール・ブリュノだ。事件に夢が関かかわると主張するヴァレリーを常日頃から疎うとましく思っているらしいこの男は、レンのことはヴァレリーの関係者という以前に、警察署に菓子配達に出入りしていることが気にくわないようだった。

　思わず身を引いたレンを一いち瞥べつしただけで、ブリュノはヴァレリーを刺とげ々とげしく見つめる。

「また、事件に夢が関わっているなどと戯たわ言ごとを吐はきに来たのかね」

「戯言も時には真実になり得るものですよ」

　辛しん辣らつな言葉にも、ヴァレリーは微笑を崩くずすことなく返す。ブリュノは鼻を鳴らした。

「まあ、君の戯言などどうでも良い。ユゴー、あのジョゼという少年を署に移動させろ。身体からだに何の異常もなければその内目覚める。逃にげられては話にならんからな」

「どういうことなんですか！」

　不ふ穏おんな言葉に、思わずレンは叫さけんでいた。ブリュノは眉まゆ根ねを寄せる。

「何か問題でもあるのかね。彼は事件の重要参考人だ。警察で保護するのは当然だろう。心配せずとも病院から看病人は寄よ越こさせる」

「事件って……」

「君には関係のない話だ」

　冷たくブリュノは言い捨て、背を向けようとする。そこにヴァレリーが割り込んだ。

「最近流行中の〝目覚めぬ夢〟と呼ばれる麻ま薬やくの事件だよ。どうやら、ジョゼ君はそれに関かん与よしているのではないかと警部はお疑いなわけだ」

「麻薬？」

　確かに、大都市レーヴには麻薬が横行している。日々増加してゆく新種が、警察の手を焼かせているという話はレンも少なからず耳にしていた。

「まさか。ジョゼは身み請うけが決まっていたんです。そんな彼が、麻薬に手をつける理由なんてどこにもないじゃないですか」

「言葉だけなら何とでも言える」

　ブリュノから返ったのはにべもない言葉だった。しかし、レンは反論せずにはいられない。

「彼は、昔麻薬で兄を亡なくしてます。最近会った時にも、彼は麻薬を憎にくんでいるって言っていました」

「残念だが、〝目覚めぬ夢〟を使って錯さく乱らんを起こした人間と状じよう況きようが同じだ。彼等は総じて〝夢〟という単語を譫うわ言ごとのように口走り、その直後拳けん銃じゆう自殺や首くび吊つり、身投げなどをしている」

「軽度の使用者はこれまで何十人となく検挙してるよ。でもね、皆みな一様に入手先は忘れたって言って譲ゆずらないんだよ。尋じん問もん担当者があの手この手で絞しぼり上げても全然わからなくて、さすがの担当者も匙さじを投げかけてる。だから、僕達は彼を〝目覚めぬ夢〟と関わりを持つ容疑者として調べないわけにはいかないんだ」

　ユゴーとトマに間に入られ、レンは言葉に詰つまる。あくまで無表情を貫つらぬくユゴーに対し、まだ新人らしく感情を隠せないトマの顔が、事件の大きさを示しているようだった。

「〝目覚めぬ夢〟なだけに、目覚めたらすっかり忘ぼう却きやくの彼方かなたというやつかね」

　皮肉めいたヴァレリーの言葉にも、トマは困ったように笑うだけだった。

「ええ。まあ、そんなところです……。死亡した者の関係者からの証言によれば、〝目覚めぬ夢〟を服用した後は、毎晩同じ夢を見るらしいということがわかっています。きっと、本人にとって良い夢なんでしょうね。だから、その夢を見るために〝目覚めぬ夢〟を常用する、と」

「人は弱いものだ」

　眼鏡の下、冷たい眼まな差ざしがレンを見た。口元には皮肉気な笑えみが浮うかんでいる。

「そう、人は弱く脆もろい。生活に満足していても、些さ細さいなきっかけ、誘ゆう惑わくで人は簡単に自らの意思を壊こわしてしまう。そこに未来はないと知っていて、一時の快楽を得るためだけにあらゆるものを代だい償しようにする。そうして自じ滅めつした人間達を私は嫌いやというほど見て来た」

「でも、ジョゼには将来の夢があったんだ！」

　あくまでも強固な姿勢を崩さないブリュノに、レンも丁てい寧ねいな言葉を忘れていた。真っ向からブリュノを睨み付ける。

「ずっと昔に諦あきらめた夢を、もう一度ジョゼは摑んだんだ。ジョゼは、そのことをすごく楽しみにしてたんだ！」

「それが何か？」

　力ちから一いつ杯ぱいの抗こう議ぎも、ブリュノにとっては何の感かん銘めいも与あたえないようだった。あくまで彼はジョゼが麻薬使用者であるという考えを覆くつがえすつもりはないらしい。

「人の心など他人には推おし量れない。彼がどれほど夢を語っていたところで意味はない」

「そりゃ人は弱いし誘惑に負けるかもしれない。けど、俺は夢を持つ人間の強さを信じたい。ジョゼは絶対に麻薬なんて使用していない！」

「まっすぐなのは結構だがね、君の信じる心など、確証もなければ救いにもならないのだよ。君のそれはただの理想だ。目を逸そらしたいのはわかるが、もう少し現実を見た方が良い……」

　面めん倒どうそうに息を吐き、ブリュノは背を向けた。もうレンなど相手にしていられないと言いたいのが丸わかりだった。

「待って下さい」

　そんなブリュノを止めたのは、穏おだやかなヴァレリーの声だった。ぴたりとブリュノの足が止まり、肩かた越ごしに振ふり返る。

「君の話など、聞くつもりはないが」

「まあ、そう仰おつしやらずに。レン君はジョゼ君を信じたい気持ちだけで反論しているわけではありませんよ。すでにお聞き及およびでしょうが、ジョゼ君は私の患かん者じやでもありましたから」

　二つの視線がかち合い、緊きん迫ぱくの火花が散った。険しさを増すブリュノに対し、ヴァレリーは優ゆう雅がな笑みでブリュノを見つめる。

「半月前、彼はひどい悪夢に苛さいなまれて私の元へとやって来ました。彼の心当たりや悩なやみなどを聞いた上で処方した結果、彼の症しよう状じようは快方へと向かっていました。無数の麻薬が出回っている昨今、悪夢と麻薬の関係は切っても切れない面があります。だからこそ、私は相談に来た患者の麻薬使用をすぐに判断出来る。ジョゼ君の麻薬使用は認められませんでした」

「ならば話は早い。即そつ刻こく、彼の診しん断だん書を提出することを要求する」

「とんでもない。これは個人情報ですよ。いくら、警察が相手だといって簡単に渡わたせるものではありません」

「捜そう査さ妨ぼう害がいとして、この場で君を逮たい捕ほしても構わないのだぞ」
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「非効率ですよ。それより、いっそのこと私を利用してみませんか」

　にこやかに、挑ちよう戦せんとも誘惑とも取れる光を瞳ひとみに宿してヴァレリーは言った。ブリュノの眉み間けんが警けい戒かいに深まる。

「どういうことだ」

「診しん断だん経けい緯いから推測するに、ジョゼ君は麻薬の常用者ではなく、悪意ある何者かにそれと知らず麻薬を投とう与よされた可能性を考こう慮りよする必要があります。それは、彼が勤めていた俱く楽ら部ぶの者かもしれないし、外部の客であるかもしれない」

「であれば、ガルドンという画家が怪あやしいな」

　わざわざ身請けして画家の夢を叶かなえさせようとしていたガルドン画が伯はくが何でそこで出て来るんだよ、と身を乗り出したレンの口を後ろから塞ふさいでヴァレリーは続ける。

「それはあまりにも短たん絡らく的すぎるというものです」

「何？」

　険しさを増したブリュノの表情とは対照的に、ヴァレリーは優雅に微笑ほほえむ。

「そこで、私は提案します。〝目覚めぬ夢〟以外にもレーヴのあちこちに氾はん濫らんする麻薬の取り締しまりに奔ほん走そうする警察の方々は、現在夜も眠ねむれぬほどの多た忙ぼうさだ。調査一つするにも人手が足りない。今回の件は、私の患者が関係している。ならば、僭せん越えつながらこの私が手助けをして差し上げようかと」

「ずいぶんと余よ裕ゆうのあることだ」

「一市民としての義務ですよ」

　ブリュノの皮肉など、どこ吹ふく風とばかりの対応だった。

「警察が彼の働いていた俱楽部……《永遠エテルネル》に踏ふみ込んだところで、ほとんど得るものなどないはずです。正せい攻こう法ほうで攻せめるだけが手ではありませんよ。私の患者の中には、普ふ通つうならば入ることすら叶わない高級秘密俱楽部である《永遠》に私を紹しよう介かいしてくれる者もいるわけです──いかがでしょう？」

「……そうまで言うなら、一市民の協力を受け入れてやろう」

　しばしの沈ちん黙もくの後、苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたような表情でブリュノは言った。人当たりの良い微笑の内に、勝利者の傲ごう慢まんさを含ふくませるヴァレリーに、しかしブリュノは厳しく告げる。

「だが、期限を定めさせてもらおう。十日以内に、君が何らかの手て掛がかりを得られない場合は、今後署内への出入りを禁じる。そこの少年もな」

　ブリュノの視線に捉とらえられ、レンは身体を強こわ張ばらせる。反論したのはトマだった。

「そんなぁ警部！　ひどいですよ！　ユゴーさんと僕にとってレンのお菓か子しは日々の激務にあって一時の休息と癒いやしと活力をもたらす栄養剤ざいのようなものなんです！　それなのに、手掛かりを得られないってだけで出入り禁止って、僕達を殺す気ですかぁぁぁ！」

「黙だまれこのボンクラ。その程度で死ぬならとっとと死ぬがいい」

　容よう赦しやないブリュノの暴言にトマは表情を凍こおらせた。ついでに心臓も止まったように全身が固まっている。ちょいと突つついたら、簡単に砕くだけてしまいそうだ。

「あんたなあ……！　そんな言い方ないだろ！　どれだけボンクラだろうと部下なんだろ！」

　怒いかりのままに喰くってかかろうとしたレンだが、後ろから腕うでを摑まれた。振り向むくと、ヴァレリーに瞬まばたきされた。ここは任せろと言いたいのだろうか。

「良いでしょう。私も夢医師の看板を掲かかげる身です。あなたの条件を吞のむべきですね。十日以内で〝目覚めぬ夢〟に関する何らかの手掛かりを得ることをお約束します」

「期待しよう」

　冷れい笑しようを浮かべてブリュノは取調室を出て行く。

「な、なあトマ。大だい丈じよう夫ぶかよ。生きてるか？」

　未いまだ固まったままのトマに声をかけると、彼はようやく生き返ったように瞬きし、ほうっと長い溜ため息いきをついた。今のはさすがのトマも相当応こたえたはずだ。

「トマ、気にすんなって。きっと、警部も虫の居所が悪すぎてつい暴言を……」

「……すてきだ」

　青ざめていたトマの表情が、ゆっくりと興奮と陶とう酔すいの色に染まってゆく。予想外の彼の反応にレンはぽかんと口を開けてしまった。

「え？　何？　すてき？」

「さすがだよ警部……死ねとかもう最高の罵ば倒とうだよ！　もう久々にドキュンって来た！　ああ……もの凄い勝利感……！」

（ダメだ……付ける薬もねえ……！）

　啞あ然ぜんとしていると、いきなり身体からだが浮いた。ユゴーがレンを肩かたに担かつぎ上げたのだ。

「えっ。ゆ、ユゴーさん⁉」

　混乱するが、相手が相手だけに暴れるわけにもいかない。そのまま、彼は警察署の出口に待たせてあった辻つじ馬車の中にレンを降ろすと頭を力強く撫なでた。

「早く治せ。今聞いた話は忘れるんだ」

「ユゴーさん……でも……」

「君の菓子を待っている」

　鋭するどい目つきを僅わずかに和なごませ、ユゴーは離はなれた。ヴァレリーが彼に帽ぼう子しを取って挨あい拶さつをする。

「助かりましたよ。私ではこうはいかなかった」

　ヴァレリーが乗り込むなり馬車が走り出す。不安を抑え切れず、レンはくらくらする頭を堪こらえてヴァレリーを睨にらむ。

「……おい。ジョゼのこと……」

「大丈夫だよ」

　困ったような微笑を浮うかべて、ヴァレリーは優美な手でレンの目元を覆おおった。

「だから、今は休んで一刻も早く身体を治したまえ。でないと、君も大好きなお菓子作りが出来なくなってしまうよ？」
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　人生、良いことばかりでも悪いことばかりでもない。

　と思っているが、最近はロクでもないこと続きだ。もしかしたら運が尽つきたのではないだろうかとさえレンは思う。

　そもそもの始まりは一ひと月つきも前に遡さかのぼる。菓子の配達で赴おもむいた警察署で、ヴァレリー・クロエと出会ったことがレンの運命を狂くるわせた。

「ほら、ちゃんと大人しくしていたまえ。着き替がえさせられないじゃないか」

「うるせえ……触さわんなって言ってるだろうが……！　着替えくらい一人で出来る！」

「起き上がれもしないでかっかしない。余計に体力を消しよう耗もうするよ」

　抵てい抗こうも虚むなしく、汗あせばんだ寝しん着ぎがするりと抜ぬき取られる。左ひだり腕うでの肘ひじから手首近くまで浮かぶ模様が目に飛び込んだ。開いた花によく似た、赤や青、緑といった色しき彩さいの奇き怪かいな模様は悪あく魔まの紋もん章しようめいて、いつ見ても不気味だった。

（あの時、こいつと出会っていなければ……！）

　視界に映る男への怒りが改めて再燃した。

「夢医師」なる見るからに怪しい看板を掲げるこの男はレンを拉ら致ちした上、腕の模様が自分と揃そろいであることを理由にレンが夢む魔まという非現実的存在の関係者だと言い出した。

　人の夢を喰い、陰いん鬱うつな悪夢を好む陰いん性せいと明るく純じゆん粋すいな夢を好む陽性なるものに大別される夢魔は、叶えられない夢を持つ人間を標的に〈夢の種〉を植え付け、育った実を喰らって肉体を乗っ取るという。後で知ったことだが、夢魔の関係者にはそれぞれ身体の一部に入いれ墨ずみめいた模様が浮かぶらしい。

　おとぎ話と笑い飛ばしたいところだったが、レンは実際に体験してしまった。

　夢魔が作り上げた夢む現げんの回かい廊ろうが続く異界「パサージュ」。その世界での不気味な出来事と戦い。自分と同じ模様を右みぎ腕うでに持つヴァレリーから現れた、悪夢を喰らう巨きよ獣じゆう・貘ばく。

　そして、ヴァレリーと模様同士を重ねたことで起きた、夢魔が作り上げた世界を破は壊かいするという予想外の出来事──。

「とにかく、お医者にも絶対安静と言われただろう？　早く治してもらわねば、君の菓子の力を必要としている私の患かん者じや達もがっかりしてしまう」

　ヴァレリー曰いわく、陽性の夢魔の血を引くレンの作る菓子には、「人の悪夢を和やわらげる効果」があるらしい。ヴァレリーは、それを悪夢の相談に訪おとずれる自分の患者にお茶ちや請うけに出すようになっていた。

「そんな力なんか知るかよ。俺は、自分だけの菓子で人を幸せにしたいんだよ……」

　菓子が持つ力は、夢魔の中でも白の王と呼ばれるブランシュの血の影えい響きようのようだ。おまけに、夢魔との戦いの中で、悪あしきものと化した夢を良き夢に戻もどすという能力を目覚めさせたレンは、明るく楽しい夢を摂取せねばならない身体になってしまった。

「わかっているよ。だから一刻も早く回復して、互たがいの目的のために邁まい進しんしようじゃないか。君はブランシュにその力を消してもらうこと、私はノワールへの復ふく讐しゆうを遂とげることをね」

　ヴァレリーは、かつてブランシュの対ついだという黒の王・ノワールに夢を喰われた過去を持つ。失われた夢を取り戻すために夢魔を狩かる彼は、レンが摂取せねばならない甘い夢の補給源として共にあることを迫せまり、強制的に相棒関係を求めて来た。

　その期間は、互いの目的を達するまで。

　しかし、予想外に夢魔の関係する事件はない。結局、目的に向けた進しん捗ちよくなどないに等しいまま、季節も移ろいゆこうとしている──。







　十六区。福音エヴアンジルという名の森を背後にした、レーヴ内でも高級住宅街が集つどうこの区には小こ洒落じやれたアパルトマンが立ち並ぶ。ヴァレリーが所有するのもそこそこ広い裏庭を含ふくむ五階建てのアパルトマンで、一階を診しん療りよう所じよと厨ちゆう房ぼう、二階を客間と居間、三階から五階はヴァレリーの美術品収集部屋と寝しん室しつに充あてられている。レンは望んで屋根裏部屋を使っていた。部屋は余っていたのだが、広すぎるのと煌きらびやかすぎて落ち着かなかったからだ。

　二階の居間で、レンはカフェ・オ・レの入った器うつわを両手に、向かいのソファで購こう入にゆうしたばかりだというガラス製の芸術品──レンにとっては意味不明な人体模型──を満足そうにためつすがめつするヴァレリーを眺ながめていた。

「ったく、気色悪いモン相手にニヤニヤしやがって。それのどこが芸術品なんだよ」

　呆あきれ混じりのレンの声に、ようやくヴァレリーは顔を上げた。

「確かに、一見した限りこれはおかしな造形物にしか見えないだろうね。名の売れた作者でもない。だがね、私はこの作品に大変な感かん銘めいを受けたんだ。安全かつ予定調和に凝こり固まった現在の芸術世界に警けい鐘しようを鳴らし、破壊した上で新たな世界を作り出さんとする作者の情熱と野望……。これは、印象派とアール・ヌーヴォーを共に昇しよう華かさせんとする心意気なのだよ」

「んな心意気なんぞ知るか。一体、どれだけ注つぎ込んだんだよ」

「芸術に値札をつけねばならない悲しさもまたこの世の矛む盾じゆんだね」

　その言葉で、ヴァレリーが人体模型に相当な大金を払はらったと知れた。レンの溜息に、カフェ・オ・レから立ち上る湯気が吹ふき飛ばされる。

「いつものことながら呆れるな……。気に入っただけでぽんぽん買うその癖くせ、どうにかした方がいいんじゃねーか。芸術品とやらはここに腐くさるほどあるだろ」

　このアパルトマンには、玄げん関かんから階段の踊おどり場、廊ろう下かに至るまでヴァレリーの収集した芸術品に占しめられている。さながらヴァレリーの個人美術館だ。この美術品のためにアパルトマンを建物ごと所有していると言われてもレンは驚おどろかない。ちなみに、これら芸術品を磨みがくための業者が三日に一度出入りしていた。

「芸術品は腐ったりしないものだよ。それに、新たな芸術を見み出いだすこともまた、私に課せられた使命だと思っている」

「昨日、借金の督とく促そく状が届いてたぜ？」

「そうだったかね」

「すっ惚とぼけてんじゃねえ！　どんな金かね遣づかいの荒あらさだよ！　いい加減にしないと身を滅ほろぼすぞ」

「心配してくれるとは嬉うれしいね。大だい丈じよう夫ぶだよ。君を養うくらいの金はちゃんとあるのだから」

「誰だれがてめーに養って欲しいだなんて言った！　俺一人でだって充じゆう分ぶん稼かせげるんだ。ここにいてやってるのは、真新しい窯かまをちゃんと使ってやるためなんだからな！」

「素す直なおじゃないねえ」

「だから、どうしたらそういう自分に都合の良い思考になれるんだよ⁉」

「あと、私の大事な花か瓶びんを壊こわした件もあったね」

「んなこたぁ、いちいち言われなくてもわかってんだよ‼」

　怒いかりのままに嚙かみ付こうとして思い留とどまった。こんなバカなやり取りをするために、この男と差し向かいに座っているわけではないのだ。呼吸を整えると、改めてヴァレリーを見み据すえる。

「ジョゼの件、どうするつもりなんだよ？」

　三日前に遭そう遇ぐうした幼おさな馴な染じみ・ジョゼの錯さく乱らんに関する一連の出来事を思い出す。あの時、ジョゼを助けるためセラ川に飛び込んだレンはその後高熱を出して二日間寝ね込こむハメになった。ようやく熱が下がり、改めて警察署に出向いたレンは、驚きよう愕がくの事実に対面することになった。

「あいつ……三日経たった今も目覚めないなんてさ……。夢を叶かなえる一歩を踏ふみ出そうとしていたところだったのに」

　つくづく時間を無む駄だにしたことが悔くやまれる。

　ジョゼは、区は違ちがうがレンと同じ下町育ちの少年で、五年前、中心部まで働きに来ていた彼をブルジョワの子供達から救ったのがきっかけで仲良くなった。レンとは違い、おっとりと優やさしく、絵が上手で画家になるのが夢だというジョゼをレンは弟のように思い、兄と二人だけの生活に困こん窮きゆうする彼を出来る範はん囲いで手助けしたものだった。

　だが、彼の兄が麻ま薬やくに手を出したことで二人の短い時間は引き裂さかれる。短期間での麻薬の大量摂取で彼の兄は死に、多額の借金が残されたことが判明したのだ。

　その金を返済するために、ジョゼは身を売ることになってしまった。彼が身売り先へと連れて行かれる前、願って自分の元へ来てくれた日のことをレンは忘れられない。

『レン、これまでありがとう。何かと助けてくれた君のことをぼくはずっと忘れないよ。君の夢が叶いますように、毎晩神様に祈いのってる』

　自分の夢は諦あきらめたと、澄すんだ微び笑しようの内に隠かくすジョゼに、レンは泣けて泣けて仕方がなかった。男に連れられて去ってゆく彼を追おうとすると母マリに首根っこを摑つかまれて諭さとされた。

『あの子は、あんたに自分の夢を託たくしたんだよ。だから、あんたはあの子の分も夢を叶えるためにしっかり努力しな』

　そんな辛つらい別れをした彼と再会したのは、つい半月ほど前だ。

　彼は、ヴァレリーに悪夢の相談をしにやって来たのだ。

『……え……お前、ジョゼ……？』

『久しぶり、レン。相変わらず元気そうで嬉しいよ』

　感極きわまって思わずジョゼに抱だきつき、大いに再会を喜んだレンだが、すぐにジョゼが悩なやまされている悪夢について知ることになった。

　あれから美少年を売りにした秘密俱く楽ら部ぶ《永遠エテルネル》で働いていた彼は、夜と夢む幻げんの画家と異名を取る老画家ガルドンに絵の才能を見出されて身み請うけされることが決まった。だがそれ以来、毎晩同じ内容の悪夢を見るようになったという。

　悪夢の内容は、血のように赤い薔薇ばらの茂しげみに襲おそわれ、その棘とげで全身を血ち塗まみれにされた上、首を絞しめられて死ぬという恐おそろしいものだった。

『でもね、クロエ先生の仰おつしやる通り、君のお菓か子しを食べてから悪夢を見なくなって来たんだ』

　再会から一週間も経った頃ころだろうか。大分血色の良くなった顔に穏おだやかな笑えみを浮うかべてジョゼは言ったのだった。当初は憔しよう悴すいしていた彼の顔も明るく輝かがやいている。

『君は、食べた人が幸せな気分になれるお菓子を作りたいって言ってたけど……本当に君のお菓子を食べると、ずっと抱かかえてた悩みとか不安がふわーって消えていく感じがするんだ』

『そんなに誉ほめても何も出ねーぞ』

『接客業のくせに、僕はおべっかがあまり得意じゃないんだ』

　照れ隠しに少しぶっきらぼうに言うと、そんな答えが返った。改まった顔でジョゼはレンを見つめると、ぎゅっとその手を握にぎり締しめる。

『レン、ありがとう。君が将来の夢に向かって歩んでいるのを見て、僕もガルドン画が伯はくの下で、しっかり絵の勉強をする決意が固まったよ』

『ジョゼ……』

『身売りしていたとか貧しい出身だとか関係ない。僕は必ず、誰もが認める画家になるよ』

『ああ！　頑がん張ばれよ！　俺も絶対にパティシエになる！　お互い夢を叶えようぜ！』

　夢を誓ちかい合ったのも記き憶おくに新しい。そんな輝く未来が一転、真っ暗になってしまった。

「そのことかね。すでに手は打ってあるよ。今は少し待ちの状態でね」

「って言っても、あと七日しかないんだぜ。大丈夫なのかよ」

　十日という期限を切られたにしては余よ裕ゆうな態度が、逆にレンを焦じらせる。

　ヴァレリーは傍そば机づくえに人体模型をそっと置くと、まだかろうじて湯気を上げている陶とう器きの茶器を優ゆう雅がに持ち上げる。コーヒーカフエの入ったこちらも、製造元の五十年前の限定品とやらで、希少価値の高さと技術の粋すいを凝らした優美な形がヴァレリーのお気に入りだった。

「問題ないさ。警部に挑ちよう戦せんを仕し掛かけたのは私だよ。それに、良い機会だと考えていてね」

「機会？」

「あの堅かた物ぶつの警部に私を認めさせるという……ね」

「それだけのためかよ！」

　意地と名めい誉よのためにジョゼを利用するのかとレンは大声を上げる。だが、ヴァレリーは片手を振ふってレンを宥なだめた。

「最後まで話を聞かないのは君の悪い癖だよ。ジョゼ君が突とつ然ぜん錯さく乱らんを起こした理由には、〝目覚めぬ夢〟もあるかもしれないが、夢む魔まが関かかわっているのではないかとも思っている」

「夢魔だって」

「ジョゼ君は私の元に悪夢の相談に来ていて、君の菓子を食べ続けた結果、もう悪夢を見なくなっていた。ところが、今回突然の錯乱を起こした。一ひと月つき前の事件を思い返してみれば想像もつくだろう」

「まあ、そりゃ……」

　一月前、友人の舞ぶ台たい俳優ピエールが関係した悪夢の事件を思い出す。

　彼はレンの菓子を食べ続けていたにも拘かかわらず、毎晩ひどい悪夢に魘うなされていたのだ。ただ、レンの菓子が夢魔に対する壁かべのようなものを作っていたらしく、夢魔がピエールの肉体を乗っ取ることは出来なかったのだが。

「俺の菓子って半はん端ぱだよな。悪夢は和やわらげてくれるけど、夢魔には効きかないなんてさ」

「謙けん遜そんすることはないよ。夢魔は彼の肉体を奪うばえなかった。その効果は大きいよ」

　と、ヴァレリーは言うが、レンにとってその「効果」は、実感が今一つだ。

「完全に夢魔を追い払はらえるとか、寄せ付けないくらいじゃないと効果とは言わないだろ。こういう白黒はっきりしない半端さが気持ち悪くて嫌ヤなんだよ」

　少しふてくされた調子になってしまうが、ヴァレリーは真顔になった。

「レン、それは違うよ。君も私も夢魔の力を持つとは言え、やれることには限りがある。例えば、病気と人とは有史以前より長い戦いの歴史を持つが、未いまだ人の完全勝利は得られていない。昨年までなかった新しい病気が今年流行するように、病気という病気を殺してしまう薬などこの世にはないのと同じだよ」

「病気を例に出されてもなぁ……よくわかんねえんだけど」

「では、君の力をサブレだと考えてみたまえ。サブレは薄うすいものだが、一枚一枚を重ねていけば厚みが増すね。長期間食べれば食べるほど、その厚みが夢魔に対する壁となる。しかし、その壁を壊こわせるだけの強い夢魔が現れたら？」

「壊れちまうさ。だから、そういうのが……」

「完かん璧ぺきな人間なんていないよ。もし、そんな人がいると主張されたら私は反論するね。そいつは人間じゃない、と。だから、君は何も気に病やむ必要はない。ジョゼ君に夢魔が関わっていると言うのなら、それは君の菓子以上に力の強い夢魔なんだから」

　すっと肩かたの力が抜ぬけるのを感じた。

（そうだ。俺の力が半端なら、それを補えることをすればいい）

「あのさ、俺もあんたに協力したい」

　警察から帰って来てからずっともやもやしていたものがようやく消えた。レンはすっきりした顔でヴァレリーに言う。

「俺はジョゼが麻薬なんかに関わってないって信じてるし、あいつが麻薬を憎にくんでたのも知ってる。疑いを晴らしてやりたいんだ」

　彼が夢を再び手にするために、かつて彼の夢を預かった分だけ尽じん力りよくしたいと思う。

「残念だがね。私と行動を共にするには、君は足手纏まといにしかならない」

　微笑を浮かべながらの冷ややかな言葉に、レンは勢いを削そがれる。

　相棒になることを強要した男だ。夢魔に関わる事件への協力ならば、喜んで受け入れると思っていたのに。

「そんな！　俺だって……」

「私と行動を共にするには、と言っただろう」

　反論しかけたレンをヴァレリーは遮さえぎった。

「なぜなら、《永遠》はある種の特とく殊しゆな嗜し好こうを備えた大人達……それも男性限定の秘密の遊び場で、君を連れて行くわけにはいかないからだよ。けれど、君にしか出来ないことがある」

「俺にしか出来ないこと？」

「君、《永遠》で働いてみる気はあるかね」

　へ、とレンは目をぱちくりとさせた。ヴァレリーは企たくらむように笑みを深める。

「つまり、潜せん入にゆう捜そう査さというやつだよ。私は客として外側、つまり客筋やそこでの噂うわさから〝目覚めぬ夢〟を調べるつもりだが限界がある。しかし、君が潜入すれば、《永遠》の舞台裏……すなわち内部のことを知ることが出来る。そこから〝目覚めぬ夢〟の手て掛がかりを得られる可能性は高い」

「け、けど。俺、が……って、その」

「嫌がるだろうが、君ならば可能だよ。見目麗うるわしい少年でないとあの店では雇やとわないだろうからね。……まあ、強制はしないが」

　予想外の提案にレンは面めん食くらっていた。まさか自分が内部潜入、しかも美少年好きの男達のためのギャルソンになることは考えもしていなかったのだ。

　秘密俱く楽ら部ぶとあれば、ただ給きゆう仕じをするわけでもないだろう。一見普ふ通つうのカフェに見せかけて実は夜のお楽しみの場だった、なんて店は歓かん楽らく街以外にもごまんとある。

　そんな状じよう況きように果たして耐たえられるのか。

（いや、でもジョゼのためだ。うっかりミョ～なことをされそうになったらうまく逃にげるとか、足あし腰こし立たないくらいに酒飲ませるとか方法はあるよな！　それに、そういうことを公衆の面前でするなんてことは……いや、変態達が集つどう俱楽部だったら有り得るのか⁉）

　自分が顔も知らない少年趣しゆ味みの変態紳しん士し相手に、酒を注ついだりしなを作って甘えたりしなだれかかっている姿を想像する。

　ぞわーっと総毛立った。

（うっ……無理かも！　いろんな意味で気持ち悪すぎる！　でも、それくらいの覚かく悟ごがなくてどうする俺！　潜入捜査ってのは危険が付きものじゃないか！　店でおかしな真似まねしようものならそれこそ俺が疑われる。でもって、藁わらでぐるぐる巻きにされてセラ川にドボンとか！）

　だが時間はない。それに、もしこのままジョゼが目を覚まさなければ、いくら病院の処方を受けているとは言っても限度がある。いずれは衰すい弱じやく死ししてしまうだろう。

「心配せずとも、君の客として私がつくよ。他ほかの客などにはちょっかいをかけさせないようにするから、安心したまえ」

「それを先に言えよ‼」

「いや、君の表情が迷いと苦く悩のうでころころ変わるのが面おも白しろくて。たまに涙なみだ目めになってもじもじしちゃっている辺りがもう健けな気げというか可か憐れんだというか……」

「遊んでんじゃねえ[image: !!!!]」

　思わず力ちから一いつ杯ぱい投げつけたクックーションサンは、余裕で受け止められてしまった。

「君ね、その瞬しゆん間かん沸ふつ騰とう短気をどうにかしたまえ。また私の収集芸術品を壊した日には、どうなるか知れないよ？」

「～～～～っ。てめえいつか絶対セラ川に沈しずめてやる」

「ははは。やってみたまえ。やれるものならばね」

　憎まれ口も軽くあしらわれてしまう。悔くやしさでレンはぎりぎりと歯を嚙かみ締しめた。

　この男の、こういうところがとてつもなく気にくわなかった。

　だが、ここでいつまでも足あし踏ぶみしている暇ひまはない。そうと決まれば覚悟もついた。

「で？　自分で《永遠》に売り込みに行けばいいのか？　場所なんか知らねーけど」

　貧しい家庭に娘むすめや息子むすこの身売りを斡あつ旋せんする業者がいるとは聞いたことがある。昔、ジョゼを連れて行った男もその一人なのだろう。だが、どこに行けばそういう人物に会えるのか、レンは皆かい目もく見当もつかなかった。

「その辺りは大だい丈じよう夫ぶだよ。以前、彼の著作にそのテの斡旋屋が登場したから、興味を持って聞いたことがあったのだよ。妄もう想そう創作かと思いきや、意外にも取材を試みていてね」

「は？　彼？　著作？」

　首を傾かしげたレンに、ヴァレリーはどこか乾かわいた笑えみを浮うかべた。

「彼と言えば一人しかいない。もはや公害と言っても差し支つかえない変人妄想屋の……」

　ヴァレリーの言葉は、突とつ如じよとして起こった騒そう音おんに断たち切られた。二人共に天てん井じようを見上げ、同時にまたかとげんなりした表情になった。

　石造りのアパルトマンの上部から、どたどたと大きな足音が近づいて来る。

「……あのさぁ。いっつも思うんだけど、あの部屋の窓の鍵かぎ、しっかり掛かけておいた方がいいんじゃないか？」

「やったことがないと思うのかね？」

　頭痛を抑おさえるように、ヴァレリーが眉み間けんを揉もんだ直後だった。

「ヴァレリィィィィィィィ‼」

（うわ来たっ）

　勢い良く扉とびらが開け放たれ、舞台俳優も顔負けの声量が居間をびりびりと振しん動どうさせた。思わずレンは両手で耳を塞ふさぐ。ここに住むようになって一ヶ月。幾いく度どとなく遭そう遇ぐうした光景とは言え、鼓こ膜まくが破れるのではないかと思うような声はいつ聞いても心臓に悪い。

「麗うるわしき隣りん人じんヴァレリーよ……‼　頼たのみがあるのだ‼」

　猛もう然ぜんと入って来たのは、ぼうぼうと伸のびた無ぶ精しよう髭ひげに、よれよれの服から覗のぞく胸むな毛げが溢あふれんばかりの野や獣じゆうのごとき赤毛の大男だ。血走った目の下に凄すさまじい隈くまを浮かばせている姿は尋じん常じようではなく、見る者を一歩退かせずにはいられないほどの異様な迫はく力りよくがある。

　彼はバルザック・ドゥモン。風ふう貌ぼうからはとても予想がつかないが大衆小説家だ。ヴァレリーに言わせれば彼の著作は「妄想を吐はき散らしただけの駄だ文ぶん」だそうだが、ほぼ毎月出ているらしい彼の作品は大人気で、まさに今をときめく作家らしい。

　そんな彼も一応夢む魔まの関係者だ。ただし、彼は夢魔を逆に喰くってしまった「逆さか喰ぐい」とかで、その能力ゆえに一月程度なら完全徹てつ夜や、食事不要で原げん稿こうを書き続けることが可能なのだいう。

「頼み？　いつもの、君の妄想に登場する女性との縁えん切きりかね」

　面めん倒どうそうに髪かみを搔かき上げながら、ヴァレリーは溜ため息いき混じりに言った。同情心の欠片かけら一つない冷ややかさに、最初見た時は反発したものだが、この一月でヴァレリーのバルザックへの対応も仕方のないものだとレンは思うようになっていた。

　何せ、隣となりのアパルトマンの屋根裏部屋を仕事場とする彼は、時折バルコニー越ごしに自分の妄想を消してくれとこちらのアパルトマンに飛び込んで来ては大おお騒さわぎをするのだ。この嵐あらしのような男のせいで、ヴァレリーは幾度となく女性とのアバンチュールをぶっ壊されているに違ちがいない。その点では、ざまあみろと言いたくもなるのだが。

「そうなのだ！　此こ度たびは、原罪の女と同じ名を持つエヴァが吾わが輩はいに耐え難がたき誘ゆう惑わくの腕うでを伸ばすのだ‼」

　しかし、当のバルザックはヴァレリーの白けた態度にもレンのげんなりした顔にも構わず、大おお仰ぎような身み振ぶりで語り始めた。

「彼かの女は誘惑の林りん檎ごにして毒どく蛇へび使い！　吾輩の耳に破は廉れん恥ちかつ堕だ落らくの言葉を甘き果実に群がる蟻ありのごとくに進入させ、我が脳のう髄ずいを冒おかし、搔き回まわし、分解させんとする！」

　ぐぐぐ、とバルザックは拳こぶしを固めた。手ての甲こうにびっしりと血管が浮く。

「これこそ新たなる神の試練と吾輩は考えておる……！　しかし！　彼の女は神が造り給たまいし者の名を持つゆえに強大で、我が強きよう靭じんなる精神を持ってしても振ふり払はらうは至難の業わざ！　わかるであろうか、この苦悩を！　おお、神の造りし女エヴァよ！　なぜお前は尼あま寺でらへ行かぬ。それともお主は、野望多き男に奸かん計けいを囁ささやき惑まどわせる荒こう野やの魔ま女じよの一人なのか。あるいは、恥ち辱じよくと復ふく讐しゆうに溢れた恐きよう怖ふの国の女王か！　神よ！　我われを救い、この混こん沌とんの迷めい宮きゆうより解き放ちたまえ。貴方あなたの従順なる僕しもべにして祭さい壇だんに捧ささげられた子羊である我に憐あわれみを与あたえたまえ……！」

　叫さけび散らした挙げ句、がくりと膝ひざを落としたバルザックはぼろぼろと泣き始めた。いい歳としをしたおっさんが見せる激情の凄まじさに、レンは一歩どころか二、三歩退いてしまう。

（とりあえず、俺はこのまま脱だつ出しゆつだ。こんな変テコ小説家に付き合ってらんねーし、また前みたいに小説のネタにされたらたまらねーからな）

　バルザックは初対面のレンとそこにいたヴァレリーにおかしな妄想を巡めぐらせ、その時悩なやまされていた妄想から解き放たれた。それだけなら良かったのだが、彼はその後レンとしか思えない少年を主人公とした耽たん美び退たい廃はい極きわまる小説を一本書き上げた。つい一週間前のことだった。

『まあ、君が読んだらその場で憤ふん死しするか、彼を背後から刺さしたくなること間ま違ちがいなしだね』

　と、妙みようににやにやしながらヴァレリーは言ったものだ。ちなみに、その本は女性を中心に売れに売れて現在どの本屋にも在庫がないとか。

　そんなわけで、レンとしてはバルザックにあまり関かかわりたくないのである。

「良かろう」

　取っ手を回そうとしたところで響ひびいたヴァレリーの声にレンは動きを止め、あんぐりと口を開くハメになった。

　ヴァレリーが花はな咲さくような極ごく上じようの笑みを浮かべている。

　いつもならば、バルザックの望みなどすげなく拒きよ絶ぜつする彼だ。どんな心境の変化なのか。

「君は大切な私の隣人だ。隣人を愛するにも限度があり、君に対する私の愛はもはや塵ちりと化していたが、今回は君に頼みたいことがあるのでね……」

「吾輩を苦しめるエヴァを消し去ってくれるならば、聞かないわけがあるまい！　ああ神よ……！　貴方は今ここに救いの使徒を遣つかわされた……！」

　ヴァレリーの背後に後光でも見たかのようにバルザックは恍こう惚こつと両手を組み合わせた。このままひれ伏ふさんばかりの彼に、ヴァレリーは気味が悪いほど優やさしく囁いた。

「では、一いつ緒しよに来たまえ。診しん療りよう所じよで、君の悪夢を消してあげよう……」

「お、おい。ちょっと待て」

　常ならぬ態度に妙な不気味さを覚えてレンはヴァレリーに近づく。ヴァレリーは企たくらむような光を黒真しん珠じゆの瞳ひとみに宿して耳元に囁いて来た。

「彼の乱入で話が途と中ちゆうになってしまったがね、彼は身売り専門の斡旋業者に知人がいるのだよ。以前、小説の登場人物として出すためにわざわざ取材をしたらしい。そのツテを使う。……それに、恩を売っておけば今後良いことがあるかもしれないからね」

「……腹黒いな」

「相そう互ご扶ふ助じよと言ってくれたまえ。ひとまず、君は体調を万ばん全ぜんに整えておくのだね。じきに、休む間もない日々がやって来るのだから。では、ムッシュ・ドゥモン。診療所へ行こうではないか。私がじっくりゆっくり君の苦悩を消してあげよう……」

　どこか薄うす暗ぐらい笑顔でヴァレリーはバルザックの背を抱だきながら部屋を出て行った。

（苦悩を消してやるどころか、言葉責めでもして苦悩死させるつもりじゃないだろうな）

　一いち抹まつの不安が過よぎったが、バルザックのことだ。死んでも生き返るだろうと、レンは再び座るとカフェ・オ・レを飲み干した。







　第二章　《永遠エテルネル》







「まあ、何て可愛かわいい子」

　レンを見るなり、男は細い身体からだをくねらせ両手を組み合わせた。

「少し瘦やせぎすなところが気になるけれど、そういう栄養不足っぽい身体つきが少年らしくて堪たまらないって御ご仁じんは多いものね……。ふふ、徹てつ底てい的に磨みがいて私好みの宝石に仕立て上げてもいいけれど、この子の場合はあえて下町出身らしい荒あらっぽさを残したままの方が受けがいいかしら……。あら、うっかりしていたわね。私がこの《永遠エテルネル》の店主バタイユよ。よろしくね」

（～～どうでもいいから早く服着させろよ……！）

　絶えず左右に腰こしを揺ゆらしながら、ああでもないこうでもないと思案に暮れるバタイユを前にレンは出かかった言葉をぐっと飲み込んだ。このままでは作り笑え顔がおの限界も近い。

　純白と淡たん紅こう色のレースに彩いろどられた少女趣しゆ味みな小部屋に立たされたレンは全ぜん裸らだった。

　ヴァレリーがバルザックから聞き出した情報通り、指定された路地裏でいかにも今日のバゲットにも飢うえてます的な装いをしてうろついていると黒眼鏡めがねと口くち髭ひげの男が現れた。

　幾いくつかの質問に答えた後、男はあらかじめ待たせてあったらしい馬車へとレンを連れ込んだ。目め隠かくしをしたのは場所を特定されないためだろう。馬車もあちこち移動し、レーヴ市内をぐるぐる回っていたような気がするが、ここは恐おそらく歓かん楽らく街のある十八区だと思われる。

　店に引き渡わたされると、今度はいきなり剝むかれて湯ゆ浴あみさせられた。その後、この部屋に放り込まれて今に至る。

（この部屋もアレだが、この店主ってのも相当アレだよな……）

　改めてバタイユを見上げる。

　耳の上で斜ななめに削そいだ茶ちや褐かつ色しよくの髪と尖とがり気味の顎あごを持つ顔は、美しいと言っても決して過言ではない。

　ただ、骨っぽい身体に纏まとうのは、上下共に身体の線をやたらと強調する派手な素材の三つ揃ぞろいだ。襟えり元もとに豪ごう華かな毛皮をあしらっているのが、女のように華きや奢しやな彼の首回りをさらに細く見せている。やたら長い手指の先は真しん紅くに尖り、何かの花を象かたどった大きな金の指輪が輝かがやいていた。

　長く豊富な付け睫まつ毛げや濃こい色の口紅も、彼が夜を売りにした堅気の人間ではないことを如によ実じつに表している。

「ロテュス……ロテュスがいいわ！」

　睫毛がばさりと音を立てそうなほどの瞬まばたきをして、バタイユは両手を打ち合わせた。

　彼の観察にうつつを抜ぬかして、話を聞き逃のがしていたレンは困こん惑わくする。

「え……？　ロテュス……？」

「あなたの名前よ！　このお店で働く子達はね、皆みなお花になるの。だからあなたは蓮ロテユス」

「……はあ」

「ロテュスは、最近その花にハマってそればっかり描えがいてる画家のおかげで知られるようになったけど、元は東方が原産よ。あちらの神様が腰を下ろすソファカナペにもなる、泥どろ沼ぬまの上に咲さく花なの。下町の薄うす汚ぎたない界かい隈わいで育ったあなたに相応ふさわしいわ！」

　誉ほめられているのか貶けなされているのかさっぱり不明だが、どうせ一時のものだ。それより、早く服を着させて欲しいと思う。部屋は充じゆう分ぶんに暖かいのだが、全裸というのはとてつもなく恥はずかしくて屈くつ辱じよく的だ。

「ところで、あなたの夢はなあに？」

　唐とう突とつな問いだったが、夢と言われて答える言葉はたった一つだ。

「パティシエになるのが夢です」

「まあ、パティシエ！　すてき！」

　大仰なまでに声を大きくしてバタイユはまた両手を組み合わせた。目がきらきらしている。

「馥ふく郁いくたるバターブウールに砂糖、蕩とろけるクリームクレーム、さくっとしたり、しっとりしたりと変化する生き地じ……あの魔ま法ほうのような世界を夢見ているなんてすてきだわ！」

「はあ、どうもありがとうございます」

（魔法じゃねえっつーの！　分量とか気温の変化とか正確に把は握あくしないと菓子は作れねえんだよっ！）

　レンも菓子の見た目には気を遣うが、大通りに並ぶ高級菓子店の著名なパティシエが作る菓子は色いろ鮮あざやかで見事な装そう飾しよくや模様が描かれたものも多い。どうやったらあんな形や模様が出来るのか、知識のない人間が見れば確かに菓子作りは魔法にも見えるだろう。

（ま、そう思うならそう思わせておけばいいか）

　少し目の前の男をバカにした気分でいると、いきなり顎を摑つかまれた。

　化け粧しようを施ほどこした顔がずいっと迫せまる。爪つま先さきが食い込んだのか顎がちくりと痛んだ。

「でも残念ね。あなたの夢は叶かなわないわ」

　一転、低い声が満開の笑顔のバタイユから発せられた。本能的な恐きよう怖ふすら呼び起こす声に、レンの身体は強こわ張ばる。

「だってねえ……あなたは《永遠》の少年になるのだもの。《永遠》の少年はね、大人にならないの。夢を持っていたって無防備で無む垢くな少年は大人達の永遠の夢の下に喰くい尽つくされてしまうだけ。だから、あなたの夢は夢のまま、絶対に叶わない……」

（何だこいつ……！）

　低く喉のどを鳴らすバタイユは、まるでいたぶる鼠ねずみを前にした猫ねこのようだった。

　この男はこうやって店で働くことになった少年達の夢を聞いては、その夢を喰いものにするような加か虐ぎやくさで彼等の夢を潰つぶして来たに違ちがいない。

（きっと、ジョゼも）
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「……俺は、必ず夢を叶えます」

　胸のむかつきと嫌けん悪おを覚えながらも、まっすぐに見返す。バタイユは驚おどろきに睫毛をばさりとやり、次いでにたりと笑った。

「うふふ。そういうきかん気の強い子は大好きよ。絶望のどん底に突つき落としてやりたくなるわねえ」

　バタイユの手が離はなれる。よほど強く締しめ上げられていたのか、顎がつきつきした。

「じゃあ、後は店の子に任せるわ。店での生活や接客の順序なんかはその子に習ってね。──ミュゲ！」

　扉とびらが開き、一人の少年が入室して来た。白金の髪かみと淡あわい緑りよく瞳とうの穏おだやかそうな少年だった。背せ丈たけはレンとあまり変わらないが、二つ三つ年下のようだ。少女めいた中性さと、まだ成長し切っていない身体の線。たおやかな手首を飾かざる太い腕うで輪わが印象的だった。

「ミュゲ。新しく入ったロテュスよ。この子にいろいろと教えてあげなさいな」

「仰おおせのままに、我が主あるじ」

　王おう侯こう貴族に傅かしずく家臣か執しつ事じを思わせる優ゆう雅がな素そ振ぶりでミュゲは腰を折る。目を丸くするレンに、バタイユは窄すぼめた口に手を当て、おほほと笑った。

「この程度で驚いていてはダメよ。基本はすぐに覚えること。今夜から早さつ速そくお店に出てもらうからね」

　楽し気に鼻歌など歌いながらバタイユは出て行った。まだぼおっとしているレンに衣類を渡し、ミュゲはにっこりと笑った。

「ロテュス、これからよろしく」







　身み支じ度たくを調ととのえたレンは、早速《永遠》内を案内された。

「お客様をお迎むかえする店の内部については、ざっと見た限りではわかりにくいと思うから、あとから図面を渡すね。昨日きのうだったらゆっくり見られたんだけど、今夜から店の主題が変わる関係で、裏方の人達が模様替がえの準備に追われてるから……」

　確かに、今出たばかりの店内では、監かん督とくらしき男の下もとで十数人の男達が血相を変えて床ゆかやソファの生地を張り替かえたり、釘くぎを打ったりしてかなり殺気立っていた。

「へえ……主題ってのはちょくちょく変わるのか？」

「うん。数日に一度、場合によっては毎日お店の雰ふん囲い気きも調度も一変するよ。僕達は、バタイユ様の創作なさる主題に沿ってお客様をおもてなしするんだ。衣装もその都度変わって……。あ、こっちが衣装部屋ね」

　ミュゲが次に開けた扉の中を見てレンは絶句した。

　だだっ広い一室に、色とりどりの衣装がずらーっと並んでいる。ぱっと見ただけでも、革命時代の王侯貴族が着たような絢けん爛らん豪ごう華かなものや、神話時代的な一枚布の絹で作られたものだったりととにかく眩まばゆい。

　つまり、この店は、そういう衣装を着て客を接待するらしい。普ふ通つうにギャルソンを想像していたレンとしては予想外の展開だった。しかも、一見しただけでかなり値の張るものに思えた。その隣となりにある道具部屋も同様に眩くてくらくらした。

「何ていうか……金かかってるんだな」

「バタイユ様は美を至上とされる方だもの。美に関しては、この《永遠》はこだわり抜かれているよ。もちろん、僕達の生活区だってそうさ。見えないところにまで手を抜かない。それが真実の美を語る基本なのだってバタイユ様はいつも仰おつしやっているよ」

「広すぎて迷っちまいそうだぜ。ちなみに、ここって何人くらい働いてるんだ？」

　手始めとばかりに探さぐりを入れてみる。

「そうだね。〈花〉だけで三十～四十人くらい？　それに厨ちゆう房ぼうや清せい掃そう、さっき見た人達みたいに力仕事の担当を合わせれば、百人近くはいるのかな」

「す、すごい大所帯だな……！」

「そうだね。大きな家族と言ってもいいかもしれないね」

　驚きすら超こえて呆ぼう然ぜんとするレンにミュゲは楽しそうに笑うと、生活区へとレンを導いた。

　続いて案内された食堂と風ふ呂ろ場ばは、以前入ったオペラ座もかくやという豪ごう華かな造りで、レンの驚きもひとしおだった。徹てつ底ていしてバタイユは美を追求しているのがわかる。

　ただ、店は地下にあるらしく、外界の喧けん噪そうは全く聞こえなかった。窓と外の風景を描いた騙し絵トロンプ・ルイユがところどころに描かれているのが、却かえって息苦しい感じがする。

　それを思えば、バタイユの手になる美の世界《永遠》は、少年達を美しく閉じ込める箱庭なのかもしれなかった。

「みんな、新しい花が咲いたよ。ロテュスだ」

　続いて開かれたのは大部屋だった。今は丁度休息の時間帯だったようだ。談だん笑しようしたり双六すごろくや札遊びをしていた少年達の目が一いつ斉せいにレンへと向けられる。

　ざっと三十人ほどか。見る者見る者、美少年ばかりだった。美少年俱く楽ら部ぶの名に恥じない品しな揃ぞろえと言ったところだろう。彼等がわらわらと近づいて来る。

「ロテュス、これからよろしくな。俺はトゥルネソル」

「僕はピサンリだよ」

「チュリップ」「パンセ」「オルタンシア」「ウイエ」「ジャサント」……。

　皆、一様に花の名前だ。覚えるだけで大変な気がしたが、自己紹しよう介かいされるにつれ彼等にはその名に相応しい花の特とく徴ちようを外見に備えていることがわかって来た。

　向日葵トウルネソルならば、青空に映はえるような明るい金きん髪ぱつと愛あい嬌きようのあるそばかす、蒲公英ピサンリはふわっとした髪と可か憐れんな造作ながらも強きよう靭じんそうなきつい瞳ひとみ、人によって態度が変わりそうな小こ狡ずるそうな顔つきと青あお紫むらさきの瞳の紫陽花オルタンシア、多くの人間に好まれそうな明るい笑え顔がおのチューチユリップリツプ……といった具合である。レンを案内しているミュゲも、白金の髪と淡い緑瞳が鈴蘭ミユゲそのものだ。

　一通り挨あい拶さつを交かわすと、再びミュゲはレンを連れ出した。はあっと大きく溜ため息いきを吐ついたレンを見て、くすくす笑う。

「驚くのはまだ早いよ。ここは僕達のような下っ端ぱの部屋だからね。上位に行くごとに美しい花が咲さいているのだから」

「まだいるのかよ！　っつか、上位？」

「うん。〈花〉には上位、中位、下位の三つの階位があるんだよ。さっきの大部屋は、お店でも雑用が多い僕達下位の部屋。常連のお客様に人気の中位は十人程度で二人部屋。予約を取ることも難しい上位は一人ないしは二人で個室が与あたえられるんだ」

　説明しながら、ミュゲは次の扉を叩たたく。出て来たのは、大部屋以上に美しい少年達だった。

「お忙いそがしい中、失礼いたします。ナルシス様、グリシーヌ様。こちらは、本日新しく咲いたロテュスでございます」

　腰こしを折ってミュゲがレンを紹介する。階級制度のせいか、ミュゲの中位に対する態度や言葉は丁てい寧ねいだ。

「新入り？　そう。慣れるまで大変だけど頑がん張ばってね」

　と、淡い紫むらさきの瞳とたおやかな仕草が特徴的な藤グリシーヌがおっとりと言えば、水仙ナルシスと呼ばれた方は鼻を鳴らす。

「悠ゆう長ちようなこと言ってる場合かよ。うかうかしてると、俺達も大部屋連中に階位をひっくり返されるんだぜ」

「やだなあ、ナルシス。僕達は先せん輩ぱいじゃないか。入ったばかりの彼の心をほぐす余よ裕ゆうを見せるのが先輩としての役割だよ」

「嫌いや味みかよ。お前は本当腹黒いよな……。ま、いいや。じゃあ、俺達今から肌はだの手入れするからまたな」

　挨拶もそこそこに彼等の部屋の扉は閉まった。

　それから順番に訪ねた中位の面々の反応も、最初に紹介された二人とそう変わりはなかった。共通するのは、抜ぬかりない手入れからなる白い肌を誇ほこらしげにしていたことか。

「ここの連中は皆みな、自分磨みがきに余念がないみたいだな」

「中位の方々は、皆上位を目指しておられるから……。で、次は上位の方だけど」

　ミュゲの説明を余所よそに、レンは一つの扉の前で立ち止まっていた。扉に描えがかれた花をそっと指で撫なでる。

　菖蒲イリス。

（ジョゼの部屋だ……）

　ジョゼの店での名前はイリスだと聞いた。現在、彼が店の頂点の一人であったことも。

「ロテュス？」

　ミュゲが首を傾かしげたが、レンは未いまだ眠ねむりから覚めない彼に思いを馳はせずにはいられなかった。

（ここに、あいつはいたんだ……）

「ロテュス。どうしたの、そこには誰だれもいないよ。イリス様は今ご療りよう養よう中で……」

　ミュゲの言葉は、突とつ然ぜん上がった悲鳴と金切り声、ガラスの割れる音で断たち切られた。はっとレンも我われに返る。

「おい、どうしたんだ。一体何が……」

　顔色を失ったミュゲの肩かたを摑つかもうとした時、隣の扉とびらが荒あら々あらしく開かれ、一人の少年が転がった。涙なみだでぐしゃぐしゃの顔は赤く腫はれ上がり、口くちの端はしから血が一筋流れているのが痛々しい。

　見れば、まだ六、七歳くらいの少年だ。驚おどろいてレンは少年に駆かけ寄る。

「おい、大だい丈じよう夫ぶか！　誰がこんな」

「ロテュス！　ダメだよ、彼はロジエ様のご不興を……ああっ」

「ふざけるな！　人の髪かみに櫛くしを入れることもまともに出来ないとは、どんな手て際ぎわの悪さだ！」

　キンキンと喚わめきながら登場したのは、金色がかった赤い巻き毛の少年だった。大理石を思わせる艶つややかな肌と吊つり上がり気味の目は微笑ほほえんでいれば大変に美しいのだろうが、怒いかりに興奮している今は劫ごう火かのような荒々しさで異様な輝かがやきを放っている。

「この僕の肌には傷一本作ってはいけないのだよ！　それをお前は不用意に……。来い！　教育し直してやる‼」

　恐おそろしさのあまりか、蹲うずくまったままの少年の髪を摑もうと伸のばされた少年の手をレンは逆に摑んだ。ぎろりと燃え上がる目で少年が見下ろして来るのをレンは真っ向から睨にらみ付ける。ミュゲが悲鳴じみた声を上げた。

「ロテュス！　やめるんだ……ああ、ロジエ様！」

「ミュゲ。こいつは誰だ。見かけない顔だが新入りか」

「は、はい。本日より我らが内に咲いた花、ロテュスでございます」

「ロテュス？……はん。泥どろの中の花か。道理で、小こ汚ぎたなくて礼れい儀ぎを知らないと思ったよ」

　鼻を鳴らすと、ロジエはレンから自らの腕うでを力ちから一いつ杯ぱい振ふり払はらった。すぐさま手首を確かく認にんする。

「痕あとになっていたらただじゃおかなかったぞ」

「知るか。こんな小さい子供に手を上げやがって」

「それが何だ？　僕は花の王だぞ」

　さも当然と言わんばかりの言葉だった。身を乗り出しかけたレンを、ミュゲが止める。

「申し訳ありません、ロジエ様。まだ彼には至高の花たるロジエ様への礼儀を教えていなかったゆえ……」

「全すべてにおいて、まず花の王たる僕のことを教えるべきだったね、ミュゲ。……まあいいさ。この僕に対する礼儀は、今直々に教えてやるから」

　ロジエはにぃと笑うと、片足のミュールを脱ぬぎ捨てた。意味がわからず眉まゆを顰ひそめたレンの顔の前に足裏を見せると腕を組みざま命じる。

「跪ひざまずけ。そして僕の足を舐なめろ」

「はあ⁉」

　とんでもない要求に、レンは素すっ頓とん狂きような声を上げてしまう。だが、ロジエは横おう柄へいな態度もそのままに、レンの顔を台のように踏ふんだ。

「ぐっ」

「僕は花の王だと言っただろう。全ての花は王たる僕の命令に従うのが定め。ほら、さっさとしろよ。泥ッ花」

「……にしやがんだゴラァァ‼」

　怒りに吠ほえながらレンはロジエの足首を摑むと逆に引き摺ずり倒たおしていた。予想外の行動だったのか、ロジエがぎゃっと声を上げて床ゆかに尻しりを打つ。その彼に馬乗りとなり、胸むな倉ぐらをレンは摑み上げた。

「てめえどこの何様だ。ああ⁉　他人ひと様さまの顔踏んづけるたァ、ずいぶんなご身分じゃねえか‼」

　激しい物音に、大部屋や中位の部屋から少年達が顔を出す。誰もが啞あ然ぜんと言葉もなく成り行きを見守っていた。

「なぁーにが花の王だクソったれ。てめーも俺と同じただのガキじゃねえかよ。んな狭せまい世界で王様ごっこたぁ、笑わせるぜ！　寝ね言ごとは寝て言えっつーか、目ェ覚まさせてやる！」

　拳こぶしを振ふり上げたレンに、ロジエがひっと声を上げる。

　本気で頭に来ていた。店の売れっ子だか花の王だか知らないが、こいつは人としてかなりおかしい。そんな奴やつに傅かしずくなど真っ平ごめんだ。

　だが、拳は空を切った。

「な……に」

　くらくらする中、見上げればミュゲが靴くつべらを持って立っていた。どうやらそれでレンの後頭部を殴なぐりつけたらしいが、彼はぶるぶる震ふるえている。

　その隙すきに、ロジエはレンを突つき飛ばして立ち上がっていた。激しく肩で息いきをし、壁かべで身体からだを支えている。見開かれた目はレンへの恐きよう怖ふと怒りに満ちてぎらついていた。

「な、何て奴。王たるこの僕を襲おそおうだなんて……っ」

（ああくそ……頭フラつく）

　気を失うほどの打だ撃げきではなかったにせよ、かなりの強きよう烈れつさだった。ひ弱に見えて、ミュゲは大した力持ちだ。まだちょっと動けない。

「誰か！　誰か僕の部屋から鞭むちを取って来い！　こんな奴は教育してやる！　百も打てば言うことを聞くだろうからな。ええい、誰か！　早く鞭を寄よ越こせ！」

　癇かん癪しやくを起こしたようにキンキン喚くロジエだが、誰一人そこから動こうとしない。皆一様に青ざめたまま口を噤つぐむばかりだった。

「王の命令だぞ！　こんな汚きたない泥ッ花一人、使い物にならなくなったところで、お前達には痛くも痒かゆくもないだろう！」

「恐れながら、ロジエ様」

　しんと静まり返った少年達の中で、声を発したのはミュゲだった。ちらと見れば、ミュゲはさっきとは一転して落ち着きを取り戻もどし、まるで誇り高き臣下のように跪いてロジエを拝する仕草をした。

「花の王たるロジエ様が、お手を汚よごすような真似まねをする必要はございません。王は王らしく、美しき薔薇ばらの玉座に在あって我等下々の者を温かく見守るのが御お役目かと」

「その汚い花に罰ばつを与あたえるな、と」

「この者はまだ来たばかりの旅人にして無ぶ頼らい者。しかし、我等が永遠王国の住人になろうとするなれば、この国の法や習慣を身につけましょう。我等が王よ、寛かん容ようと慈じ悲ひをこの者にお与え下さい」

　平へい伏ふくしたミュゲをロジエはじっと見つめていたが、やがて片かた頰ほおを歪ゆがめた。

「ミュゲに免めんじて、この場は慈悲を与えよう。だが、二度はないと思え」

　レンに一いち瞥べつを投げ、ロジエは引き下がった。幾いくつもの紅薔薇と棘とげの絵が描かれた扉が閉じられる。

（あれ、あの扉の絵……）

　見覚えのある絵に記き憶おくを手た繰ぐり寄せようとするが、ミュゲがそっと頭を撫なでた。

「大丈夫？　ロテュス。瘤こぶにならないよう手加減はしたつもりだけど……立てる？」

「ああ……どうにか」

　ロジエが扉の向こうに消えてほっとした空気が流れる中、ミュゲがそっとレンの身を起こした。ロジエに打ぶたれて嗚お咽えつを続ける少年も数人に慰なぐさめられながら遠ざかってゆく。

「ごめんね。僕の説明の順番が悪かったんだ。先にロジエ様のことを知らせておくべきだったのに……」

「いいさ。俺こそミュゲのおかげで助かったよ。なんか、あいつヤバそうだったしな」

　鞭という言葉を聞いた少年達が一様に固まっていたところを見ると、実際それでひどい目に遭あわされた少年がいたのだろう。

「でもさ、僕、何だかすかっとしたよ」

「俺も俺も。あんなロジエの顔を見られただけでかなり気持ちが良かった」

　ミュゲの手を借りて立ち上がったもののふらつくレンを、集まって来たトゥルネソルやピサンリが手助けしながら囁ささやいて来る。続いて、ジャサントやオルタンシアが頷うなずいた。

「あの年増野や郎ろうは、ここの暴君だからさ」

「元貴族って血筋を自じ慢まんにしてるんだ。没ぼつ落らくして、ここに来るハメになったってのにさ」

「同じ至高の花なのに、イリス様とは全然違ちがうよ。イリス様は、俺達下っ端ぱにも優やさしくて、お客様から頂いたお菓か子しも皆みなに分けて下さって……」

「早く目覚めて下さればいいけれど」

　ロジエの話題からジョゼを心配する声が続く。彼等もジョゼの状じよう況きようを聞いているのだろう。

　それにしても、同じ至高の花と呼ばれながらイリスとロジエでは評価はずいぶんと違っていた。ジョゼが多くの少年達に慕したわれていたらしいのを知ってレンは俄が然ぜん奮起する。

（よっしゃ、やるぜ！　ジョゼ、待ってろよ。俺がお前を絶対目覚めさせてやるからな！）







　──と、張り切ってはみたものの、やはり実際に仕事を始めてみると《永遠》の仕事は重労働だった。客に愛あい嬌きようを振り撒まいていればいいのかと思いきや、とんでもない。

　基本的な接客術をミュゲから学んだ初日の仕事は主に酒や食事の注文聞きや運うん搬ぱんだったが、初仕事と着慣れない衣類でぐったりしてしまった。ちなみに、《永遠》では数日に一度変わる、趣しゆ向こうを凝こらした店内装そう飾しよくと美しき〈花〉達の衣装も店の売りらしい。

《永遠》に潜せん入にゆうして二日目。先日の「中世の騎き士し」とやらの甲かつ冑ちゆう姿もごてごてして落ち着かなかったが、今夜の「軍服」は、無む駄だに記章やら腕わん章しようやらがついて妙みように重く、一体何の体力作りをさせられているのかとぼやきたくなった。

（つーか、ヴァレリーの野郎。あいつどうなってんだ……！）

　本日は、高級将校達の社交場を模した店内をぐるりと見回し、目当ての人物がいないことにレンは眉を顰ひそめる。

　初日からやって来るものと思っていたが、結局昨晩ヴァレリーは現れなかった。自分がレンの客となるから心配する必要はないと言っておきながら、一体何を手間取っているのか。

「ロテュス！　何をモタついているのだい。こちらのお客様のお酒がまだだよ！」

「は、はい。ただいまお持ちします！」

　ロジエの催さい促そくに慌あわててレンは厨ちゆう房ぼうへと急ぐ。完全に目を付けられてしまったらしく、ロジエはやたらとレンをこき使っていた。初日でへとへとになった原因の一つでもある。

　そんなロジエも今は少年達の暴君ではなく、しなめいたものを作って客の一人と身体を密着させている。没落しながらも貴族の血筋を自慢するだけあって、こうやって見ているとロジエの気き紛まぐれで誇ほこり高い美び貌ぼうと気質は客に案外受けているようだった。

（今のところ、〝目覚めぬ夢〟と夢む魔まの手て掛がかりになりそうなのはあいつら二人だな）

　あれから大部屋に戻ったレンは、暴君ロジエの噂うわさと悪口をそれはもう山ほど聞かされることになった。どこにでもお喋しやべり好きな人間はいるもので、最初にレンの元に来たトゥルネソルやチュリップを中心に五、六人の少年達が気になる情報をくれた。

『あいつは元々癇かん癪しやく持ちだけどさ、イリス様がガルドン画が伯はくに身み請うけされると決まってから、ますます荒あれるようになったんだよ』

　うんざりした様子で肩かたを竦すくめたトゥルネソルに、パンセが同調する。

『そうそう。さっき打たれたチビもだけど、すっげーつまんねえことで手を上げたり殴る蹴けるの暴行だぜ？　俺達下っ端が逆らえないからっていってもやり過ぎだよ。ピサンリもさ、この間ちょっとあいつに手が触ふれたってだけで手首を縄なわでぎゅうぎゅうに縛しばられて、長時間吊つるされたんだ。ほら、まだ少し痕あとが残ってる』

　見れば、可か憐れんなピサンリの手首はうっすらと黒ずんでいた。その時のことを思い出したのか、ピサンリが涙なみだぐむ。

『気にくわないことがあるからって、人をいたぶるのはやめて欲しいよ……』

『奴は「教育だ」なんて言うけどさ、単純に八つ当たりだよな。ごめんごめん、泣くなよ。嫌いやなこと思い出させて悪かった』

　慌ててパンセがピサンリを慰める横で、チュリップがぞっとしたように肩を震わせた。

『この間なんて、花を貪むさぼり喰くってたんだぜ。で、「味が違う！　これじゃない！」とか喚わめいてあちこちの花か瓶びんを壊こわしまくってた。引いたなぁ。片付けるこっちの身にもなれっての』

『やっぱ、焦あせってんのかな。ロジエも今年で十六だし、この店にいられるギリギリだろ。身請けの話が来るでもなく、といっていつまでも少年でいられるわけじゃなしでさ』

『異常だよな。……でも、異常といえばバタイユもじゃねえ？』

『あいつの最近の若返りっておかしいよな。つい半年前までは、皺しわと染しみだらけのおっさんだったくせによ』

　これは意外だった。どう見てもバタイユは二十代後半から三十代前半にしか見えなかった。

『変な若返りのクスリでも打ったんじゃねえの？　ま、おかげでヤツの機き嫌げんがすこぶる良いのはこっちも助かるけど……』

『そういえば、ロジエの奴やつ、最近真夜中ふらふら店内を夢遊病者みたいにうろついてるらしいぜ。あそこにいるカトレアが跡あとをつけたらしいけど、途と中ちゆうで見失ったみたいでさ』

『なんだそりゃ。それこそおかしな夢を見ただけじゃないのか』

　決定的な証しよう拠こはないが、この二人が何かに繫つながっているのは確実な気がした。

（とりあえず、あいつらから目を離はなさずにいないと……）

「君。ちょっと君」

「はい？」

　声を掛かけられて笑え顔がおで振ふり向むこうとしたところで後ろから抱だき竦められた。ぎょっとして見れば、太った男が酒臭くさい息を吹ふき付けている。

「見かけない顔だね。新入り？　名前は？」

「レ……、いえ、ロテュスといいます」

　かろうじて笑顔を貼はり付けたまま答えると、男は丸々とした指でレンの頰を撫でた。ねっとりと舐なめるように囁かれ、ぞわりと鳥とり肌はだが立った。

「ふふ、可愛かわいいねえ……。ここでは珍めずらしい東方系の顔が非常に魅み惑わく的だ。まだ店に慣れていないぎこちなさが初うい々ういしくて堪たまらないねえ」

　言いながら男の手は頰ほおから首へ、首から胸へ、その下へとどんどん下がって来る。血の気が引いた。今すぐ男から逃にげたいところだが、客をブッ飛ばすわけにもいかず混乱する。

（やっやっやっヤバい！　冗じよう談だんじゃねーぞ。俺はそんな趣しゆ味みはねえんだよ！）

「君の初めての客になってあげよう。お持ち帰りをしてあげるから、今こ宵よいは私の屋や敷しきへ来たまえ。ふふ、心配しなくても優しく可愛がってあげ……」

　男の声が途と絶だえ、レンの身体からだは別の者の腕うでにあった。驚おどろいて見上げれば、そこには真しん珠じゆ色の輝かがやきがある。

「……あ」

「失礼。この子は私が先約済みでね」

　ヴァレリーだった。この場所でもいつも通りの全身白で、店の中でも妙に目立っている。

　男もまたヴァレリーの美貌に一いつ瞬しゆん見み惚とれた様子だったが、すぐに不快な顔になった。

「彼に目をかけたのは私が先だよ。横取りするような無ぶ粋すいな真似まねはいただけないね……。そもそも、君は一体何者かね」

「デュボワ氏の紹しよう介かい状を持った者、とだけお答えしておきましょう」
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　ヴァレリーの出した名前に、男は一いつ瞬しゆん押し黙だまり、そしてそそくさと退散して行った。誰だれかはわからないが、客の中でも相当な上客だろうと知れた。

　ヴァレリーはレンの手を握にぎったまま、司令室か作戦室といった風ふ情ぜいの個室へとレンを連れ込むと、黒い革かわ張ばりのソファへと腰こしを下ろす。優ゆう雅がな手つきで煙草たばこを抜ぬき、啞あ然ぜんと突つっ立ったままのレンに微笑ほほえんだ。

「いやはや、危あやういところだったね」

「じゃねえだろ！　遅おっせえんだよお前は！　一体何してやがったんだ！」

　助かったのと安あん堵どから思わず声を荒あらげるが、ヴァレリーはそっと人差し指を口に当てる。

「あまり大きな声を出さない。今の私は客で、君は店の〈花〉だ」

　ぐっとレンは歯を食くい縛る。そうだった。

「〈花〉は、まずお客に対して何をするのかね」

「……注文を、ムッシュ。あるいは、お目当ての〈花〉がありましたらこれへ」

　ぶすっとしたまま習った通りに言い、美しい金装飾が施ほどこされた紙を渡わたす。〈花〉の「ご指名」用紙だ。

「白ワインを……グラーニュ地方の十年ものはあるかね」

「当店にない酒はございませんよ、ムッシュ」

「さすがだね。では、付け合わせとして一輪の花を所しよ望もうしよう」

　ロテュス、とヴァレリーは指名用紙に書いた。







　雫しずくを垂らしたように輝くシャンデリアの明かりが幻げん想そう的に照らす店内に、音楽と共にくゆる香こうがそこここで生まれる談だん笑しようを包んでいる。忙いそがしく動き回っている時には気づかなかったが、改めて店内を見回せば、ここは時の止まった永遠の花を思わせる空気があった。

「遅おくれたのは悪かったよ。如何いかんせん、紹介してくれた人との付き合いがあってね」

　レンの肩に腕を回し、ワインを片手にヴァレリーは微笑した。彼の胸に寄り添そい甘える表情をかなり無む理り矢や理り作りながらレンは頷うなずく。

「あー、さっき言ってたデュボワとかいう……」

「まあ、それはともかくとして。どうだね、潜せん入にゆうしてみて。怪あやしいことはあるかね」

「それなりにな」

　この二日間で見聞きしたことをレンは話した。ヴァレリーは考え深そうに聞きがてら、レンの首筋に指を触れたり腰を寄せたりしている。フリとは言え、レンにとっては大変な苦痛と屈くつ辱じよくで、ヴァレリーを蹴り上げたくなるのを抑えるのに必死だった。

「なるほど、〈花〉ロジエと店主のバタイユ……ね」

「俺は、夢魔が関かかわるならロジエじゃないかって思うんだよ。ジョゼが描えがいた悪夢の絵は、薔薇ロのジ茂みエで、その棘とげで血ち塗まみれにされた上に首を絞しめられて殺されるって内容の夢だったろ。最近の行動も異常らしいし」

「バタイユの方も気になるね。若返る……か」

「そういうのを可能にする薬ってあるわけ？」

「皺消しや若さを保つ方法というのは、古代から研究され実じつ践せんされてはいるがね……処女の血ち風ぶ呂ろに入った女侯こう爵しやくの話とか、赤子の心臓を調理させて食べた女じよ帝ていの話とか」

「やめろよ気色悪い」

　思わずバタイユが少年達の血風呂に入っている姿を想像してしまった。本当にやっていそうだから余計にぞっとする。

「それだけ、美と若さは人の興味の大きさを示しているということだよ。ともあれ、彼がどのようにしてかつての美び貌ぼうを取り戻もどしたのかという点については興味深い」

「やっぱり重点的に調べるのはこの二人か」

　妙みように密着しようとするヴァレリーの腕を叩はたき落としながら、レンは呟つぶやく。

「そうだね、お願いするよ。私もこの後、店の上客と接せつ触しよくする。こちらはこちらで興味深いものがあるからね」

「明日も来るよな」

「当然だよ、私の愛いとしいロテュス」

　髪かみに絡からめて来る指から逃のがれながら、レンは思いっ切り嫌な顔をする。

「やめろ、その言い方」

「良いじゃないか。君との触ふれ合いなど滅めつ多たにないことだし。これを機会に私達は距きよ離りを近づけても良いのではないかね」

「はっ。くだらねえ。変態とこれ以上お近づきになんざなりたくねーよ」

　吐はき捨て、ワインと共に皿のチーズフロマージユと干しぶどうを一切れずつ口に放り込む。ヴァレリーは、悲しそうに頭を振った。

「君、そのチーズと干しぶどうを頼たのんだのはね、君に『はい、あーん』とやってもらうためのもので……」

「……全部詰つめ込んで窒ちつ息そくさせてやろうか」

　こめかみに青筋を立ててレンは凶きよう悪あくに笑った。







（～～っくそ、痛いてェ……！）

　翌日。今夜も大盛せい況きようを見せる《永遠》の店内で、あちこちからの注文を受けては動き回るレンは笑顔の下で歯を嚙かみ締しめていた。

　足の裏がとにかく痛い。片足を踏ふみ出すだけでもびりびりと痺しびれるような鈍どん痛つうが続いて、座る暇ひまもない状じよう況きようでは相当の負ふ担たんがかかった。時間を経へるごとに痛みはひどくなり、まともに歩けているのかもわからない。

（あの野や郎ろう、どこふらついてやがんだよ！）

　少しでも休みたくて、自分をご指名してくれる男を待っているのだが、彼は一向に姿を現そうとしない。

（なぁーにが、私の愛しいロテュスだってんだ。ふざけてやがれ！）

　額に浮うき出る嫌いやな汗あせを拭ぬぐいながら注文の酒を運び終え、どこかで少しでもいいから足を休めたいと思っていた矢先に、計ったようなロジエの声が飛んだ。

「ロテュス！　こちらのお客様がお酒をご所望だよ！」

「は、はい。ただいまお持ちします！」

（……サド野郎め！）

　ほっと息をついた途と端たんにこれだ。わざとロジエはレンをせかせかと動かし、疲ひ労ろうを積ませてゆく。レンが苦痛に耐たえている姿を楽しんでいるのだ。

　それはそうだろう。レンの足裏を痛めつけたのはロジエ本人なのだから。




　──昨晩、仕事が引けた後のことだった。浴室で汗を流した帰り、レンはミュゲと連れ立って歩いていた。

「ロテュスったらすごいよ！　早速あんなすてきな方に見み初そめられるなんて……！」

　興奮気味に言い出したミュゲに、レンは足を縺もつれさせた。

「見初め……って何だそりゃー！」

　ミュゲが言う「すてきな方」とは、当然ヴァレリーのことだろう。

「僕、君のことが心配で見てたんだ。初めての仕事だから、うっかり失敗した時にはちゃんと助けてあげないとって思って」

　バタイユからの命令もあるだろうが、優やさしげな風ふう貌ぼうに似合わずミュゲはかなり世話焼きで責任感も強いようだ。

「少し酔よったお客様に誘さそわれて困っていたでしょ？　でも、あの方が紳しん士し的に遠ざけられて……僕、胸がきゅんってなったんだ。見ているこちらが照れてしまうくらいに仲なか睦むつまじくて羨うらやましかったよ」

「じょ、冗じよう談だんはやめてくれ」

　他人にはそんな風に見えていたのかと思うと、湯で温めた身体からだも一気に冷える思いだ。

「君はあの方が気に入らないの？　あんなに美しい方、滅多にいらっしゃらないよ？」

「いや、そういう意味じゃなくてだな」

「だったら、僕に譲ゆずって？」

　ミュゲは淡あわい緑りよく瞳とうを潤うるませた。まるで恋こいでもしているような様子にレンは心持ち引きかける。

　ヴァレリーは超ちよう絶ぜつ美形だ。振ふり向むかない女はいないし、患かん者じやの中には時に男ですら彼を熱っぽく見つめる光景をレンも幾いく度どとなく目もく撃げきしている。だが、それは変態医師という本ほん性しようを知らないからだ。

　譲れるものなら心から喜んで譲るところだ。が、そういうわけにもいかない事情がある。

「……ダメだ」

「ええ？　だって君はあの方が気に入らないんでしょ？　だったらいいじゃない。お客様の交こう換かんは暗あん黙もくの了りよう解かいで認められてて、僕達結構やってるよ。もちろん、僕も君の好みに合うような方を紹しよう介かいするんだし……」

「ごめん」

　少し強めに言うと、ミュゲはしゅんと項うな垂だれた。

「そう……残念だよ。僕だったら、誠心誠意お仕えする自信があったのだけれど。でも、そこまで言うなら仕方がないよね。ごめんね、変なこと言っちゃって」

「ミュゲが謝ることじゃないだろ」

　とは言え、罪悪感があるのは否いなめない。会話も途と切ぎれて若じやつ干かん気まずい空気になってしまった。

（やべ。何か別の話題、別の話題……！）

　考えごとをしながら歩いていたのがマズかったのか。

　角を曲がるなり現れたロジエをレンは素す早ばやく避よけたが、俯うつむき加か減げんだったミュゲは一いつ瞬しゆん反応が遅おくれてしまったらしい。

「痛い！」

　ロジエの大おお袈げ裟さな叫さけびにミュゲは蒼そう白はくとなり、即そつ刻こく床ゆかに額を擦こすり付けた。

「申し訳ございません、ロジエ様……！　どうぞ、どうぞお許しを……！」

「許しだって……？　愚おろかなことを言うな！　ミュゲ、お前は今何をしたのかわかっているのか。この僕の足を踏んだのだぞ！　僕の珠しゆ玉ぎよくの肌はだに傷一つ付けてはならないことは、この世界における法律と同じだぞ！」

　烈れつ火かのごとくに怒いかり、ロジエはキンキンと喚わめいた。

「来い。足あし癖くせの悪いお前には罰ばつを与あたえてやる！」

「やめろ！　そんなにやりたきゃ俺にしろ！」

　今にも失神しかねない様子のミュゲの前に出てレンは言った。ロジエは一いつ瞬しゆん驚おどろいた顔をしたが、すぐににやりと嫌な笑いを浮かべた。

「お前が？　いい度胸だね、泥どろッ花。いいとも。そんなに望むなら代わりに罰を受けさせてやるよ──お前達！」

　ロジエが顎あごをしゃくるなり、数人の少年達がレンを囲みロジエの部屋へと連れ込んだ。

　背後から四人で押さえつけられ、靴くつを脱ぬがされると両足を台座に置かれた。足の裏がロジエに見える体勢を取らされる。

　ロジエが金で装そう飾しよくされた裁さい縫ほう箱から針を取り出したのを見てぎょっとした。

　そんなレンの表情が楽しいのか、ロジエは針の先を蠟ろう燭そくの火で炙あぶりながら陰いん鬱うつに笑う。

「殺したりはしないから安心しなよ。ちょっと、ちくっとするだけさ。ちくっ、っとね。大だい丈じよう夫ぶだよ。針を残したりはしないから。僕はこれが上手なんだ」

　その後のことは思い出したくもない。ちくっ、どころか、ぶすりずぶりと足の裏に針が突つき刺ささる激痛。歯を食くい縛しばって耐えた。こんな奴やつを楽しませるだけに、叫んだり泣なき喚いたりするなど自尊心が許さなかった。

　いつまで経たっても苦鳴一つ上げないレンがつまらなかったのか、やがてロジエはレンを解放してくれたが、足の裏はあちこち針で刺されてまともに歩けたものではなかった。

「ごめん。ごめんねロテュス。僕のせいで、こんなことに……」

　涙なみだながらに軟なん膏こうを塗ぬりながらミュゲは謝罪を繰くり返したが、レンは気にするなと笑った。

「お前はこの間俺を助けてくれただろ。その礼だ」

「でも……」

「俺は下町の人間だぜ。少々の痛みなんざ屁へでもねえよ」




　──なんて強がりを言ってはみたものの、後になればなるほど痛みはひどくなり、結局一いつ睡すいも出来なかった。

（ああ、確かに上手だったさ。どこをどう針で痛めつけたらまともに歩けなくなるか、よーっく知ってやがる！）

　きっとこうやって、これまでにも多くの少年達をいたぶって来たに違ちがいない。その残ざん虐ぎやく性に、ロジエに対する怒りと嫌けん悪おがますます募つのる。痛みもあって頭がくらくらして来た。

「……っ、あっ」

　気づいた時には、レンは床ゆかに転がっていた。何かにぶつかり、弾はじき飛ばされたのだ。すぐに身を起こそうと足の裏をついたところで、小さく悲鳴を上げて身を丸めた。

「ああごめん。大丈夫かな」

　身体を起こしてくれた青年にレンは瞠どう目もくする。天使でも見たような気分だった。

　メレンゲムラングのようなふわふわの蜂はち蜜みつ色の髪かみに、ほっそりとした卵形の顔と明るい青の瞳。

　整った美しい造作でありながらもヴァレリーのような艶えん麗れいさはなく、どこかほわんとした雰ふん囲い気きが見る者の心を穏おだやかにさせてくれるようだ。そのせいか、十代の少年にも三十代の男にも見える不思議さがある。

　誰だれだろう。客にしては服装がだらっとした適当さで金持ちらしくなく、店の者にしてはあまりにも纏まとう空気が違いすぎた。

「仕事の邪じや魔ましちゃったかな。……あれ、君……？」

「いえ、こちらこそ失礼しました。ちゃんと前を見ていなく……ぃてッ！」

　立ち上がろうとして顔が歪ゆがむ。足首を押さえて痛みをやり過ごそうとするが、何でもない表情には戻れなかった。

　青年はそんなレンをしばし見つめていたが、やがてレンの膝ひざ裏うらに手を入れた。直後、いきなり視点が上がってレンは慌あわてる。

「わっ……ちょっ降ろせ一人で歩ける！」

「だって足が痛いんだろう？」

「そりゃまあ……っておい！　どこ行くんだよ。俺はまだ仕事中だぞ！」

「その足じゃ仕事にならないでしょ。大丈夫。バタイユには話しておいてあげるから」

　どこへ行くのか、青年は子供を抱かかえ上げるようにして厨ちゆう房ぼうとは逆の方向へレンを運んでゆく。

　ほっそりしているくせに、ずいぶんと力持ちのようだ。途と中ちゆう、何人か店の男達と擦すれ違ったが、彼等は青年に会え釈しやくしただけで特に何も言わなかった。やはり店の関係者らしい。

「あんた……何者だ？」

「僕？　ガブリエル」

「いや、そうじゃなくてさ……」

「え？　何者って言うから名乗っただけなんだけど、おかしかった？」

　警けい戒かいするだけバカらしくなるような明るい声こわ音ねに、レンはどっと疲ひ労ろうを覚えた。実際、一睡も出来なくて疲つかれてもいたのだろう。騒さわぎ立てるのも面めん倒どうになって来て、力を抜ぬくとぼそりと呟つぶやく。

「……休ませてもらえるならもうどうでもいい」

「疲れてるんだねえ。まあ、無理もないけど」

　朗ほがらかな声でガブリエルは言い、やがて一つの扉とびらを開けた。







　少しぼおっとしたまま運ばれた先は、落ち着いた色で統一された居間だった。下町というよりはブルジョワ家庭の印象がある。窓はやはり騙し絵トロンプ・ルイユだったが、ずっと原色や奇き抜ばつなもの続きだったから、この部屋はほっとするものがあった。

　あれから一時間も経っただろうか。ガブリエルの手当てで痛みは引き始めていた。

『ずいぶん腫はれてひどいことになってたけど、薬を貼はったからこのまま安静にしていれば明日には治ってると思うよ』

『あ……うん。ありがとう。いろいろ、助けてもらったみたいで』

　礼を言って立ち上がろうとしたレンを、ガブリエルは止めた。

『安静に、って言ったでしょ？　すぐ立ち上がってどうするの。少しここで休んで行きなよ。ああ、ちょっと待っててね』

　そう言い置いて席を外したガブリエルは戻もどって来る様子がなく、レンはそわそわしていた。こんな風に時間を持て余すことがあまりなかったからかもしれない。

　改めて空白の時間を持つと、忙いそがしい時には考えもしなかったことがあれこれと溢あふれて来る。

（もう、三日も菓か子しを作ってないんだよな……）

　だから、余計に疲れているのかもしれないとレンは思った。ジョゼの疑いを晴らすため、自ら望んだことではあったけれども、菓子を作らない……いや、作れない状じよう況きようは自分にとって思いの外ほか負ふ荷かがかかっていたのだろう。

（早く帰りたい……菓子作りたい）

　考えた途と端たんに視界が揺ゆれた。

　タルトレットにサブレ、ガレットにコンヴェルサシオン。

　食べてくれる人達の笑え顔がおが見たい。トマやユゴーも姿を見せないレンを心配しているだろう。

　彼等に会いたい。もう、こんなところは嫌いやだ。さっさと逃にげて──。

　どんどん暗い思考に落ち込んで来たところで、甘い香かおりに意識を奪うばわれた。

　バターブウールだと、すぐにレンは気づく。

「お待たせー」

　扉が開いてガブリエルが姿を見せた。その右手にはサブレの乗った大皿がある。

「あんた。その菓子……」

「すっごく疲れてるみたいだったから、甘いものがいいかなって」

　にこにことガブリエルは言う。

「あんたが作ったのか？」

「そう。あ、僕ね、これでも一応パティシエなんだ」

「パティシエ⁉　何でパティシエがこんなとこにいるんだよ⁉」

　仰ぎよう天てんして思わず叫さけんでしまった。

「何でって……まあ、僕ずっとあちこちの国を旅しててさ。最近になって帰って来たばかりなんだけど、宿がなかったからツテのあるここに少しばかり居い候そうろうさせてもらってるの。さ、どうぞ。冷めてもいいけど、温かいのも美味おいしいよ？　あ、このお茶も一いつ緒しよにね。少し苦めだけど、サブレに合うよう調合したお茶だから、結構いけると思うよ」

「う、うん。いただきます」

（お手並み拝見させてもらうぜ！）

　パティシエ自作の菓子を直じかに食べられる機会はあるようで意外とない。同じパティシエを目指す者として興味をそそられずにはいられなかった。

　勢い良く口に放ほうり込んで、──絶句する。

　小麦粉と砂糖、バターのとても言葉では表現出来ない絶ぜつ妙みようさ加減に心が満たされる。

　同時に、鬱うつ々うつとした気持ちが、清水が流れ込んだようにさあっと消えてゆくのがわかった。

　そして代わりに生まれる幸福感。

　気づけば、レンは無我夢中で菓子を食べていた。かつて自分がパティシエを目指すきっかけになった菓子も、こんな素そ朴ぼくなサブレだった。

　嬉うれしくなって来ると同時に、どうやってこんな味を作り出しているのだろうかと気になった。小麦粉や砂糖などの材料の配分は？　どんな調合を行うのか？　その秘密が知りたい。

「ねえ、あんたこれどうやって作ってんの？」

「お菓子作りに興味があるの？」

「ああ！　俺は将来パティシエになりたいんだ。朝市マルシエで自分の菓子も売ってて、そこそこの評判なんだぜ！　だから、これをどうやって作ってるのかが気になってさ！」
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　自然と目をきらきらさせて声を弾はずませると、ガブリエルは一いつ瞬しゆん驚おどろきの表情になり、次に満面の笑みになった。

「そうなんだ！　うわー嬉しいなあ。こんなところで話が合う子と会えるだなんて思いもしなかった！」

「俺もだよ！　まさかここにパティシエがいるなんて予想もしてなかったし……」

　そこから話は弾んだ。ガブリエルが世界中を旅して知った菓子の話や体験談などは大いにレンの興味をそそった。

　隣りん国ごくの、見た目も変わった季節限定のひねり菓が子し、東の島国で作られる、菓子なのに塩しお辛からく揚あげたもの、草原の遊牧民が作る蕩とろけるように甘いチーズフロマージユ、祭りの時、大勢で切り分けて食べる巨きよ大だいなケーキガトー……他ほか、見たことも聞いたこともない菓子の数々にレンは魅み了りようされた。自分が外国を旅して、実際にその菓子を作っている気分にもなった。

「いいな……。俺も、もっといろんな菓子作ってみたいよ」

「じゃあ、僕が教えてあげようか」

「本当か！」

　レンは思いっ切り身を乗り出していた。異様に鼻息の荒あらい鬼き気き迫せまる顔となったレンにも、ガブリエルは引くことなくにこにこと頷うなずく。

「だって君、つい最近まで屋台で菓子販はん売ばいしてたなら、基き礎そもある程度の知識もあるじゃない。僕もそろそろ自分が身につけた技術を、誰だれかに受け継ついで欲しいかな、なんて思い始めていた時期だし……」

　まだ若いくせに、いやに老成したことを言うのがおかしかった。だが、そんなことは関係ない。レンには、あちこちのレストランをクビになったせいで取得出来なかった技術を習う良い機会だった。

「お、俺さ！　ショコラを扱あつかってみたいんだ！　あの鏡みたいな表面とか、どうやって加工するのかとかすっごく気になってて……！　あ、でも材料が高いよな……」

「なるほどショコラね。大だい丈じよう夫ぶだよ。業務用に安く提供してくれるところ知ってるから」

「安いと言っても、それなりの値段だろ？」

「教えると言ったのは僕だよ？　それなのに、教える相手にお金を払はらわせてどうするの」

「やったああああ！」

　拳こぶしを上げて力ちから一いつ杯ぱい飛び上がってしまった。直後床ゆかに着地して、痛みに涙なみだが出たが、半分は新しい菓子を習える喜びの涙だった。

「そういえば、君何ていうの？」

「レンだよ」

「変わった花の名前だね」

「花の名前なんか知らねえよ。俺はレン。レン・ソーガワだ」
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「ようこそ、永遠なる夢のサロンへ」

　店主バタイユの歓かん待たいを受け、ヴァレリーは導かれた席へと腰こしを下ろした。

　美少年を愛めでる人々がまだ賑にぎやかに楽しむ《永遠》の店内から少し先に離はなれた小部屋。ここは、ごく少数の上客だけが通されることを許されるサロンだった。

　上客専用だけあって室内は高級な調度品で占しめられており、飾かざられた絵画や芸術品も一級品揃ぞろいだった。

（永遠……そうまでして願う夢、か）

　煙草たばこを一本抜ぬき、ヴァレリーはくゆる紫し煙えんの先にかつて見た夢を想おもう。

　永遠。少年だった自分が望んだ夢。現実から目を背そむけるための、贅ぜいを尽つくした白はく亜あの城。

　赤と白の薔薇ばらに囲われた箱庭に戯たわむれながら昏くらい、昏い夢を見た。

　自分など夢の埋うずみ火になってしまえばいいのだと。

『永遠なれ、リセッテンルーク。未来を残せぬ我が身なら、その生命と共に時を──』

　よかろう、とあの男は跪ひざまずいた。黒い衣装に身を包み、音楽家を名乗った夢む魔まの王ノワールは陰いん鬱うつに微笑ほほえんだ。

『そなたの夢を叶かなえて進ぜよう。そなたの虚きよ夢むは、我が『滅めつ亡ぼう交こう響きよう曲きよく』を奏かなでるに相応ふさわしい』

　ところが事象は逆転し、切望の夢は叶わず現実に残されたのは自分唯ただ一人。

　あの時何が起こったのか。どう歪ゆがんでこんな結末を迎むかえたのか。

　なぜ、自分が生きているのか。

（……あと少し）

　レンが現れたことで、自分の失われた夢と記き憶おくはほぼ戻った。あとは最後の一ひと欠片かけらのみ。

（ノワール……。貴様が叶えなかった夢は、私自身が叶えてみせる）

　微かすかに上がった唇くちびるから細く紫煙を吐はき出し、古き夢を散らすとヴァレリーは隣となりの男に問うた。

「ここには、美少年はいないのですね……。さて、我々は何を目的としてここに集つどっているのでしょうか」

「なあに、すぐにわかるよ」

　隣の男が意味深に笑えんで間もなく、数人の美しいギャルソンが現れた。彼等はコーヒーカフエと共に、一つの皿を上客達の前に置いてゆく。

　皿の上に乗ったものを見たヴァレリーの眉まゆが軽く寄せられた。

「これは……？」

「ふふ、驚おどろいたかね」

　馴なれ馴なれしくヴァレリーの肩かたに腕うでを回して隣の男が喉のどを鳴らす。

「これこそ、我等選ばれた者達だけが手に取れる……永遠なる夢を見ることの出来るもの」

「永遠なる夢？」

　薄うす暗ぐらい灯とう火かに輝かがやくそれに、どこか酔よったような調子で男は囁ささやいた。

「夢のガトー・ケーキレーヴだよ」

　嫣えん然ぜんと笑うヴァレリーの目が冷たい光を帯びた。




[image: ]




「ボンソワール、ムッシュ！　ご注文をどうぞ！　ワインは白？　赤？　それとも変わり種で東方密輸入のドブロクとかマッコリとかショーコーシュとかイモジョーチューとかマムシ酒なんかにする？　マムシ酒なんて、女性交友範はん囲いの非常識にぶっ飛んだ精力旺おう盛せいなムッシュにはオススメですよ！」

「じゃあ、歴史上の王がワインの王と呼んだトルカイの黄金の貴き腐ふワインを頼たのもうか」

「けっ。気取ってんじゃねーよ」

「残念ながら、マムシは私の美意識に適かなわないのだよ。……と、その前に。君、何か歩き方がおかしくはないかね」

　目め敏ざといヴァレリーに、レンは驚きを禁じ得なかった。昨日、ガブリエルにしてもらった手当てのおかげで痛みは引き、今はもう普ふ通つうに歩いていたつもりだったが。

「足をどうかしたのかね。ケガでも？」

「別に。ムッシュには関係ないことですよ」

「関係ないということはないだろう。君と私は相棒なのだよ。相手のおかしなところに気づいて、知らないふりは出来ない」

「大丈夫だって。ちょーっとロジエの野や郎ろうに……わっ」

　適当に切り上げて厨ちゆう房ぼうに行こうとしたところで腕を引かれた。軽々とヴァレリーの横のソファに身を沈しずめさせられ、靴くつを抜き取られる。

「何の拷ごう問もんだね、これは」

　足の裏を見たヴァレリーの目が細まった。

「……ロジエの野や郎ろう曰いわく〝罰ばつ〟だとさ」

　仕方なくレンは一部始終を語った。聞くにつれ、ヴァレリーの表情が険しさを増してゆく。珍めずらしい嫌けん悪おと怒いかりの表情にレンは驚いた。

「酷むごいことをする。彼はずいぶんな暴君らしいね。昨晩は何を差し置いても店に来るべきだったよ。そうすれば、君をここで休ませてあげることが出来たのに」

「気にすんなよ。今はもう何ともねーし」

「すまなかった。内部に関しては私にも計り知れないところがあるとは言え、まさか年端もいかない少年同士でこのような陰いん湿しつな行こう為いがなされているとはさすがに想像もしなかった」

「ま、俺だって野郎同士ってのは拳で語り合うものだと思ってたから、さすがにビビったけどな。もちろん、泣いたり喚わめいたりはしなかったぜ」

　昨日きのうは痛みで泣きそうだったことはとりあえず言わずに笑い飛ばしておく。

　それより、ヴァレリーが見せた謝罪と気き遣づかいに、少し心が揺ゆれた。

　母マリは「やるなら自己責任で」と、基本やりたいことはやらせてくれたが、その結果痛い目を見ようがヒドイ目に遭あおうが一いつ切さい関知せず責任も取らなかったのだ。

　だから、「心配された」ということが気き恥はずかしくて、ちょっとむず痒がゆくも温かい。

　変だ、と思う。この男の元に行くことになった時、絶対ほだされたりも懐なついたりもしないと決めたはずだ。それなのにどうしたことだろう。

　心が、少しずつ傾かたむいている。つい最近までは赤の他人だった男が自分の中を少なからず占めていることを、いつの間にか受け入れてしまっているのだ。

　この一ひと月つきで、ヴァレリー・クロエという男が変態のロクデナシであるのは元より、とんでもない女たらしで、芸術品という名のがらくたにうつつを抜かす借金持ちで、苛いら立だったり悩なやまされたり子供扱あつかいされて怒おこったり喚いたりしたというのに。

　昨日だって、本当にこの男が嫌いやなら店に来なかった彼に腹を立てることはなかった。彼が来れば休めるのにと苛立ったのは──甘えたかったからではないだろうか。

（……噓うそだろ）

　ヴァレリーが、すぐ側そばにいることが当然のようになっていることに気づいて困こん惑わくする。

　一人で生きることが当然だったのに、今は相手がいることに安心している。

「……レン？　どうしたのかね」

　問いに、はっと我に返る。慌あわててレンは足を降ろすと靴を履はいた。この男について思考を巡めぐらせていたことが急に恥はずかしくなって顔を逸そらす。

「べ、別に悪いことばかりでもないさ。これのおかげで、俺、菓か子し作りを教えてもらえることになったし。ま、時間の空いてる時だけだけどな」

「菓子作りを？」

「ここで世話になってるパティシエがいるんだよ。ガブリエルっていってさ、今まで世界中を旅して来たんだって。サブレ一つ取っても言葉じゃ表現し切れない美味おいしさなんだ！」

「君がベタ誉ぼめするなんて珍しいね」

　昨晩のことを思い出すと楽しくなって来てレンの舌は回った。

「俺、全然知らなかったけど、世界中には本当いろんな菓子があるんだよなぁ。菓子を作る以前の材料にしても、栽さい培ばいしてる現地の人のすっげー苦労があったり、加工の技術があったりしてさ。俺、菓子の材料がどんな風にして出来るとかあまり考えたことなかったから、目も覚める思いだったよ。最高級の蜂はち蜜みつを取るには生命いのち掛がけだとかさ、そういう話聞くと、普ふ段だん扱あつかってる小麦粉とか砂糖とか材料にもちゃんと敬意を払はらわなきゃって思う」

「知識を得てこそ、パティシエとして材料の良さを上手うまく引き出せるのだろうね」

「そうなんだよ！　知ってるのと知らないのとじゃやっぱ違ちがうと思うぜ！　あーもう、早く習いたくてうずうずする。そうだ。ガブリエルならあんたの出身地……リセッテンルークのことも知ってるかもしれないぜ。今度聞いて……」

「──怪あやしくないかね、その男」

　ヴァレリーは、考え深く指に顎あごをかけて呟つぶやいた。時々相づちを打ちながら穏おだやかに聞いていた彼の思わぬ反応に、レンは目をぱちくりとさせる。

「は？　怪しい？　何で？」

「なぜって……君、ここは地下の秘密俱く楽ら部ぶだよ。そんなところに、なぜパティシエがいるのかね。店に出ているわけでもないのだろう？」

「だから、戻もどって来たばかりで宿がないから、知人のバタイユを頼たよって来たって」

「世界中を旅する資金があったのなら、宿が見つからないわけがあるまい。こんな場所に潜ひそんでいる理由がまったくわからない。信用はしない方がいい」

「別にいいじゃねーか！」

　妙みように疑うたぐり深いヴァレリーに、レンはかっとなる。親しみを覚えている人間を疑われて、嫌な気分だった。

「それが何だって言うんだよ。バタイユは昔この手の店で働いてたらしいし、ガブリエルだってかなりの美形だ。昔、職場が同じだったのかもしれないだろ」

「……つまり、彼も身を売っていたと？」

　どこか嘲あざけるような言い方に、ますますかちんと来た。

「だから⁉　身を売ってたらパティシエになっちゃ悪いって言うのかよ！　この店にいる〈花〉達だってなぁ、別に好きで少年趣しゆ味みの変態野郎に媚こび売ってるわけじゃない。やむにやまれぬ事情があるからいるんじゃないか！」

　そう。たった三日で、レンはここで働く少年達の身の上を嫌でも知るハメになった。

　レーヴの端はし、昔の城じよう壁へきが今も少し残る貧民街での生活苦、親兄弟の借金、天てん涯がい孤こ独どく……理由はさまざまで、彼等はそれを嘆なげくことなく明るく笑い飛ばしていたけれど、その笑え顔がおの下に一体どれほどの苦く渋じゆうと悲ひ惨さんを抱かかえているかは想像もつかない。

　レンも下町の生まれ育ちで、決して裕ゆう福ふくな生活をして来たわけではなかった。それでも、親兄弟の暴力なんてものの経験はなかったし、借金取りに追われることも、報ほう酬しゆうに見合わない過か酷こくな労働に従事したこともなかった。それどころか将来の夢を抱いだき、それに向けて動くことすら出来た。

　どれほど恵めぐまれた生活をして来たのか、レンは改めて知ることになったのだ。

「あんたは、そういう奴やつ等をバカにしてるのか？」

「そうじゃない。私は、ここで働く少年達については何も思っていないよ。ただ、そのパティシエというのが引っ掛かかってね……なぜなら今回の事件には」

「あーはいはい！　マムシ酒ねムッシュ！」

　聞く耳持たずに、レンは勢い良く立ち上がった。憤ふん然ぜんと厨房へと向かうと、密輸入の珍ちん酒しゆだという精力効果も凄すさまじいが値段も凄せい絶ぜつなマムシ酒（もちろんマムシ入り）を瓶びんで注文した。

　本気でむかっ腹が立っていた。

　会ったこともないくせに、ガブリエルの一体何が気にくわないというのか。

　一いつ瞬しゆん、ヴァレリーにほだされかけた自分をブン殴なぐりたくなった。

（わからず屋め‼）

　その後、勝手に注文されたマムシ酒を、ヴァレリーは水でも飲むかのように悠ゆう然ぜんと空けていった。匂においからして強きよう烈れつなそれに酔よい潰つぶれるどころか、余よ裕ゆうの笑みさえ見せる態度が、ますますレンの腸はらわたを煮にえくり返らせた。







　第三章　花はな腐くたしのパサージュ







　絹ずれの音をさせて、自室とは逆の方向へ遠ざかってゆくロジエの背をレンは追っていた。

　店が引け、少年達も寝ね静しずまった真夜中だった。

（あいつ……どこ行くんだ？）

　──そういえば、ロジエの奴やつ、最近真夜中ふらふら店内を夢遊病者みたいにうろついてるらしいぜ。

　以前聞いた言葉から、レンは極力ロジエの動向を探さぐっていた。こんな真夜中に、水を飲む振ふりをして部屋を出て来たのも彼の動きを見張るためである。

《永遠エテルネル》に潜せん入にゆうして、何の手て掛がかりも得られないまま四日目も終わっていた。ヴァレリーがブリュノと約束した期限の十日も迫せまっている。

〝目覚めぬ夢〟に関する成果が出せなければ、ヴァレリーもレンも今後一いつ切さい警察への出入りは出来なくなる。まだ目覚めないジョゼの疑いも晴れないどころか、関係者だと判定されてしまいかねない。そんなことになれば、摑つかみかけた彼の希望は水の泡あわになってしまう。

　日を追うごとにレンも焦あせりを感じていた。だが、調べようにも大部屋住まいでは得られる情報は限られている。こうなると、自分の短気さが恨うらめしかった。

（あの時ロジエに喧けん嘩かふっかける真似まねなんかしなけりゃなあ……）

　上手く取り入って、店の頂点にいる彼から情報を得るという手段もあったはずだ。

（いや、無理だ）

　子供をいたぶるような彼の行こう為いを、いくら目的のためだからといって容よう認にん出来るかと言えば絶対にない。目的のためには手段を選ばない、なんてことはレンには無理だった。

　それゆえに彼の動きを見張っていたのだが、今日も彼の部屋からは物音一つしない。ところが、諦あきらめて部屋に戻ろうとしたところでいきなり扉とびらが開いたのだ。

　咄とつ嗟さにその扉の後ろに隠かくれて事なきを得た。見つかった途と端たんに、キンキン喚わめかれてはたまらない。初対面の諍いさかいからロジエとは険悪だったし、彼は仕事を始めてすぐに客ヴアレリーを付けたレンに敵意丸出しだった。

　生憎あいにく、ロジエはレンになど気づかず、扉を開きっぱなしのまま廊ろう下かを歩いてゆく。便所かと思ったが違うようだ。それに、いつも静電気を発しているようにぴりぴりした空気を放っているロジエの歩きはどこか虚うつろでおぼつかなかった。

　まさに、噂うわさ通りの夢遊病者だ。

（……尾つけてみるか）

　時折壁かべに身を潜ませながら、一定距きよ離りを置いてレンはロジエを尾び行こうする。たまにうっかり音を立ててしまって焦ったが、幸いロジエは気づかなかったようだ。

　店内の図面は頭に叩たたき込んでいたが、ロジエは階段を上ったり降りたり、幾いくつもの空き部屋を抜ぬけたりと、目的があるというよりはただ彷徨さまよっているだけのようにも思える。すでに辿たどって来た道などわからなくなっていた。

　やがて、彼が開いた扉の先にレンは目を瞠みはった。

　木こ枯がらしがレンの肌はだを冷たく撫なでる。人ひと気けの絶えた裏路地のようだ。狭せまい左右の壁には風雨に晒さらされてなおへばりつく、無数の張り紙が寂さびしく沈ちん黙もくしている。

　空を見上げれば、雲の切れ間に三日月がにたりと笑っていた。

（地上……店の外だ）

　数日ぶりに訪おとずれた解放感に、じんわりとした喜びが訪れる。だが、ロジエを見失うわけにもいかず、レンは遠ざかってゆく背を追う。

　やがて、ロジエは仄ほのかな灯とう火かが揺ゆれる狭い道へと入った。

　花の装そう飾しよくを浮うき彫ぼりにした大理石の門。ガラスの屋根と左右に続く花の外灯が等とう間かん隔かくに続く、美しくもうらぶれた店てん舗ぽが並ぶ回かい廊ろう。

　百年ほど前に大流行し、レーヴだけでも百を下らない数があったと言われるも、今や二十もあるかないかとなった過去と現在を繫つなぐ歴史の幻げん想そう。パサージュ。

　上部の装飾額にはこう書いてあった。

　PASSAGE La vie en fleur　──ラ・ヴィ・アン・フルール通り。

（〝バララ・ヴイ色の・アン・人生ローズ〟ならぬ、〝花ラ・ヴのイ・ア人ン・フ生ルール〟ね……）

　一ひと月つき前の事件を思い出し、レンの背筋は寒くなった。まさか、とは思うが、全く可能性がないわけではない。警けい戒かいを怠おこたらずにレンはパサージュへと足を踏ふみ入れた。

　息苦しいまでの圧あつ倒とう的な花の香かおりを吸い込み、思わず噎むせてしまう。

（気持ち悪……）

　総じて花の香りは良いものだが、限度がある。鼻を服の裾すそで覆おおってもまだ鼻どころか口の中まで花の香りが満ちて、ひどく息苦しかった。

　それも当然、パサージュには花屋ばかりが並んでいるのだ。この臭においも納得だ。

　店には売り手も客もなく、各店舗はそれぞれ一種類だけの花を扱あつかっているようだった。

　薔薇ばらに百合ゆりに紫陽花あじさい、椿つばきに菫すみれ、蘭らん、鈴すず蘭らん、ガーベラ……その他店中を覆うように咲さき乱れる花の中には、見たこともない花もたくさんあった。だらりとした舌のような花びらに毒々しい斑はん点てんを散らした花、紙をくるくると巻き付けたような形状、雌し蕊ずいがやたら大きなもの……。

　奇き怪かいなのは、いずれの店舗もその花で覆われた人のような形のものが展示されていることだった。

（トピアリーとかいうんだっけ）

　動物の形や幾き何か学がく的な模様を刈かり込んだ樹木のことだ。かつての宮きゆう殿でんの庭や公園にあって、目を楽しませるそれらをレンも公共の庭園で見たことがある。こういうのを菓か子しで作ったら面おも白しろいだろうなとも思ったものだ。

　そのトピアリーが、ここでは花で作られている。しかも、形は動物ではなく人という辺りが不気味だ。

　軽く左へと曲がり、また右へと曲がると花時計のある円形空間ロトンドに出た。

　円形空間を囲むように幾つもの扉が立ち並んでいる。その中の、棘とげが縦じゆう横おう無む尽じんにくねった赤い薔薇の絵が描えがかれた扉をロジエは開いた。レンも続く。

（うわ。何だこりゃ）

　扉の向こうは、真しん紅くに染まっていた。正確に言えば、上下左右共に赤い薔薇の茂しげみが続く通路だった。あまりの薔薇の量に圧倒される。ほんの少しでも気を緩ゆるめれば、赤の色しき彩さいに吞のまれてしまいそうだ。

（前みたいにマネキンに襲おそわれないのは助かるけど、かなり神経に障さわるぜ……）

　花の猛もう烈れつな香りも一向に薄うすれず、呼吸が困難になって来た。何度も頭を振って意識を保とうと努めるが、目の前が暗く狭せばまり始めているのを感じた。くらくらする。

（しかし、……ホントひどいな。花の香りってこんな気持ち悪いものだったか？）

　狭い場所に大量の花を置けば相当な臭いになるのは確かだが、あのパサージュから引き摺ずるこの臭いは尋じん常じようとは思えなかった。立っているのも辛つらい。

　こめかみを押さえた。また目眩めまいが起こったのだ。

「ぁぁああぁぁ……夢を……夢をおくれよぅ……」

　鼻を覆って気持ち悪さに耐たえるレンの耳に、ロジエの喘あえぐような声が届いた。

　茂みからそっと覗のぞくと、そこには真紅の薔薇の茂みを背に猫ねこ足あしの椅い子すに足を組むバタイユと、その前で蹲うずくまるロジエがいた。

　バタイユの手にはリボンで飾かざられた丸箱があった。それに、ロジエは震ふるえる手を伸のばす。

「ああ……夢……夢だ……夢だぁ……」

「ほほほ。これが欲しいのだね可愛かわいいロジエ」

　これみよがしに高々と箱を掲かかげて、バタイユは真っ赤な唇くちびるを上げた。

　その目に残ざん忍にんな輝かがやきが宿り、踵かかとの高い靴くつの片方をロジエの鼻先へと突つきつける。

「私の足をお舐なめ。そうしたら、今日もこれをあげようねえ」

（何なんだ、こいつらは！）

　靴くつ裏うらを舐め始めたロジエを満足そうに見下ろすバタイユに、レンは胸が悪くなった。従属の証あかしと言わんばかりに他人の足を舐めさせるなど正気とは思えない。

　だが、店に潜入した初日、ロジエに足を舐めろと強要されたことを思い出す。

　そんな彼が、バタイユに同じことを強要されていたとするなら。

「良い子だねえ、ロジエは」

　充じゆう分ぶんに足を舐めさせて満足したのか、バタイユは法ほう悦えつに似た表情で丸箱を開いた。中には、深しん紅くの物体が敷しき詰つめられている。

　その一つを、バタイユが摘つまんだ。子供の指先程てい度どの小さなものだ。

（何だあれ……？　花びら？……薔薇？　砂さ糖とう漬づけか⁉）

　花びらの砂糖漬けは、菫を使用したものが有名だ。鮮あざやかな紫むらさき色のそれは外国の王室御ご用よう達たしの高級菓が子しとしても名を馳はせており、レンも菓子屋の店頭に飾られているのをガラス越ごしに見たことがある。

　薔薇のジャムコンフイチユールがあるくらいなのだから、砂糖漬けがあっても不思議ではない。

「はい、あーん」

　子供か愛あい玩がん動物にでもするかのようにバタイユはロジエに口を開けさせ、そこに砂糖漬けを落とした。音を立てて咀そ嚼しやくするロジエの表情が苦痛から歓かん喜きへと激変する。

「ああおいしい……おいしい……もっと……もっとおくれよ」

　涎よだれを溢あふれさせながら懇こん願がんするロジエと、砂糖漬けを勿もつ体たいぶるようにして一つ一つ落とすバタイユからレンは目を離はなせなかった。そして、あることに気づく。

　──花が違ちがうって……。

　ロジエは、花か瓶びんに飾られていた花を喰い荒あらし、「花が違う」と言っては癇かん癪しやくを起こしていたという。

（きっとあれが〝目覚めぬ夢〟なんだ！）

　確信に息を吞んだ瞬しゆん間かん、絶え間ない花の香りに噎せてしまった。堪こらえ切れず咳せきが出て、しまったと思うその頰ほおの横の茂みが砕くだかれ、花びらが無む惨ざんに散った。

「ロテュス。お前……見たね」

　バタイユが底光りのする目でレンを見つめていた。手には、薔薇の棘を彷ほう彿ふつとさせる鞭むちが握にぎられている。まともに喰くらっていたらただでは済まなかった。

　虚うつろな悦えつ楽らくに半ば白目を剝むいて足に縋すがり付くロジエを蹴けり飛ばして、バタイユはゆらりと立ち上がった。レンはぎっとバタイユを睨にらみ付ける。

「てめー……それ、麻ま薬やくか」

「麻薬だなんて無ぶ粋すいね。これは、お菓子よ。夢を見せてくれる甘い、甘ぁ～いお菓子」

「ふざけんな！　それが菓子だと⁉　一いつ緒しよにすんな！」

　麻薬と菓子を同じものにされてレンは叫さけんだ。甘いから菓子だなんて、とんでもない話だ。

　麻薬は麻薬だ。それ以外の何物でもない。

「いけない子だねえ、ロテュスは」

「！」

　問答無用とばかりに棘の鞭が飛んだ。それらをどうにか避よけながらレンは武器になるものを探す。だが、周囲は薔薇の茂みがどこまでも続くだけで役に立つものは何もない。

「おほほ、おほほほほっほほほっ！　さあ、可愛い子ちゃん、もっと逃にげてみせなさい！」

　バタイユが鞭を振ふり上げる度たびに薔薇の茂みが散らばった。当たったらと思うとぞっとする。

（ここは逃げるが勝ちだ！）

　急ぎ扉とびらへと向かう。足を引っ張られて躓つまずいた。

　ぎょっと目を剝いた。足に植物の蔓つるのようなものが巻き付いている。焦あせって暴れるが、蔓は引っ張ろうが叩たたこうが離れず、どころか数を増してレンの全身を搦からめ捕とってゆく。

「……っおいこらくそっ……離せえええっ！」

「ほほほ。お前のような子には、罰ばつを与あたえないとねえ……！」

　喚わめいて暴れるレンにバタイユが近づき、顎あごを捕とらえた。口づけるように声を落とす。

「どんな罰がいいかしら。ああ、そういえばお前には夢があったのだったねえ」

　バタイユが意味深に笑うなり、レンの手指の付け根全すべてに手て錠じようのようなものががちゃりと嵌はめられた。僅わずかたりとも動かせない。広げられた指が完全に拘こう束そくされている。

「な、ななな何だこりゃああああ‼」

「うふふ。手錠ならぬ指錠というやつかしら。古い時代にねえ、罪人の指を詰めるために使った拷ごう問もん道具なのですって。すてきだと思わない？」

　拷問道具という言葉に、レンはごくりと喉のどを鳴らした。耳の奥に、激しく鳴る自分の鼓こ動どうが聞こえる。

「さあ、おしおきの時間よ。お前の夢を叶かなえるための指を私が喰ってあげるわ！　お菓子を作るこの指は、とっても甘くて煮に込こめばとろとろになるだろうからねえ……！」

　指錠がぐぐっと狭まった。このまま指を落とす道具なのだと知り、レンは恐きよう慌こう状態に陥おちいった。

　絶ぜつ叫きようする。

「や──め──ろぉぉぉっ──‼」
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「ロテュス？」

　レンはかっと目を見開いた。心配そうに上から自分を覗き込んでいる白金の髪かみと緑色の瞳ひとみを認め、がばりと跳はね起きる。

　ひどい汗あせをかいていた。心臓がばくばくと激しく打っている。

「ゆ、夢……ってか、ゆ、指！　指っ‼」

　ようやく意識がはっきりと戻もどり、慌あわててレンは両手を見た。十本、全部揃そろっている。

　安あん堵どに背中がぐっしょり濡ぬれた。全身の強こわ張ばりがようやく緩んでゆく。

　夢。全部夢だったのだ。それにしても何て夢だったのだろう。

　パティシエの生命でもある指を落とされるだなんて最低最悪だ。

「大だい丈じよう夫ぶ？　もう起きる時間なのに魘うなされてて……、嫌いやな夢でも見たの？」

「ミュゲ！　俺、いつの間に……ここにいた？」

　不審を抱いだかれても当然の質問だったが、レンは聞かずにはいられなかった。

　昨晩は、ロジエの跡を尾つけて夢む魔まが作り出すパサージュへと入り込んだはずだ。

　そこで見たのは、店主のバタイユとロジエによる異常な光景と、麻薬〝目覚めぬ夢〟と思おぼしき砂糖漬けの菓か子し。見つかったレンは鞭を振り回まわすバタイユに攻こう撃げきされ、やがては通路を突き破って現れた蔓に捕つかまった。

　それから、指を詰めるためだという指錠を嵌められ、──後の記き憶おくがない。

「いつの間にって……君はずっとここで眠ねむっていたじゃない。僕は明け方水を飲みに起きたんだけど、君は隣となりでぐっすりだったよ……？」

　訝いぶかしそうな顔をしながらも、ミュゲは答えてくれた。

（まさか、あのパサージュすら俺の夢だったとか？）

「ねえ、本当に大丈夫？　混乱してない？　そんなにひどい夢だったの？　安定剤ざい持って来てあげようか？　店に来たばかりの子って今の君みたいな状態になるのが多いから……」

「い、いや大丈夫だ。ごめん、ミュゲ。心配かけたな」

　ミュゲを安心させるよう、笑え顔がおを見せる。これ以上不審を持たれる言動は慎つつしむべきだ。

「うん。お前の言う通りだよ。多分……ちょっと疲つかれが溜たまってただけだ」







（……わかんねえ）

　開店の準備を終え、本日の衣装に着き替がえながらレンは内心頭を抱かかえていた。

　本当にわからない。

　あれから、一人でいる時にロジエとバタイユにばったり出くわしたが、二人共いつも通りで、昨晩のことを匂におわせる態度も言げん及きゆうもなかった。

『……バタイユ様、ちょっとお伺うかがいしたいのですが、バタイユ様は特とく殊しゆなことに使用する鞭むちなど持っておられます？』

『おしおき用の鞭ならばもちろんあるけれど……、なに、あなた鞭で打たれるのが好きなの？』

　きらっと愉ゆ悦えつの笑みがバタイユの顔に浮うかび、レンは慌てて両手を振った。

『と、とんでもありません！』

『安心なさい。私も小さな子を鞭打つ趣しゆ味みはなくてよ。おバカなことをしでかした子には罰として与えることもあるけれど、どんなおバカでも預かっている以上、傷モノにするような真似まねはしないのが私の主義なの』

　意外にマトモなことを言うバタイユにレンは目を丸くしたが、次の彼の言葉にずさっと退くことになった。

『ふふ、そうね……。鞭を与えて楽しいのは、矜きよう持じと自尊心の塊かたまりみたいな男性ね。苦痛を与え、それを悦楽にまで高めてゆくように調教するの。彼等の精神が崩くずれてゆくのを見るのは、この上もなく愉たのしいわね……』

　その後、ロジエにも聞いてみたが、結果は惨さん憺たんたる有様だった。

『王たるこの僕が足を舐なめる真似をするだと……⁉　喧けん嘩かを売っているのか、この泥どろッ花‼』

　癇かん癪しやくを起こさせた挙げ句に香水瓶びんや鏡を投げつけられ、這ほう々ほうの体で逃げるハメになった。

（やっぱり夢だったのか？）

　夢ではなかったという証しよう拠こはない。

　だが、もしあれが現実だったとして、なぜ自分が無事だったのか。

（ダメだ。俺だけじゃ答えは出ねえ）

　ガブリエルの件で諍いさかって気まずいが、話が話だ。

　ヴァレリーに相談するしかない。







　第四章　甘きショコラ、苦き真実







「今日はさすがにマムシ酒は遠えん慮りよさせていただきたいのだがね。昨日はいろいろと大変で」

　苦く笑しようと共にヴァレリーが言った。「いろいろ」の意味はあえて考えないようにする。

「承知しました、ムッシュ。で、本日は？」

「トルカイの貴き腐ふワインを今度こそ頼たのむよ」

　栓せんを抜ぬいた途と端たんに溢あふれる芳ほう醇じゆんな果実の香かおりに、昨晩の花のパサージュを思い出してレンは顔を背そむけた。グラスに酒を注ごうとしないレンに、ヴァレリーは挑ちよう発はつするように笑う。

「どうしたのかね。まさか香りだけで酔よったのではあるまいね？　菓子には少量の酒を扱あつかうこともある君が？」

「そうじゃない。……実はな」

　こういう店の利点は、密着してひそひそ話をしていても誰だれも疑問に思わないことだ。

　仲なか睦むつまじいフリをしながら、レンはヴァレリーに昨晩の体験を話す。優ゆう雅がに微笑ほほえみながらも、ヴァレリーの目は冷たい輝かがやきを帯びた。

「それは夢ではないよ。君が見た〝目覚めぬ夢〟は、私が見たものと同じだ」

「同じ？」

「私は客筋から〝目覚めぬ夢〟を調べると話していただろう？」

　どのような手管を使ったのか、早さつ速そく店の常連でも最高の待たい遇ぐうを受ける少数の人々と懇こん意いとなったヴァレリーは、彼等が集つどう部屋へと招かれたという。

「そこで供されていたのは、甘い夢を見ることが出来ると銘めい打うった薔薇ばらのような花びらの砂さ糖とう漬づけでね。酒のつまみとして出されている場合もあれば、ケーキガトーの飾かざりとしても使われていたよ。そのケーキの名を、客は〝夢のガトー・ケーキレーヴ〟と言っていたがね」

「〝夢のケーキ〟だと……？　で、あんたそれをどうしたんだ」

「もちろん、食べてみたよ」

　平然とヴァレリーは言った。絶句したレンに、困ったような顔をしてヴァレリーは続ける。

「何て顔をしているのかね。実際に食べてみないと、それが何だかわからないだろう」

「そ、そりゃそうだけどさ。あんた、……大丈夫だったのか」

　いかにもな怪あやしいものを平然と食べる神経がわからない。

「心配してくれるとは嬉うれしいね。猛もう毒どくではあるまいし、少々食べたところで何ということもなかったよ。これでも夢〝医師〟だからね。患かん者じやの悪夢が、麻ま薬やくかそうでないかの判断を下せるだけの知識と経験はある」

「あんた、ホントたまにはマトモだよな」

「君はいつでも失礼極きわまるがね。……さて、味見した感かん触しよくだが、少しくらっというか、ふわっとする程度だったよ。私には常用性を感じられなかったが、実際〝目覚めぬ夢〟を服用して甘い夢に溺おぼれ、夢を終わらせたくなくて箱ごと大量購こう入にゆうした客は何人かいたようだ」

「じゃあ、そいつらが……」

「誰か、というところまではまだ、ね」

「は？　そこまで行ったら普ふ通つう流れで聞くだろ」

「聞きたいのは山々だったがね。ただ、私がその場に初めて招待されたということを忘れないでいただきたいね。迂う闊かつに立ち入ろうとすればたちどころに疑われてしまうよ。この手合いの店は、表向きはまっとうな紳しん士し達が、まっとうではない一ひと時ときを夢見る場所だ。それゆえに彼等は、自分達を破は滅めつさせようとする者への警けい戒かい心が強い」

　とは言われても、レンにはピンと来ない。つい嫌いや味みが出てしまう。

「あんたに深く突つっ込む勇気がなかっただけのように思えるんだけどな」

「大人の社交術と言って欲しいね」

「……子供で悪かったな！」

「悪くはないよ。実際に君は子供なのだから、私が君を責める筋合いはない」

「～～～～」

　さらっと笑顔で返され、レンは口を曲げる。そんなレンに肩かたを竦すくめざま、ヴァレリーは煙草たばこを抜いた。独自の強い香こう気きと共に、紫し煙えんがゆらりと立ち上のぼる。

「話を元に戻もどそう。某ぼう人物達は、自分が夢を見るために〝目覚めぬ夢〟を大量に購入した。その人物達限定で使用していればことは大きくならなかったのかもしれないが、もしその存在を知った何者かが某人物達の元から〝目覚めぬ夢〟を盗ぬすんで、どこかの犯罪組織に流したとしたら？」

「まさか、それが……？」

「昨今の麻薬は、原料となるものにいろんなものを混ぜて独自のものを作り出す風潮がある。事実、そういう職業があるほどでね。だからこそ、麻薬の種類は日々増え続けて、警察諸君の手を焼かせているわけだ」

「じゃあ、《永遠エテルネル》の〝目覚めぬ夢〟と、レーヴで流行してる〝目覚めぬ夢〟は別物だってことか」

「ご名答セツサ。警察で改めて調べてみたが、〝目覚めぬ夢〟で気が触ふれたり錯さく乱らんしたりした人間の中に店の客になれるような人間はいなかった」

「金持ちはいない……か」

「錯乱死した人々にこれといった接点はない。夢という共通点はあるがね。彼等は、それぞれ野望とも呼べる夢を持っていたようだ。残念ながら叶かないそうにはなかったようだが」

　ヴァレリーは両手を組み合わせて微笑む。

「麻薬の名は〝目覚めぬ夢〟。これは実に興味深いと思わないかね」

「夢の中だけでも夢を叶えるために〝目覚めぬ夢〟を使い続けてたってか」

「それほどまでに彼等は夢を希求していたとも言えるがね」

「虚むなしいな。どれだけ難しくとも、叶えるために努力するのが本当の夢じゃないのかよ」

　レンは顔を顰しかめる。自分だって、パティシエになる夢が叶うかどうかなんて全くわからないのが現状だ。

　それでも努力は惜おしまないし、機会があればどんなことにでも挑ちよう戦せんしたいと思っている。

　何もせず、大口ばかり叩たたいて夢を語るだけでは、本当の夢とは言えない。

　そんなレンの心情をどう思ったのか、ヴァレリーはぽんとレンの頭を叩く。

「それだけ、楽をして夢を叶えたい人間が多いってことだろうね。ともあれ、現物は証拠品として先日警察へと提出したよ。今いま頃ごろ、分ぶん析せきが行われているはずだ」

「菓か子しにしたってのも俺には許せないけどな」

　楽して夢を叶えようとする人間にも腹が立つが、レンが何より許せないのは麻薬を菓子にしたことだ。

　店の客に麻薬でおかしくなった人間はいないとは言え、それは単純に「今のところ」なだけだ。ヴァレリーの推測がどうあれ、このまま麻薬を摂せつ取しゆし続ければいずれ少年趣しゆ味みの変態客にも被ひ害がいが出たかもしれないのだ。

「大体、誰がそんなものを作って……」

　言いかけて、はっとなる。天使のような笑え顔がおの、ぽやんとした青年が脳のう裏りに浮うかんだ。

「だから私は先日、君の言うパティシエが怪しいと言ったのだよ」

　やれやれとばかりにヴァレリーが肩を竦めた。

「そんな。まさか。ガブリエルが……」

「信じたくない気持ちはわかるがね。ちなみに供された〝夢のケーキ〟は、〝目覚めぬ夢〟を抜いても大したものだったよ。正直に言おう。君より上だった……全すべてにおいてね」

（だったら、この店にパティシエがいても不思議じゃない）

　菓子の形であれば、それがたとえ麻薬だったところで普通の人間は気づきもしないだろう。

　死亡事件に発展しても、菓子を疑って調べようという者はいないに違ちがいない。

　愕がく然ぜんとした。菓子には、犯罪や悪意を隠かくしてしまう一面がある。

「……調べてみるさ」

　ぐっと拳こぶしを握にぎり締しめてレンは言う。

「明日、ガブリエルに菓子を習う約束をしてるんだ。だから、その時にでも……」

「そうだね。早ければ早いほどいいだろう。近く警察も動く。問題は夢む魔まだがね」

「バタイユで決まりだな」

「バタイユ、ねえ……」

　確信を持って拳を固めるレンに対し、ヴァレリーの反応は鈍にぶい。

「私も先日直じかにバタイユ氏と会ったのだがね……貘ばくは目覚める素そ振ぶりもなくてね」

「俺が見たのは間ま違ちがいなくバタイユだったぜ」

「ふむ。単純に、その時貘の食指が動かなかったという可能性もある、か。ただ、バタイユが本当に夢魔だったとしても、警察に捕つかまってしまうと私達は干かん渉しよう出来なくなるね。事前にしろ、事後にしろ、良い方法を考えてみる必要があるが……」

　ふっと吐と息いきを零こぼし、ヴァレリーは思案気に顎あごを撫なでた。
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「バタイユと僕？」

　会話に何気なく混ぜたつもりだったが、ガブリエルは驚おどろいた顔をして手を止め、レンを見つめた。二人だけの厨ちゆう房ぼうが妙みような空気に包まれる。

「一応、昔からの知り合いだけど……どうして？」

　バタイユとあんたって昔からの知り合い？　質問に、逆に質問が返ってしまった。

「いや別に。ただ、ほら、こーゆー店にパティシエってホントそぐわないなあって思って。店であんたの菓子を客に食わせてるわけじゃないし……」

　溶とかしたショコラをゆっくりと混ぜながら、レンは自然に見えるように笑った。

　今、レンは憧あこがれだったショコラの扱あつかい方をガブリエルに習っている。彼は以前言っていたように、製せい菓か用のショコラを安く仕入れて来てくれたのだ。

　レンは知らなかったが、製菓用のショコラには菓子の用よう途とに応じて幾いくつかの種類があるらしい。基き礎そはあってもショコラの扱いは初めてということもあって、ガブリエルはわざわざ扱いやすいショコラを選んでくれていた。

　そうまでしてくれた彼を疑うのは嫌いやだが、ことがことだ。夢魔云うん々ぬん以前に麻ま薬やくに関かかわれば犯罪だし、すでに死人まで出ている〝事件〟なのだ。

「あ、そういうこと。昔の仕事仲間ってやつだよ」

「仕事仲間？　バタイユもパティシエの修しゆ業ぎようしてたのか？」

　意外すぎる。とてもそんな風には見えないのに、人はわからないものだ。

「あはは。違うよ。君と同じさ。僕もこのテの店出身」

　明るく言われた言葉は、一いつ拍ぱくおいてレンに衝しよう撃げきを与あたえた。

　このテの店出身。図らずもレンの予想は当たっていたらしい。ガブリエルが明るいだけに、レンは言葉に詰つまった。謝れば彼を傷つけてしまうのではないか。過か酷こくな環かん境きように身を置く人間は、殊ことの外ほか他人からの憐れん憫びんを嫌きらうものだ。

「僕は店を出た後パティシエになって、バタイユはお店を開いたってこと。年ねん齢れいはずいぶん離はなれていてね、僕が当時店に入った頃ころ、バタイユはもう少年期を終える頃ころ合あいだった。彼は性格が歪ゆがんでて若じやつ干かん加か虐ぎやく的な面もあるけど、あれで面めん倒どう見みが良くてね。僕もいろいろ世話になったよ。だから、こういうお店でいろんな子達を売り出すって仕事は、彼に合ってるんじゃないかな。実際、このお店は繁はん盛じようしてるしね」

「そ、そうか」

　見た目と言動からバタイユのことを変態野や郎ろうとばかり思っていたが、ガブリエルのバタイユを語る声こわ音ねには親しみがあった。

　バタイユには、バタイユの苦労があったのかもしれない。だが、彼は夢魔に身体からだを乗っ取られている疑いが濃厚だ。こんなことをガブリエルに語ったところで、変な夢を見たか頭がおかしいのだと思われるだけだろうが、何だか遣やり切れない気がした。

「そこ、もう少しゆっくり混ぜてね。で、ショコラの扱いで特に気をつけるのは温度調節。ここを上手うまくやらないと、がさがさになったり、艶つやが出なかったりするからね」

「あ、ああ。うん」

　ガブリエルの指導に、レンは考えごとをしていて手の動きがぎくしゃくしていたことに気がついた。念願のショコラの扱い方を習っているのに、何てザマだ。

　夢魔や〝目覚めぬ夢〟にガブリエルが関係しているかは重要なことだ。

　けれど、今は。今だけはそんな疑ぎ惑わくの人物としてではなく、菓子を教えてくれる先生として彼を見たいと思う。たとえ現実逃とう避ひだと言われようとも、今は菓子作りだけに集中したい。

（調子がいいよな、俺は）

　内心で自じ嘲ちようする。こんなことを考えていると知ったら、ヴァレリーはどう思うだろうか。

　かつて、夢魔の王ノワールに夢を喰くわれた過去を持つというヴァレリーは、夢魔に対して冷れい酷こくだ。ともすれば普ふ段だんが軽けい薄はくな変態男なだけに、夢魔に見せる容よう赦しやのなさはレンを総毛立たせて、レンのヴァレリーへの心証を複雑怪かい奇きにしている。

　だからこそ、あの男の「わからなさ」が気になってしまう。

（……いや、だから、何で俺があンのロクデナシを気に掛かけなきゃならないのかっての。あいつが可愛かわいい女の子だってならともかく……やめやめ！　とにかく今はこっちに集中！）

「ん～。今度はちょっと力入れ過ぎ？」

　思考を切り替かえようとして、今度は無駄に気合いを込めてしまったようだ。

「う。うぅ……ごめん、じゃない。すみません」

「そんな堅かた苦くるしくなくてもいいよ。やっぱり初めてだから力加減が上手くいかないのかな？」

　言うと、ガブリエルはレンの背後に回った。優やさしく肩かたをぽんぽんと叩く。

「えっ……？」

「──力、抜ぬいて。ショコラは最初は気難しくてつれない相手だけど、真しん摯しに扱えばちゃんと笑顔で応こたえてくれるから」

「相手が人みたいに言うんだな」

　彼の言葉に菓か子しへの愛情が感じられて、レンはほっこりしてしまう。

「そうだよ。実際に人みたいなものだもの。特に、猫ねこみたいな女性とショコラは似てるかもしれないね」

「だから、女の人は菓子が好きなのかな」

「きっとそうだよ。女性がそれぞれ気に入るお菓子はさ、きっと彼女達の鏡なんだ」

「ショコラにも鏡みたいにつやつやな菓子があるよな」

「ああ、ミロワールのこと？　あれはねえ……」

　軽かろやかな菓子の説明が次から次へと出る。菓子はどれも奥深く、極きわめることは難しいと常つね日ひ頃ごろ思っているが、ショコラはショコラでまた別の奥深さを感じてしまう。興味のままにあれこれと質問している内に、気持ちもほぐれた。

「この冷やすところを重点的に覚えて。調理用の温度計が欲しいところだけど、材料以上に高価だし、ガラスが意外とヤワでうっかり割ると危険だからね。季節や自分の体調、感かん触しよく、見た目、五感の全てを駆く使しして〝最高〟の状態を身体に覚え込ませるんだよ。これはもう、経験で覚えていくしかないから気長にね」

「うん。……でも、やっぱり難しいよな」

　習った通りに冷やしの作業に入るが、どうにもまだ感覚が摑つかめない。むむむと唸うなっていると、ガブリエルが笑った。

「まあ、ここは説明がどうやっても難しいし、店によっては秘密なところもあるからね。僕も結構難なん儀ぎする時があるよ。……こんなんじゃ、僕の一生の大きな夢が叶かなえられないんだけど」

「夢？」

　興味をそそられて問うと、ガブリエルは目を輝かがやかせた。

「お菓子の城を作ること」

「お菓子の家が登場するおとぎ話があるよな」

　それにしても、架か空くうの物語らしい存在だ。実際にお菓子で家を作るのは難しいと思う。

「お菓子の家？　とんでもない。僕の夢はあんな小さなものじゃ満足出来ないよ！」

「ええ⁉　じゃあ、本気でお菓子の城……⁉」

「うん。実物大のお菓子のお城。その構想を練るために世界中を回って来たところもあるし」

「すっ……すげえ！」

　思わず大きな声を上げてしまった。本気でレンは感動していた。

「実物大のお菓子の城？　うわ、正気じゃないよあんた。ぶっ飛んでる。でも、壮そう大だいでカッコ良すぎだろそれ！」

「ありがとう！　そう言ってくれたのはレン、君が初めてだよ！　この夢のことを話すと、皆みなバカにしたり夢物語だとか言って笑うんだけどね。叶うわけがないってさ」

「叶わないかも、ってことを叶えようとするのが夢じゃないか！　バカにされる謂いわれはねえよな！」

　レンにとっては、ガブリエルのとんでもない夢も素す晴ばらしく思えた。

「作ったら歴史に残るぜ！」

「ふふ。いつか君に、もっと詳くわしい僕の夢を教えてあげるよ。そうだね……お菓子の城を作る時は、君にも手伝って欲しいかな」

「本当か！」

「本当本当」

　菓子作りの楽しい時間も、穏おだやかで刺し激げき的な師し弟てい関係も、警察が踏ふみ込めばきっと終わる。

　その時、ガブリエルがどうなってしまうのか。実は警察の関係者だったレンを彼がどう思うかは、今は考えたくなかった。







「うわ、美味うまい！」

「すっげえなこれ。ロテュス。これ、本当にお前が作ったのか⁉」

　少年達から歓かん声せいが上がる。大部屋の机の上に置かれたショコラ菓が子しに、彼等は一様に瞳ひとみを輝かせていた。

　生き地じとクリームにショコラを混ぜ込んだマカロンとタルトレット。風味豊かなオレンジの砂さ糖とう漬づけにショコラを上うわ塗ぬりしたオランジェット。卵の殻からを器うつわにした見た目も艶つややかなジュレ。

　ショコラ尽づくしの菓子の中でも、初のショコラで我ながら上手くいった自信作は、乾かん燥そうの杏あんずや胡桃くるみを混ぜ込んで焼いたパウケークンド・オ・ケーキシヨコラだ。生地の混ぜ込みに一番苦労しただけに、完成した時の喜びはひとしおだった。

　レンは菓子を大部屋の少年達のために作った。下っ端ぱで苦労も多い彼等に、少しでも菓子を食べる幸福を感じ、癒いやせればいいと思ったのだ。一応、ガブリエルを通してバタイユには許可をもらってあるし、ロジエや中位の少年達にも差し入れた。食べるかは不明だったが、彼等だって同じ店で働く者なのだ。

　初めてのショコラだったから、出来上がりと味が少し心配だったが杞き憂ゆうだったらしい。少年達は黒くも魅み惑わく的な輝きの虜とりことなって、次から次へと菓子に手を出してゆく。

「あっまー！　でも、少し苦みもあるし丁度いいな。疲つかれが吹ふき飛ぶよ」

「ホントホント。あ、お前それ俺のだぞ。横取りするなよ」

　チュリップが言えば、オルタンシアがパンセの手をつねる。その横で、ピサンリとジャサントがしみじみとした調子で言った。

「ショコラって不思議だね。こんなにいろんな種類があって……」

「うん。何だか幸せな気分になるね……」

（良かった）

　少年達が思い思いの感想を口にするのを見て、レンの気持ちも和なごむ。

　作って良かった。決して穏やかではない人生を送る彼等が喜んでくれたことが嬉うれしかった。

「……あれ？　ミュゲ？　お前もういいの？」

　ほんの一口齧かじっただけで、食べかけのマカロンを残し部屋を出て行こうとするミュゲにトゥルネソルが声をかけた。

「食べないなら、俺にくれるか？」

「うん。いいよ。僕にはちょっと……あ」

　レンと目が合ったミュゲは、申し訳なさそうに眉まゆを下げた。ゆっくりと近づいて来ると、困ったように微笑ほほえむ。なぜかその顔色は少し悪い。

「ごめんね。僕には少し甘すぎたみたいで」

「気にすんなよ。甘いもの苦手な奴やつって結構いるし」

　あまりにも辛つらそうなので、慌あわててレンは手を振ふった。皆が皆、甘いものが好きだとは限らない。子供の頃ころ、大人が食べていた酒入りのショコラを食べて具合を悪くし、以降ショコラが苦手になったという話を聞いたこともある。

「苦めのやつも作れば良かったかな……。俺、ショコラを扱あつかうのは初めてでさ。まだ種類をたくさん作れなくて……ごめんな」
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　ショコラは最初から甘いものだと思っていたが、製せい菓か用に作られたそれは苦みの強いものであることをレンは初めて知った。砂糖やクリームクレームで味を調ととのえて初めて甘さが生まれ、それを加工した上でいろいろな味に仕上げることが出来るのだという。

　パティシエになるための技術は遠く及およばない。学ぶべきものは多く、自分など菓子作りに関してはまだまだだとレンは思い知ることにもなった。

「謝る必要なんてないよ！　でも、驚おどろいた。君がお菓子作りを得意としてるなんて」

「俺の将来の夢はパティシエなんだ」

　誇ほこらしく目を輝かせてレンは笑った。

「一口食べただけで幸せになれるような菓子を作りたい。そして、いつか自分の菓子屋を開くんだ。俺、いっつも問題起こして、修しゆ業ぎよう先のレストランをクビになり続けて来たけどさ……。それでもいつか、必ずって思ってる。絶対に、俺は一流のパティシエになる……！」

「大きな夢なんだね」

「ああ！　夢があるだけで、しっかり生きなきゃって思う。夢は希望だからな。そうだ。お前の夢は何だ？」

「僕の夢？……そうだね。このままずっと大人にならないこと、かな」

　穏やかな笑え顔がおで発された答えに、レンは目を瞬またたかせた。意味がわからなかったのだ。

　ずっと大人にならない……？

「僕はね、今の生活が幸せなんだよ。バタイユ様は厳しい方かたで少し意地悪なところもあるけど、ちゃんと僕達に食べさせてくれるし、客商売だからと言って不当に僕達を扱ったりもしない。以前、暴力を振るうのが趣しゆ味みだって客が店の子をひどい目に遭あわせた時なんか、鞭むちでめった打ちにして、二度とこの店に来られないようにもして下さった……」

　鞭と聞いて、パサージュで彼が操あやつった棘とげの鞭を思い出す。あんなものを振るわれたらどうなるかと思うと、血の気も引く思いだ。

「僕の出身は、レーヴの城じよう壁へき外でね」

　城壁外。レンは知らず唾つばを飲み込んだ。城壁などというものは五十年前の都市大改造で取り壊こわされ、建物と一体化したごく一部が往時の面おも影かげを残しているのみだが、現在もその周辺の呼こ称しようとなっている。元は、城壁外とは貧民街を指し、遥かな昔から現在に至るまで犯罪の巣そう窟くつでもあった。全部で二十区あるレーヴだが、この地域だけはレーヴの一部でありながらどの区にも帰属しない。

　レーヴに出回っている各種の麻ま薬やくの出所も、ここからだというのがもっぱらの噂うわさで、地下には中世時代の遺い跡せきを利用した幾いくつもの麻薬窟が存在しているという恐おそろしい話も聞く。それゆえに、城壁外はレーヴの市民ですら滅めつ多たに近寄らない暗黒の地区でもあるのだ。

「母はそこで身を売っていてね……。僕が出来たのは〝間ま違ちがい〟で〝失敗〟だったんだって。幼い頃は役立たずの穀ごく潰つぶしだとか、どうして男なんだとか言われてしょっちゅう殴なぐられたり蹴けられたりしていたよ。まあ、そんな母も、酔よった挙げ句にセラ川に浮うくことになったけど」

　他人ひと事ごとのような淡たん泊ぱくさに、レンは言葉を返すことも出来なかった。

「僕は母の借金を返すためにここに売られて来たんだけど驚いたね。外に出られることこそ滅多にないけれど、環かん境きようは良いし着るものも清潔で食事も上等なものがちゃんと与あたえられる。僕には天国だったよ。問題は、ここにいられるのは期間限定ってことだけどね」

「……」

「ねえ、僕の年ねん齢れいっていくつだと思う？」

　唐とう突とつな問いに、レンは一いつ瞬しゆん反応が遅おくれた。

「俺より年下だろ？　十二、三くらいで……」

「十七だよ。今年十八かな。年齢だけなら、とっくに大人さ」

　何気なく言ったミュゲに、レンは口をぱくぱくさせてしまった。

　それが本当なら、とても信じられない。

「五年前は大人になってしまうのが怖こわくて、何度も手首を切ったよ」

「手首……。お前、その腕うで輪わって」

　ミュゲは頷うなずいた。彼の両手首に常にある太い腕輪が、風ふ呂ろでも外されることがないのには理由があったのだ。

「この外見のおかげで、僕は今も《永遠》に居続けられるんだけどね。だから、もし僕に夢があるなら、店の名前の通りに永遠であることが夢だね。じゃあ」

「ミュゲ……」

　にこりと笑って少年達の歓声に背を向けたミュゲに、レンは複雑なものを感じずにはいられなかった。

（そんな。永遠なんてないのに）

　だからこそ、ミュゲの夢には歪ゆがみと壊れたものを感じずにはいられなかった。







　その夜。店へと突とつ入にゆうした警官隊が《永遠》の終わりを告げた。

　酒さか瓶びんや皿が割れる音に混じる少年達の悲鳴と泣き声が地下の箱庭世界に響ひびき渡わたる。逃にげ惑まどう客達、店で働く男達を警官隊が速すみやかに、時に荒あらっぽい手つきで次々に拘こう束そくしてゆくのを、レンはぐっと歯を嚙かみ締しめて見守るしかなかった。

「ええっ……レン⁉　君、どうしてここに……⁉」

　怒ど号ごうが行き交かう店の隅すみにヴァレリーと共に身を潜ひそめていたレンに、トマが素すっ頓とん狂きような声を上げる。それもそのはず、今日の少年達は皆みな重い金襴繻しゆ子すの衣装を纏まとい、巻き毛の鬘かつらを載のせていた。度ど肝ぎもを抜ぬかれても致いたし方なかった。

「今はそれどころじゃねーだろ！　ほらあっちに」

「トマ！　来い！」

　ユゴーの鋭するどい声が飛び、はっと我に返ったトマはすぐさま場を離はなれた。ほっと安あん堵どしながらも複雑な気持ちで、レンはヴァレリーを見上げる。

「予想外に早く動いたな……警察」

「協力者に一言の予告もない辺りがブリュノ警部らしいがね」

　皮肉に口元を歪めてヴァレリーは返す。呆あきれたような物もの腰ごしだが目はすでに笑っておらず、夢む魔まを追う狩人かりゆうどとしての冷れい酷こくな光が宿っていた。

「ならば、我々は警察諸君がその優ゆう秀しゆうな鼻を以もつてしてさえ未いまだ見つけられないバタイユ氏を、先に追い詰つめさせてもらおうじゃないか」







　バタイユは案外早くに見つかった。

　どこか別の場所にでも行っていたのか。彼は地じ獄ごく絵図のような店の様子に恐きよう慌こうを来きたしたらしく、逃げようとしていたところをレンが見つけたのだ。

「あっちだ！」

　今日も身体からだの線がぴっちりとした三つ揃ぞろいを纏まとうバタイユは、うまく混乱の場を抜け人ひと気けのない廊ろう下かを走ってゆく。

　角を曲がると彼の姿はどこにもなかった。だが、慌て乱れた足音は隠こもった響きを伝えている。

　ヴァレリーは幾つかの壁かべを叩たたいた。響きの微かすかに異なる壁を押すと、壁がぐるりと回転した。

「騙し絵トロンプ・ルイユ……！　壁に見せかけてたのか……！」

　この地下の俱く楽ら部ぶには、少年達の居住空間を含ふくめ幾つもの騙し絵があったが、こんなところにも隠かくし扉とびらとして描えがかれていたらしい。

「見事なものだ。芸術品として我がアパルトマンの一角に欲しいくらいだね」

「冗じよう談だん言ってる場合か！」

　すぐさま二人は壁の中へと入る。黴かび臭くさい通路が暗黒の先に続いていた。古い時代の隠し通路だったものだろうか。

　意外だった。この間のような花の香かおりに満ちたパサージュが現れるとばかり思って覚かく悟ごを決めていたのに。しかも、バタイユは以前のように棘の鞭で攻こう撃げきして来ようともしない。

（何だ？　この違い和わ感……）

「こらてめー待て‼」

　明かりもないのに、通路をばたばたと駆かけてゆくバタイユを追おうとするレンだが、ヴァレリーに止められた。

「視界も足あし下もとも悪いのに、労力を使う必要はないよ」

　言いざまヴァレリーは右みぎ腕うでを捲まくり上げる。レンと同じ花に似た奇き妙みような模様がぐるぐると回転を始めると咆ほう哮こうが上がった。金の火花を散らして巨きよ大だいな狼おおかみに似た獣けものが現れる。

　貘ばく。夢魔の王・白のブランシュがヴァレリーの右腕に与えたという獣は悪夢を喰らい、また夢魔そのものをも喰らう。まさに野や獣じゆうそのものの凶きよう悪あくさが見せる酸さん鼻びを極きわめる光景は、一ひと月つき経たった今でも記き憶おくに蘇よみがえらせたくはないものだった。

「食しよく餌じの時間だ。──行け」

「おい！　いきなりあいつを喰い荒あらすような真似まねさせんなよ！」

「はいはい。ご命令のままに、私の愛いとしいロテュス」

「その言い方やめろ！」

　貘が駆ける。疾しつ風ぷうのように獣は闇やみに去り、直後甲かん高だかい悲鳴が響き渡った。

　駆けつけると、この世にあらざる巨大な獣を前に立ち尽くすバタイユがいた。その目の焦しよう点てんはほとんど定まっておらず、心しんからの恐きよう怖ふにわなないている。

　貘はバタイユの顔に鼻はな面づらを突つきつけ、涎よだれを垂らしながら息も荒く臭においを嗅かいでいる。

　やがて貘は、壮そう絶ぜつな牙きばを並べた口をがばりと開けた。頭から丸まる齧かじりの様相に驚おどろいてレンは絶ぜつ叫きようする。

「やめろ‼　貘‼」

「ひぃぃぃいいいっ」

　目を剝むいたが最後、バタイユは膝ひざからくたくたと頽くずおれた。

　貘はバタイユを喰ったりはしなかった。どころか、開いていた口をがくんと音を立てて閉じると、お座りの体勢を取り、緊きん張ちようの場も関係なしとばかりに後ろ足で頭を搔かき始めた。

　その様子に二人は呆ぼう然ぜんとするしかない。

　さすがのヴァレリーも、言葉がない様子で気ままな貘を眺ながめている。

「な……何だったんだ今の……。貘はバタイユを喰おうとしてたんだよな？　な？」

「……。欠伸あくびでもしたのではないかね」

「あ、ああそう。欠伸。欠伸ね……。欠伸にしちゃ凶悪だよな……」

「見た目があれだからね。そう取られても致し方はないがね」

　以降、何とも言えない間が生まれたが、やがて溜ため息いき混じりにヴァレリーが言った。

「貘、食餌の時間はお預けだ。私の元に戻もどれ。……残念だがね、この男はお前が喰らうべき夢魔ではなかったようだ」







　──その後、すぐにバタイユは警察に引き渡され、少年達を含む店の関係者や客もほぼ全すべてが拘束された。

　だが、その中にガブリエルの姿はなかった。







　第五章　夢の残ざん骸がい







　セラ川の川岸、橋の欄らん干かんに腕うでをかけてレンは思案に暮れていた。水面は曇どん天てんを受けて灰色に濁にごり、周辺にびっしり犇ひしめく建物の影かげすら映さない。まるで今の自分の心情そのものだ。

（結局、どういうことなんだ）

《永遠エテルネル》が検挙されて三日。以前の生活に戻ったとはいえ、レンの心は全く晴れなかった。配達帰りの今もずっと心は《永遠》と、そこに巣喰っていた夢魔のことで占しめられている。

　今日も、菓か子しを警察に届けがてら事件のことについて聞いてみた。けれども、何の進展もなかった。

『今のところ足あし踏ぶみ状態だよ。首しゆ謀ぼう者しやと思われるバタイユがあの状態じゃねえ……』

　トマの顔は「お手上げ」とはっきり言っていた。

　無理もない。バタイユは現在、病院の隔かく離り病びよう棟とうに入れられている。

　拘束後、彼は正気を失ってしまったのだ。不気味なことに、目覚めた彼の美び貌ぼうは急激に衰おとろえ、一挙に老人のような相そう貌ぼうと化したのだという。自分の顔を鏡で見たバタイユは恐慌状態に陥おちいり、「これは本当の自分の顔ではない」と顔の肉を剝はがそうとし始めた。

　以降、彼は意味不明な譫うわ言ごとを続け、〝目覚めぬ夢〟について聞くどころではないらしい。ロジエもまた自失しており、泣いてばかりでとても話にならないそうだ。

　しかも、ジョゼは未だ眠ねむりから覚めない。どうにか病院の処方で生きてはいるが、衰すい弱じやくは確実に進行しており、このままでは数日内に危険な状態と化すだろうと憂ゆう慮りよされていた。ずっと彼の元に詰めているガルドンも憔しよう悴すいの色が濃こい。

『君とあの夢医師とやらは事件の手て掛がかりを摑つかんでくれた。とりあえず感謝する。目立たないならば出入りも認めよう。だが、一いつ般ぱん人の君を事件に巻き込むようなことをしたあの男を、私は許し難がたいと考えている』

『警部に同意見だ。君は事件に関かかわる必要はなかった』

　容疑者を捕とらえながらも全ぜん貌ぼう解明に行き詰づまったからか、眉み間けんを押さえて言ったブリュノにユゴーも同意した。常以上の鋭するどさを宿した目は、ヴァレリーに対する怒いかりにも、またレンが事件に関わることを予測出来なかった自分への憤いきどおりにも取れて、レンは素す直なおに謝るしかなかった。

『はい。申し訳ありませんでした……』

　そして、ヴァレリーはヴァレリーで夢む魔まの手掛かりを得るべく、バタイユやロジエの言動から情報を読み取ろうと連日病院へと通っていた。念のため身体検査を行ったが、夢魔に喰われた者の証あかしである模様は二人にはなかったという。

　それを思えば、バタイユが夢魔ではなかったのだと最初から気づけなかった自分が情けなかった。バタイユとの初対面の時、レンは素すっ裸ぱだかにされていたのだ。

　もしバタイユが夢魔だったなら、左ひだり腕うでの模様について言げん及きゆうしなかったはずがない。この模様は夢魔の関係者に現れる。夢魔によって異なるという模様は、その人間が夢魔の所有物である証だ。

『ただ、同類だと気づいていながらあえてそこは無視する場合もある』

　一いつ緒しよに住み始めてからヴァレリーが言っていたことがあった。

『私が分ぶん析せきした限り、夢魔は標的とした人間達の目的がよほど同じでない限り、夢魔同士が馴なれ合ったり群れる傾けい向こうは少ない。相そう互ご不ふ干かん渉しようというやつだね』

（バタイユは夢魔じゃなかった……。じゃあ、一体誰だれが夢魔なんだ？）

　最大の焦点はそこだ。店から消えたのはガブリエル一人だ。やはり、彼が夢魔で〝目覚めぬ夢〟を作ったパティシエなのだろうか。

　わけがわからない。どこで何を間ま違ちがってしまったのか、まるで見当がつかない。

　全てはまるでこのセラ川のように深く、澱よどんで真実が見えない。

　冷たい風がレンの髪かみを乱す。陽ひが傾かたむきかけた秋の空気は冷たく、少しずつ心身を凍こおらせてゆくようだった。

　川かわ面もから離はなれ、レンはとぼとぼと歩き出す。足はアパルトマンのある十六区を越こえ、歓かん楽らく街──《永遠》のある十八区へと向かっていた。

　宵よいと共に目覚める不夜の街は、人工的な明るさを増し始めている。これからさらに華はなやかに夜を彩いろどる界かい隈わいで、縄なわを張られた《永遠》はひっそりと沈ちん黙もくし、店の前では物々しく警官が見張っているのだろう。

　だが、《永遠》には歓楽街から外れた空き家の涸かれ井い戸どへと繫つながる隠かくし通路がある。

　バタイユを追って騙し絵トロンプ・ルイユの壁かべの中に入った時、発見したものだった。

　店に行ったところで、何が得られるとも思えない。けれど、もしかしたら警察では見つけられなかった手掛かりが残っているかもしれない。

　客の呼び込みが始まった歓楽街の表通りを外れ、記き憶おくを頼たよりにレンは裏路地を右へ左へと曲がる。

（ヴァレリーと一緒に来れば良かったかな）

　ぼんやりとそんなことを思い、はっとなる。

（……って何考えてんだよ。別に俺一人だけでも充じゆう分ぶんじゃねーか。あいつがいなくたって）

　だが、今回の事件が検挙に至ったのは、自分一人だけの力ではない。

　レンだけでは《永遠》の場所すらわからなかったし、よもや運良く潜せん入にゆう出来たところで、ここまで深く調査は出来なかっただろう。

　ヴァレリーが自分の客となってくれたからこそ、深く調べることも出来たのだ。

　これまで大たい概がいのことは一人でやって来たから、全てを一人でやれると思っていたがそれは勘かん違ちがいだったのだ。

　世の中には、一人で出来ないことの方が多い。人は一人では生きられない、というのは、男女の愛情以前に、個としての人の限界を含ふくんでいるのではないだろうか。

（俺は、あいつを認め始めてるのか？）

　自分を拉ら致ちし、夢魔という非常識な世界へと引き摺ずり込んだ男。笑え顔がおの裏の真実を見せず、己おのれの目的のためにレンを利用しようと考えている節さえあるあの変態を。

　相棒などと考えているのか？

　信用もならないのに？

　どうして、そんな男を？

　自分はまだあの男を警けい戒かいしている。本心が見えない男を信用など出来るはずがない。

　だが、そう考えるのは、彼の本心を知りたいという心の裏返しではないのか。

　警戒しながら、毛を逆立てながら、もしかしたら自分はあの男に懐なつきそうになって──。

（まさか。冗じよう談だんじゃ……）

　ふわ、と花の香かおりが思考を遮さえぎった。はっとレンは顔を上げた。

　暗くら闇やみの向こうに、花の装そう飾しよくも美しいパサージュが淡あわい光を浮うかばせていた。

（出た）

　息を吞のみつつも、レンは緊きん張ちようのままに歩を進める。ここまで来て戻れるはずがない。そう、真相を追求するまでは。

　PASSAGE La vie en fleur

　花の人生通り。華やかにして影の濃い回かい廊ろうは、レンを歓かん迎げいするべく左右の門もん扉ぴを開いている。

（俺をお待ちかねだったってか）

　挑ちよう戦せん的に通りの先を睨にらみ付け、レンは一歩を踏ふみ出した。

　爛らん熟じゆくの花の懐ふところへと。







　たった一種類だけを扱あつかう花屋も、そこに飾かざられた人間の形をしたトピアリーも以前のまま変わらずそこにあった。

　薔薇ローズ、百合リス、椿キヤメリア、蘭オルキデ、ライリラックラ、鈴蘭ミユゲ……進むにつれて花の香りは悽せい愴そうさを増してゆく。極力香りを吸わないようあらかじめ布で鼻と口を被おおっていたが、あまり効果はなかった。

　やがて、花時計のある円形空間ロトンドに辿たどり着いた。

　だが、円を囲むようにして並んでいた扉とびらはほとんどが板を打ち付けられていた。以前、見た薔薇ロのジ茂みエの絵が描えがかれた扉も例に洩もれない。どころか、あんなに鮮あざやかだった絵は、何十年も経たったかのように古びて無む惨ざんに擦すり切れていた。

　そんな中に唯ゆい一いつ、新たな扉があった。

　大きな葉に、淡い紅色の花弁。これは自分のために用意された扉だとレンは気づく。

（蓮ロテユス）

　覚かく悟ごを決めて、レンはゆっくりと扉を開く。泥どろっぽい臭においの中に爽さわやかな香りが立った。

　あまり見かけない形の部屋だった。東方的とも言うのだろうか。

　花と同じ淡い濃のう淡たんのある紅色の紗うすぎぬを潜くぐり抜ぬけてゆくと、最奥と思おぼしき場所に長なが椅い子すに座る人ひと影かげが見えた。

　緊張に速まる鼓こ動どうを抑えて進み、レンは最後の紗を開く。

　彼は待っていた。優ゆう雅がに、典てん雅がに、怠たい惰だに頰ほお杖づえをついて。

　予想外の人物に、レンは言葉を失っていた。

「いらっしゃい。ロテュス。君の夢を保存する世界へ」

「ミュゲ……」

　彼は幼い顔にうっすらと微び笑しようを浮かべる。

「お前が……夢魔だったのか？」

　信じ難い現実に、レンは呆ぼう然ぜんと呟つぶやくしかなかった。

「夢魔だなんて無ぶ粋すいな呼び方はやめてくれないかな。僕は、ミュゲだよ。まあ、今がミュゲなだけであって、これまでもいろんな花の夢を移り渡わたって来たんだけどね」

　くすっと笑いを零こぼしながらの言葉の意味にレンは戦せん慄りつした。

　いろんな花の夢を。つまりそれは夢魔がミュゲより前に、《永遠》で何人、いや何十人かも知れない少年達の夢を喰くって生きて来たことを示していた。

　レンの脳のう裏りに、今しがた通って来たパサージュの左右の花屋が思い浮かんだ。

　あそこには、確か鈴蘭ミユゲの店てん舗ぽもなかったか。

「まさか、あのパサージュにあった人間のトピアリー……！」

「そう。あれらは僕が美味おいしく頂いて来た花の少年達の夢の残ざん骸がい。記念に残してあるんだ」

　歌うように言いながら、ミュゲは両手首の腕うで輪わを落とす。

　そこには自傷した手首に沿うようにして、レンの腕うでにあるものとは違ちがう模様が浮かんでいた。

「この子の夢を喰ったのは五年も前になるかな」

　手首の模様を愛いとしそうに撫なでながらミュゲは続けた。

「ここにいる少年達の夢は本当に叶かなうことが難しくて、だからこそ涙なみだが出るほど美味しくてずっと住み着いていたんだけど、ミュゲの夢は遥かに常じよう軌きを逸いつしていて最高だったね。人間の身体からだは成長し、自然と嫌いやでも大人になってゆくのにそれを拒きよ否ひするんだ。でも、だからこそ叶えたくなったよ。その不可能な永遠の少年であるという夢をね」

　言いざま、ミュゲは小さな丸箱を取り出した。

「〝目覚めぬ夢〟……！」

「そう。君も見たよね？　これはね、ミュゲの肉体を乗っ取るために彼に植え付けた〈夢の種〉が生長して、実を結ぶ時に咲さき落ちた花を砂さ糖とう漬づけにしたものなんだ」

　ぞっとレンは背筋を震ふるわせた。あの花の砂糖漬けは最初から夢む魔まが作ったものではなく、ミュゲの夢を栄養素に育った花から作られていたのだ。別の言い方をすれば、〝目覚めぬ夢〟を摂せつ取しゆした人間は、皆みなミュゲの夢を喰っていたとも言える。

「世の中には、これの粗そ悪あく品が出回ってしまったみたいだね。純じゆん粋すいな〝目覚めぬ夢〟は、ハマっても錯さく乱らんするようなものじゃないよ。そんなことになったら僕が困るもの。騒さわがしくなっちゃったのは、そこにいろんなものを加えたり分解したことで、ミュゲの夢が歪ゆがんだ形で高まったからだろうね。特に、永遠であることを願う者には絶大な効果を及およぼしたってことさ」

「永遠を願う者……」

　誇ほこらしそうにミュゲは両手を広げた。

「バタイユもその秘密を知りたがってね、彼にはいろいろと世話になっているから、彼にも〝目覚めぬ夢〟をあげたんだ。彼は昔、ここの〈花〉みたいな仕事をしてて、若い頃ころはそりゃあ美少年美青年で名を馳はせたけど、中年期に差し掛かかって美び貌ぼうも衰おとろえ始めてね。美が損そこなわれてゆくことを彼は何よりも恐おそれたんだ。そんな彼には〝目覚めぬ夢〟は若返りの効果を及ぼした。ね、すごいでしょ？」

　誉ほめて誉めてと言わんばかりの調子だった。レンは唾つばを飲み込んで嫌けん悪おに耐たえる。

　恐らく、バタイユは美貌を永遠に保つために〝目覚めぬ夢〟を毎日食していたのだろう。

　だから、食べなくなった途と端たんに美貌が衰えてしまった。毎日摂取しなければ、あっという間に効果が消えてしまうことを彼は知っていたに違いない。そんな彼は今、病院の隔かく離り病びよう棟とうで錯乱状態に陥おちいっている。

　やはりこれは麻ま薬やくなのだ。しかも、人によっては毎日摂取を強要する性質タチの悪い麻薬……。

「じゃあ、ロジエは……」

「ロジエ？　ああ、彼もまた永遠を望んだ一人だよ。彼は花の王であり続けることを望んでいた。大人になって、王の座から嫌でも引き摺ずり下ろされることが耐え難がたかったんだろうね。おまけに、身み請うけの決まったイリスを憎にくんで嫉しつ妬として。どうしてあいつばかり！　ってのが彼の口くち癖ぐせでね。イリスはロジエの憎しみの影えい響きようで、錯乱して昏こん睡すい状態になっちゃったんだよ。まあ、自じ業ごう自得のところもあるけど」

　ロジエどころかジョゼをも嘲あざけるような言い様だった。レンはきつくミュゲを睨む。

「自業自得……だと？」

「うん。彼、とてもいい人なんだけど、そのいい人ぶりが鼻につきやすいんだよね。ロジエに、君にだって叶えたい夢が出来るさ、とか、将来への希望って大事だよね、なんてさ。未来や将来への希望もクソもないロジエにとっては侮ぶ辱じよくだよ。ブチ切れて当然だね」

　きっとジョゼはロジエを傷つけるつもりはなかったのだろう。彼のことだから、ただ、ロジエの将来を願ってそう言っただけに違いない。

　だが、その相手に敵意や憎ぞう悪お、嫉妬があるなら話は変わる。そういう相手は、言葉を幾いくらでも歪めて受け取るのだ。

「それでもねえ、バタイユやロジエの夢は僕にとっては大事な食しよく餌じでもあったんだよね」

「何だと」

「〝目覚めぬ夢〟で大体は事足りていたけど、でもやっぱり他人の救えない夢ほど美味しいものはないから、廃はい人じんになっちゃわない程度につまみ喰いをね。〝衰えない美貌〟ってバタイユの夢も、〝花の王であり続けること〟を夢見るロジエの醜みにくさも、僕の永遠を保つ一つの栄養分になっていたからね」

「だったら、この間ここで俺を襲おそったのは……！」

「ふふ。あれは僕だよ。このパサージュ、すごい花の香かおりでしょ？　あれは幻げん覚かくを生み出す麻薬の効果があったの。だから、君に僕じゃなくてバタイユの姿を見せたわけ」

　ロジエに足を舐なめさせていたのは、バタイユではなくこのミュゲだったのだ。

「どちらにせよ、君が夢魔の関係者……僕と同類だってのは最初からわかっていたんだし」

「！」

　レンはぎゅっと左ひだり腕うでを摑つかむ。バタイユに初めてミュゲと引き合わされた時、自分は素すっ裸ぱだかのままだった。

　彼は面めん倒どう見みが良かったのではない。自分を警けい戒かいし、監かん視ししていたに過ぎないのだ。

「僕の餌えさ場ばを奪うばいに来たなら当然排はい除じよするつもりだったんだけどね。でも、店の奴やつ等の夢を喰うでもなし、変だなって思ってたんだ。まさか警察の関係者だったなんて予想外だったよ。別の意味で僕の大事な餌場を荒あらしてくれるなんて、ひどいじゃないか」

「お前なんかに、これ以上あいつらの夢を喰わせてたまるかよ！」

「同じ夢喰いのくせに正義ぶるの？　笑わせるね。この店がなくなったら、皆どうなるの？」

「どうなるって……身を売る仕事から足を洗えるだろ！」

「身を売るのと、ろくに食事も与あたえられないような過か酷こくな労働とどう違うのさ」

　怒いかりに似た声がミュゲから発された。

「店にいるのは、僕も含ふくめて貧民街の出身者が多い。レーヴの下町なんて天国に思えるほど悲ひ惨さんな環かん境きようなんだよ。ここなら清潔で綺き麗れいな服を着られて、充じゆう分ぶんな睡すい眠みんも与えられたんだ。彼等だって新たな希望を抱いだけたし、実際大きな将来の夢を見ている子だっていたんだよ。でも、店がなくなったらその希望すら奪われてしまうじゃないか！」

　その言葉はレンに衝しよう撃げきを与えた。

　自分が入り込んだことで店は検挙され、〝目覚めぬ夢〟を与えられなくなったバタイユは正気を失い、少年達は行き場を失った。

　自分は、彼等の希望を打ち砕くだいた……。

「君は裏切者なんだ」

　容よう赦しやなくミュゲは、その現実を突つきつけて来る。

「そう、最初から僕達を潰つぶすために君はこの店に来て、皆と仲良くなった。そうしておきながら彼等の夢を考えもしなかった。自分の夢は大きく語っておきながら、結局君は自分だけが大事で、彼等のことなんてクズ以下だと思ってたってわけさ！」

「そんな、俺は！　そんなこと考えちゃ……」

「違うだなんて言えないはずだよ。だって、事実君は永遠を壊こわした張本人なんだからね」

　永遠。永遠の夢。見るだけならば何の罪にもならないそれを、レンは正義の名の下に砕いてしまったのだ。

「だから、僕は皆に代わって君に報復するよ」

　ミュゲの両手首の模様から白い霧きり状じようのものが生まれ始めた。だが、その異常事態にもレンは動けなかった。

「ねえ、知ってた？　鈴蘭ミユゲにはね、毒があるんだってこと」

　ミュゲが幼い顔に似合わず歪いびつな笑えみを浮うかべた瞬しゆん間かん、霧きりは攻こう撃げきする蛇へびのように飛んでレンの頭部を覆おおった。払はらおうと両手を振ふり回まわすが、それらは口や鼻にするっと入り込んで喉のどを灼しやく熱ねつに焼いた。呼吸が困難になって膝ひざをつく。

「うっ……ぐうっ」

「ふふ。悶もだえ苦しむ君の姿って、妙みような色気があっていいね。このまま死んじゃいなよ……何っ⁉」

　獣けものの咆ほう哮こうが響ひびき、ミュゲは大きく後ろに飛び退ずさった。

　がつっと音を立てて白金の獣が着地する。火花を散らしながらミュゲを威い嚇かくする貘ばくの後ろから、倒たおれかけたレンを受け止めた者があった。

　真しん珠じゆの男が逆さに映り込む。

「まったく、振り回してくれるよ君は」

「……ヴァレリー」







「なるほど、夢む魔まはここにいたわけだ」

　冷れい酷こくな声でヴァレリーが言った。だが、対するミュゲの瞳ひとみは大きく潤うるみ、偉い大だいなる者に対するがごとくに跪ひざまずく。つい今までとはまるで異なる態度に、レンは呆あつ気けに取られた。

「ああ……我が王よ……虚うつろなる夢の主あるじよ……！」

「王？」

　さらにミュゲから飛び出した言葉にますますわけがわからなくなる。

　王、とはすなわち夢魔の王。ノワールもしくはブランシュのことを指すのではないのか。

　それなのに、なぜミュゲはヴァレリーを王などと呼ぶのか。

「夢魔に傅かしずかれる理由はない」

　ヴァレリーに侮ぶ蔑べつも露あらわに見下ろされても、ミュゲの視線に変化はない。

「ええ、その通りですとも。僕など、貴方あなたのお目に留とまる資格もない塵ちりにしか過ぎませぬ。しかし、貴方は我等にとって崇すう拝はいに値あたいすべき御お方かた。幸運にも貴方への拝はい謁えつが叶かなった今、こうすることこそ僕の喜びなのでございます……！」

「どういう意味だ」

「何と！　貴方は覚えていらっしゃらないと？」

　心底驚おどろいたようにミュゲは嘆たん息そくするが、すぐに得心したように頷うなずいた。

「これは異なこと……いえ、当然であると言うべきかもしれませぬ。なぜなら、そうあることこそが夢の王の願いであったでしょうから……。それより、王よ。そこなみすぼらしい半はん端ぱ者より、僕を仕えさせてはいただけませぬか」

　ちらっとレンを見て、ミュゲは言い継ついだ。

「僕ならば全身全ぜん霊れいで貴方に忠誠を誓ちかい、お仕え致いたしましょう。貴方が望むならば、幾らでも供く物もつを御ご前ぜんに捧ささげることを誓います。人が夢を見るほどに悪夢もまた無限。この世に獲え物ものは無数にございますゆえ」

「……っつーか、何わけのわかんねえこと言ってんだお前は！」

　話について行けずに思わず喰くってかかるレンを、ミュゲはあっさりと無視した。彼の視線はあくまでヴァレリーのみに向いている。

「お前は私のことを知っているらしいな」

　冷酷な眼まな差ざしのままヴァレリーが微笑ほほえむ。

「だが、私は夢魔などを仕えさせる趣しゆ味みはない。私の隣となりはすでに埋うまっていてね。空きの予定はない」

「……そのような、役に立ちそうもない者を……」

　ミュゲの眉まゆがきりりと上がる。唇くちびるを嚙かみ締しめてレンを睨にらむミュゲの瞳は憎ぞう悪おに歪ゆがんでいる。

「お前に彼の価値をわかる必要はない」

　ヴァレリーの髪かみが乱れる。貘がミュゲを襲おうと跳ちよう躍やくし牙きばを剝むく。だが、ミュゲは身軽に避よけては両手首の模様から毒霧を吹ふき出した。目くらましになるのか貘の動きが鈍にぶる。

「獣のくせにしつこいよ。──王よ、お許しを」

　ミュゲは手首から白い小さな球を出すと、動きの鈍くなった貘の目に向けて弾はじいた。

　球は見事に貘の両目を潰した。貘の悲鳴が上がると同時にヴァレリーの腕うでが引き裂さかれた。血ち飛沫しぶきが飛び、貘が細切れの火花となってヴァレリーの腕へと戻もどる。

「……っ」

「ヴァレリー⁉」

　苦痛に顔を歪めて身体からだをぐらつかせたヴァレリーをレンは支えた。だが、重さで二人共に膝をついてしまう。

　ヴァレリーと貘は繫つながっている。ヴァレリーは貘がいるからこそ生き長らえているという。それゆえに、貘が受けた攻撃は直接ヴァレリーにも影えい響きようするのだろう。

　ヴァレリーはすぐさまクラバットを外すと、歯を使って手早く腕に巻き付けた。顔色が悪い。予想以上の深ふか傷でを負ったのかもしれない。端たん整せいな顔に汗あせが一筋流れ落ちた。

「私は大だい丈じよう夫ぶだ。それより、君も協力してくれたまえ。君の模様と私の模様とを合わせるんだ。そうすれば、恐おそらく以前のように夢魔の世界を壊す力が……」

「……出来ない」

　腕を伸のばそうとしたヴァレリーから、レンは一歩退いた。

「何を言っているのだね。そこにいるのは夢魔なのだよ。すぐにでも仕留めないと！」

「俺は店を潰した……バタイユや皆みんなの夢を壊してしまったんだ。そんな俺は、あいつを倒せないよ……」

「夢魔が関かかわったという時点でこの店はすでに終しゆう焉えんを迎むかえていた」

「で、でも」

「しっかりしたまえ。バタイユは〝目覚めぬ夢〟に手を出した……夢には現実が伴ともなう。夢は希望となって強さになるが、反面現実の酷むごさは弱さとなる。その現実から目を逸そらして夢だけを追い求めた結果があれだ。あの男は自分自身に負けた。それだけのことだ」

　冷酷ながらもその言葉は灼熱を帯びていた。まるで、バタイユを通して誰だれか別の人間のことを重ねて責めているように聞こえた。
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「自身の弱さが夢魔に付け入られる。夢を叶えたいと思うのは誰もが同じだ。しかし、誘ゆう惑わくに負ければ自じ滅めつが待っている。だからこそ私は……国を……リセッテンルークを……」

　言いかけてヴァレリーは我に返ったように言葉を濁にごした。口を覆い、乱れた心を静めるように強くまぶたを閉とざす。

　やがて、ヴァレリーはすっくと立ち上がると血の滲にじむ右みぎ腕うでを上げた。様子を窺うかがうミュゲに再び火花を散らして現れた貘を向ける。

　低い声が洩もれた。

「行け。喰い尽つくせ」

「……やめろっ‼」

　身体が自然に動き、レンはミュゲを貘から庇かばうように前に出た。貘の巨きよ大だいな口が、牙がレンに襲おそいかかる。

「レン！」

　ヴァレリーの叫さけびが遠く聞こえた。喰われる、と覚かく悟ごした。だが。

　かっと左腕が熱く燃え上がった。レンは目を見張る。

　左腕の模様が激しく発光していた。貘の動きが止まり、みるみる内にその姿が歪んだ。

　渦うずを巻きながら、レンの模様の中へと吸い込まれてゆく。

「なっ……何だ、これ……っ！」

　どん、と腹の底で重い音を感じたと同時に、世界が景色を変えた。







　奇き妙みような模様は消えない刻印となった。これのおかげで、自分はごくまっとうな生活に別れを告げた。いや、強制的に告げさせられた。あの男のせいで、自由すらも奪うばわれた。

　──こんなことでいいのか。

　声が聞こえる。一滴てきの雫しずくが水面に落とされたように、声は反はん響きようしながら深い眠ねむりに落ちているレンの耳に反響する。

　──このまま、あの男に囲われるような生活で本当にいいのか。

　──あの男は自分の目的のためにお前を利用しようとしているだけだ。

（そうかもしれない）

　あの人当たりの良い笑え顔がおも優やさしさも、恐らく冷酷な本ほん性しようを隠かくすためのもの。自身の目的を遂とげるためなら、彼は喜んで犠ぎ牲せいの羊を祭さい壇だんに捧げるだろう。それは、恐らくレンなのだ。

　──逃にげてしまえ。

　再び声が聞こえた。誘惑の声だった。

　──一刻も早く逃げるんだ。でないと、お前は自分の夢を叶えることは出来ない。パティシエなどになれるはずもない。

　そうだよな、とレンは思う。早く、すぐにでもあの男の元から逃げなければ自分は夢を叶えられないと思う。

「そう、逃げてしまえばいいんだ。夢に」

　新たな声にレンは振ふり向むいた。美しい音楽が鳴り響ひびく中に、一人の少年が椅い子すに座っていた。

　椅子と言っても普ふ通つうの椅子ではない。背せ凭もたれは細長く、金銀の花や葉を彫ちよう刻こくした中に色とりどりの宝石が埋め込まれている。

（まるで王様が座る椅子みたいだな）

「そうだよ。これは玉座」

　レンの心情を見み透すかしたように少年は笑った。陰いん鬱うつですらある微笑みは、どこか異様でレンをぞっとさせた。

（いや、それよりこいつ）

　似ている、とレンは思った。髪の色こそ黒いが、あの男によく似ている。瞳ひとみ以外、全身に真しん珠じゆのような白を纏まとう男に。

「未来を作ることの出来る者だけが座ることを許される至高の椅子だよ。だから、本当は私が座ってはいけないものなんだ」

　言うと、くつくつと少年は掠かすれた声で続けた。

「でもね、他ほかにいないから。私以外には誰も残らなかったから座るしかなかった。未来を残せない私でも座ってさえいれば、この国は王国で在あれるから。いずれにしても、この国はもう滅ほろびしか残されていないのに」

　笑い声は続いていた。けれど、レンにはその笑いが嗚お咽えつに聞こえた。

　悲しみが深すぎて、絶望の底に行き着いて、もう笑うしかない者が発する笑いのように感じたのだ。

「だから、私は夢を見る」

　言葉もないレンの前で、少年は天を仰あおいで独ひとりごつ。

「私のいない世界を。私が生まれない、過去へと還かえる世界を夢見る……」

　少年の背後で音楽が大きさを増した。緩ゆるやかに立ち上のぼる紫し煙えんを思わせる旋せん律りつだった。まるで深い眠りに誘さそうような。

「これは滅めつ亡ぼうの曲。『滅めつ亡ぼう交こう響きよう曲きよく』」

「『滅亡交響曲』……」

「私と引き換かえに世界を還す音楽だよ。私をこの世界から滅亡させる音楽……」

　陰鬱な囁ささやきが続く。

「君も逃げたいならば一いつ緒しよに逃げよう。早く。一刻も早く。逃げて夢を叶かなえるんだ」

　伸ばされた腕がレンの手を取る。共に行こうと誘う。旋律が深まるにつれ、レンの思考もまた緩んでゆく。

　そうだ、それが良い。逃げて逃げて逃げて逃げて──。

　踏ふみかけた一歩をレンは留とどめる。

　──でも、逃げてどうなるってんだ？

　新たな水すい滴てきが落とされ、耳に届いた。それは疑問となって、それまで逃げの体勢に入っていたレンの足を引き留める。

　逃げてどうにかなるほど、お前の夢は簡単なものなのか？

　違うだろう。あの男の側そばにいようがいまいが、夢は簡単に叶えられるものじゃない。

　容易たやすく叶えられるほど、本当の夢は手軽ではない。

（人生良いことばかりでもなく、悪いことばかりでもない）

　だから、とレンは重く閉ざされたまぶたを開く。

　決意に輝かがやく瞳が夢だけではない現実を直視する。




「関係ねえ！　どんな状じよう況きようになろうが俺は立ち上がる！　転んだまま終わってたまるか！　一緒にするな！　俺は滅びてなんかやらない。そのための手と足と夢が俺にはあるんだよ‼」




　ぐんなりと旋律が崩くずれた。

　目を見開いた少年の身体からだが瞬しゆん時じにして砕くだけ散る──。







「な、な……何が起こってる……」

　輝くばかりに腕うでの模様を露あらわにしたレンに、困こん惑わくを隠せない様子でミュゲが後あと退ずさる。

「王の……下僕たる貘ばくをその身に入れるなんて……。君は一体……どんな、力を」

「んな力なんざ知るか」

　レンはミュゲを見つめた。その目はさっきとは違い、澄すんだ輝きを放っている。

「俺は確かに悪いことをしたんだと思う。店の奴やつ等はこれまでの環かん境きようから放ほうり出されて、今までのような生活は出来なくなるかもしれない。でもな」

　身を引いたミュゲに向けて、レンは拳こぶしを固めた。

「それだけでダメになっちまうほど、人は弱くないって信じたい。それがたとえ理想だろうが俺はそれを願って祈いのる。夢は消えてもまた蘇よみがえらせられるって信じてる」

「そんなのは綺き麗れい事ごとだ！　僕達の現実を知らないからそう言えて……」

「ジョゼ……イリスだってそうだった。あいつは兄貴を麻ま薬やくで失って、ここに売られて夢を一度は諦あきらめた。でも、あいつはまた夢を蘇らせたんだよ」

「！」

「だから、信じている限り夢は蘇るって思う。何度諦めても、絶望しても、それを越こえて再生するって。バタイユだって、現実を見られるようになったら店を再興させて、また少年達の世話をするようになるかもしれない。……身売りさせるのが良いことだとは思わないけど」

「……くっ」

　返す言葉に詰つまったか、ミュゲはいきなり背を向けた。レンの模様から白い稲いな妻ずまが飛び出す。

　振り返ったミュゲの顔が恐きよう怖ふに引き攣つった。

「やめっ……貘！」

　レンの制せい止しも聞かず、顔を庇かばうようにして上げられた腕、その手首の模様が巨きよ大だいな獣けものによって食い千ち切ぎられる。

　血ち飛沫しぶきと耳を覆おおわんばかりの絶ぜつ叫きようが空間に響き渡わたった。

「ミュゲ‼」

　駆かけ寄ると、ミュゲは両手首からどくどくと血を流して倒たおれていた。思わずぎっとヴァレリーを睨にらむと、彼は疲ひ労ろうし切った顔で言った。

「これでも手加減したのだよ」

「……けど！」

「彼はすでに夢む魔まに食い尽つくされていた。もう手て遅おくれだったのだよ。──見たまえ」

　ヴァレリーの示した先を見て、レンは絶句した。

　ミュゲに変化が訪おとずれていた。彼の滑なめらかな肌はだは急激にかさつき、深い皺しわが刻まれてゆく。小こ柄がらな身体が一回りも二回りも小さく縮んでいた。

　少年が老人へと早変わりしていた。

「ど……ういう、こと、なんだよこれ……」

「夢魔に喰くわれて肉体を奪うばわれた者の末路だよ」

　顔色を失ったレンに、ヴァレリーは淡たん々たんと告げた。

「夢魔が肉体を奪った者の夢を叶えた後、新たな肉体へと移ろうとした時、それまで宿っていた肉体はどうなるのか？──こうなってしまうのだよ」

「……！」

「夢魔に乗っ取られていた人間の肉体はそれだけで異常な状態だ。夢魔が消えて異常がなくなっても、その肉体の持ち主だった人間の魂たましいはすでに亡ない。魂の宿らぬ肉体はただの肉の塊かたまりだよ。生きる目的のないそれは、こうやって萎しなび、やがて文字通りに塵ちりと化してしまう……」

「そんな……！　じゃあ、ミュゲは」

「ミュゲという少年はすでにこの世に亡かったさ。夢魔に肉体を奪われた時点でね」

　ヴァレリーは首を振る。全すべては遅おそかったのだと表情が言っていた。

　ミュゲはもう肉の塊のみだと言われても、その現実を今こうして目まの当たりにしても、レンはなかなか受け入れることが出来なかった。とめどなく流れる血を止めようと必死だった。血を止めれば、どうにかなるとでも言うように。

　──大人になるのは、嫌いやだよ。

　模様の消えた手首を押さえつけていると、か細い声が聞こえた。ミュゲの声だ。

「ミュゲ……？」

　──だって、大人になったら僕はきっと子供を虐ぎやく待たいするよ。僕がそうされたように。僕はそれが怖こわい。怖くて怖くてならないんだ。

　──だから、僕は絶対大人になんてなりたくない。醜みにくい大人になんて……。

「ミュゲ！　ミュゲ、どこにいる。お前、まだそこにいるのか！」

　──夢がね、あったんだよ。

　レンの言葉に応じているとは思えないが、ミュゲの声が続いた。

　──母さんをね、鈴すず蘭らんの畑に連れて行きたかったんだ。鈴蘭って、幸福を意味するだろ？　ずっとずっと昔にね、一輪だけ持って帰ったらすごく喜んでくれたんだよ。後にも先にも、母さんの笑え顔がおを見たのはあれだけだった。嬉うれしかった。

　──それが僕の夢だったよ。もう、決して叶えられないけれど……。

「鈴蘭。鈴蘭の……畑……」

　その言葉がレンの記き憶おくを刺し激げきする。死に逝ゆくミュゲを見守るヴァレリーの腕を摑つかむ。

「頼たのみがある」

「……何だね」

「こいつを運んで欲しい。こいつの魂はまだ残ってる」

　ヴァレリーの目が見開かれた。

「馬ば鹿かな。彼はすでに夢魔に食い尽くされて……」

「違ちがう」

　否定する。そう、レンには確信があった。

　ミュゲを喰らった夢魔は言っていたではないか。

　この花のパサージュに並ぶ店てん舗ぽ、その人間の形をしたトピアリーは、夢魔が今まで喰らった少年達の夢の残ざん骸がいなのだと。

　だったら、まだ間に合うかもしれない。可能性があるなら最後まで希望に賭かけたい。

　レンはがばりと頭を下げた。

「頼むよ！　こいつを、ミュゲを運んでくれ……こいつの夢の元へ！　こいつの魂と夢はまだ完全に失われてはいないんだ‼」

　真しん摯しなレンの瞳ひとみに動かされたのか。ヴァレリーは頷うなずき、すっかり軽くなったミュゲの身体を抱だき上げた。







　芳ほう香こう溢あふれる鈴蘭の店舗にトピアリーは立っていた。

　しかし、香かおりは生命の最さい期ごを飾かざる短い輝かがやきに過ぎなかった。《永遠》に巣喰っていた夢魔の滅ほろびと共に、ミュゲの夢の残骸もまた色いろ褪あせ始めていた。鈴すずの花がぽろぽろと、儚はかなく崩くずれてゆく。ついさっきまで続いていたミュゲの声も、今はもう聞こえない。

　それでもレンはトピアリーに左手を伸のばした。刻まれた模様に反応しているのか、花の落ちる速度が増すにつれ、奥に隠かくれていたものが露わになってゆく。

「ミュゲ……！」

　鈴蘭を褥しとねにミュゲが現れた。触ふれようとして、手がミュゲをすり抜ぬけたことにレンは愕がく然ぜんとする。

『いいんだ』

　まぶたが開き、淡あわい緑の瞳が穏おだやかにレンを見た。

『こうなったのは、自分のせいだもの。だからもういいんだ』

「何がいいんだよ」

　どうしようもない自分のもどかしさにレンは声を震ふるわせた。

「このままじゃ、お前、全然救われないじゃないか……！」

『救われたいだなんて思ってないよ。むしろ、僕なんてこのまま消えてしまった方が世のためになるよ。だって、僕は大人になんてなりたくないもの。大人になったら、僕は子供を』

「バカ言うな！　お前は虐待される辛つらさを知ってる。大人になりたくないって願うほど苦しみを味わったお前が、どうして大人になって子供を虐待したくなるんだよ！」

　レンの叫さけびに、ミュゲの瞳が見開かれた。純然たる驚おどろきの表情だった。

「だってそうだろ。大人になって、自分が子供の頃ころにされた嫌なことを他人に繰くり返すことに何の意味があるんだ。結局、昔の自分を思い出して傷つくだけじゃないのか」

『ロテュス……』

「そりゃ、未来のことなんてわからねえよ。うっかり手を出してしまうことだってあるかもしれない。けど、それが虐待になるだなんて俺は思わない。俺は、虐待された奴やつほど暴力の痛みを知ってる奴はいないと思うから」

　まっすぐにミュゲを見つめ、レンは笑った。

「だから、逃にげ出そうとしないで戻もどって来いよ。人生、悪いことばかりじゃない。生きてれば、きっと良いことがあるさ」

『……生きてれば』

「夢が見られる。だから、夢を見ようぜ。希望を」

　こくりとミュゲが頷く。力強い言葉が叫ばれた。

『うん。もう一度、僕は、生きたい……！』

　零こぼれ落ちる鈴蘭の花の中からミュゲの手が伸びた。実体のないそれはレンの手をすり抜けようとする。だが、そんなレンの手をヴァレリーが握にぎる。瞬しゆん間かん、それは起こった。

　レンの左ひだり腕うでとヴァレリーの右腕に刻まれた模様が空中に立ち上がり、重なったのだ。

　紋もん章しようのようになったそれは光を放ちながら形を変えると、驚きに目を見開く二人の前で一ひと際きわ強く輝き、目を眩くらませた。

「ぅわっ……！」

　光の紋章が誘さそうようにミュゲの身体からだを包む。

　ミュゲに新たな変化が現れた。醜く萎びていた顔が、肉体が若さを取り戻してゆく。それはさながら、死してなお未来へと子孫を残してゆく花の生しよう涯がいと未来の再生に似て──。

　ふわん、と芳ほう香こうが立ち、視界が鈴蘭に彩いろどられる。それらの一つ一つが揺ゆれ落ちる度たびに、新たな景色が映った。

　赤と白の薔薇ばらに彩られた白はく亜あの城。玉座にある美しき黒くろ髪かみの少年。どこか病やんだ虚うつろな眼まな差ざしの顔は、何かに取り憑つかれたように恍こう惚こつとしている。

　さっき貘ばくが左腕に入った時にも見た少年だった。やはり似ている。

（ヴァレリーなのか……？　こいつの、過去？）

　光が薄うすれてゆくと同時に鈴蘭の雨は降り終わり、映像は途と絶だえた。

　パサージュも消えていた。周囲は殺風景な部屋だった。古い大道具や衣装が無造作に置かれている。《永遠》のどこか使われなくなった一室のようだ。

　横たわるミュゲの胸が上下していた。幼い顔つきはそのままだが、頰ほおの血色は悪くない。

「ミュゲ……助かった、んだな……」

「助かった、というよりは、新生したと言うべきかね」

　ヴァレリーも半ば放心の体で呟つぶやく。

「驚かせてくれるよ。君と私の力は夢む魔まの世界を破は壊かいするばかりではなく……まだここに魂たましいが残されていたとはいえ、夢魔に喰い尽つくされた人間を再生するとはね。ならば……使える」

「は……？　使える……？　それより……腹減った……」

　全身から力が抜け、へなへなと頽くずおれかけるレンをヴァレリーが支えた。夢魔の力を使った代だい償しようだ。身体が甘い夢を求めている。

「飲みたまえ」

　顎あごが持ち上がり、喉のど奥おくに蜂はち蜜みつめいた仄ほのかに生なま臭ぐさみのある甘さが流れ込んで来る。ヴァレリーの腕うでの模様から滲にじんだ液体で、悪夢喰くいの貘が不要物だとして吐はき出す甘い夢だ。

　ふうとレンは溜ため息いきを吐つく。甘い夢の効果は抜ばつ群ぐんで、すぐにレンは身を起こす。

「助かったよ」

　口元を拭ぬぐってレンは言った。

「なに、どうということもないがね」

「違う。俺が言いたいのは、甘い夢のことじゃない。ミュゲのことだ」

　ヴァレリーが首を傾かしげた。レンはまっすぐに彼を見つめる。

「俺一人じゃ、ミュゲを助けられなかった。あんたがいて、協力してくれたから……。あの時、手て遅おくれだってわかってても運んでくれたから、こうやってミュゲを救うことが出来たんだ」

「レン」

「感謝するよ。ありがとう」

　ヴァレリーの目が見開かれ、次いで表情が変化した。

　微び笑しよう。しかし、それはいつも彼が見せる優美なものではなく、明らかに歪いびつな、不安を喚かん起きさせるもので、知らずレンは背筋を震わせた。

「おい？　どうした？」

　変なことでも言ったのだろうかとヴァレリーを覗のぞこうとすると、いきなり左腕を摑つかまれた。痛みさえ覚える力強さにレンは思わず顔を顰しかめる。

「全くおかしな運命の流れだ。永遠を叶かなえようとした夢魔が、失われていた私の最後の一ひと欠片かけらを埋うめ、かつ解決策まで与あたえてくれるとはね」

「は……？　何……」

「思い出したよ」

　尋じん常じようではない低い呟きは、陰いん鬱うつな喜びを宿してレンをさらなる不安に陥おとしいれてゆく。

　口の中が異様に乾かわいて、息を飲み込むことすら拒こばむ。

「そう、思い出した……なぜリセッテンルークが滅んだのか。私一人が生き残った理由も、ノワールがどうなってしまったのかも、全すべて」

　貘がこの腕の模様に入った時と、ヴァレリーと模様を重ねた時に現れた少年が、狂きよう気きを孕はらんだ目の前の男に重なる。

「何という無様な茶番劇だったことか。しかし、そんな下らない劇ももう必要ない。私はようやく終わらせることが出来る。君の悪あしき夢を良き夢に戻す力……再生の力でね」

　言うなり、ヴァレリーは足早に歩き出した。レンも勢いのままにずるずると引き摺ずられてゆくしかない。わけがわからずレンは暴れた。

「てめえ離はなしやがれ！　どこに連れて行こうってんだ！　つーか、ミュゲ！　ミュゲをあのまま放っておけるか……っいていて痛いってええ‼」

　レンがどれほど喚わめこうとも、ヴァレリーは完全無視だった。まるで何かに憑かれたように進んでゆく。レンの背筋を嫌いやな汗あせが伝った。

（こいつかなりヤバい！）

　戻った記き憶おくによるものか、ヴァレリーは見るからに正気を欠いていた。その内容がわからないだけに一層恐おそろしいのだが、とても聞ける雰ふん囲い気きではなく、これ以上暴れては何をされるか知れない恐きよう怖ふも感じた。

　とりあえず、目下のところは大人しくしていた方が身のためだ。

（疲つかれちまっちゃ本ほん末まつ転てん倒とうだ。いざ逃げるとなった時のために体力は残しておかなきゃな）

　大都会の下町育ちらしい現実思考でレンは抵てい抗こうをやめると、振ふり向むくことすらしないヴァレリーについて行くことにする。真っ白だった思考も冷静さの色を取り戻し始めた。

（使える、とか言ってたな。俺の力……悪しき夢を良き夢に戻す力が使える？　それに、終わらせるって……）

〝終わり〟という言葉がひどく不ふ吉きつだ。

　夢の全てを取り戻した男は、一体何を終わらせるつもりなのか。

　思考を巡めぐらせている内に、ヴァレリーは足を止めた。

　この地下にある幾いくつとも知れない数の騙し絵トロンプ・ルイユの一つだった。

　左右に豪ごう奢しやな門柱を構えたその先は奥まで暗黒に彩られ、何一つ見ることが叶わない。レンは自然と上を向いていた。

　PASSAGE Grand Cauchemar　──グラン・コシュマール通り。

（偉大なるグラン・悪夢コシユマール……？）

「さあ、私は帰って来た。門を開けよ！」

　ヴァレリーが高らかに叫ぶなり、騙し絵が動き始めた。平面だったものが前面にせり出して現うつつとなり、門がゆっくりと開いた。灯とう火かが左右同時に炎ほのおの花を咲さかせ、闇やみに眠ねむっていた秘ひ匿とくの場所を照らし出してゆく。

　有り得ない現実にくらくら来た。これは一体何なのか。そもそも、なぜヴァレリーが夢魔が操あやつる世界であるパサージュを展開させたのか。

　一つの予感が、レンを戦せん慄りつさせる。

　かつて、黒の王ノワールに夢を喰われたことがあると言ったのはこの男だ。

　だが、もしかしたらそのノワールは。

（まさか、こいつ……！）

　開いた門の中へと、ヴァレリーはレンを引き連れてゆく。左右に奥へと続くのは、店てん舗ぽではなく巨きよ大だいな油絵だった。宗教画のようにある場面を切り取った絵画は、中世と思おぼしき時代から始まり、近代、現代へと続いているようだった。

　戦せん塵じん舞まう中を王おう冠かんを被かぶった男に添って馬を走らせる家臣と思しき男。その男が主君より新たなる王冠を与えられる図。堅けん牢ろうでありながらも美しい城とその中で繰くり広げられる絢けん爛らんたる宴うたげ、老ろう若にやく男なん女によの生き様と死──。

　しかし、それのどれ一つをも目に留とどまらせることなくヴァレリーは突つき進んでゆく。まるで生き急ぐかのように。

　その中で、レンは見た。黒髪と陰鬱な瞳ひとみすら美しい少年を。

　少年の黒真しん珠じゆの瞳と目が合ったと思った時、異様な力にレンはヴァレリーから引き離はなされていた。解放されたというよりは、まるで後ろから無む理り矢や理り引っ張られているようだ。抵抗すらままならない。

「うわあっ」

「レン⁉」

　予想外の事態に驚おどろいたのはヴァレリーも同じだった。即そつ刻こく体勢を整えると、苛いら立だちと焦しよう燥そうの入り混じった恐おそろしい形相でレンを追いかけて来る。だが、速度はレンを引っ張る謎なぞの力の方が強いらしい。見る間にヴァレリーの姿が遠ざかってゆく。

「くそっ、ここは私の世界だぞ！　それなのに何が……！」

　珍めずらしく汚きたない言葉で叫さけぶヴァレリーが、髪かみを振り乱みだしながら必死に腕を伸のばした瞬しゆん間かん。

　ふわりと身体からだが浮うき、レンはその場から消えていた。







　第六章　偉大なるグラン・悪夢コシユマール







　浮ふ遊ゆう感はほんの僅わずかな時間だった。固い床ゆかに尻しりを盛大に打ち付け、涙なみだ目めになってレンは叫び声を上げた。

「……っ痛てええええ[image: !!!]　な、な、何が起こってるってんだ……。ってか、ここ、どこだよ⁉」

　床はあるが、周囲には何もない。陽光に舞まって輝かがやく塵ちりのようなものが、ゆらゆらと漂ただよっているだけの無限に白い空間だった。

　暗く閉とざされた場所以上に気味が悪いのは、指標となるものがないからだろうか。上下左右の感覚を捉とらえられないことが、こんなにも人を不安にさせるとは思わなかった。

「棄き界かいだよ」

　背後からの返答に、レンは今度は素すっ頓とん狂きような声を上げて飛び上がった。混乱しながらも振り向き、構えの姿勢を取ってぽかんと口を開ける。

　天使のような、しかしどこかぽやんとした笑え顔がおが特とく徴ちよう的な青年が、にこにことレンを見つめている。いつものだらっとした服装も加え、緊きん張ちよう感の欠片かけら一つない様子にこちらの方が脱だつ力りよくしてしまいそうだ。

「あ、あんた……っ」

「やあ、しばらくぶりだったね」

「ガブリエル……」

　店が検挙されて後、行方ゆくえ知れずだった青年の登場にレンは困こん惑わくしていた。

　なぜ、彼がここにいるのか。一体今までどこにいたのか。

「あんた、何者なんだ」

「ガブリエルだよ」

「今さらはぐらかすつもりかよ！」

「はぐらかすも何も、その通りのことを言ったまでなんだけどなあ」

　とは言え、この場にいることこそ、ガブリエルの正体を示しているも同じだ。

「……あんたも、夢む魔まなんだろ」

　低く問う。ガブリエルは肩かたを竦すくめるだけだった。

　どうしてか、それと認めたくはないらしい。

（わかんねえな。ミュゲを喰くった夢魔も、夢魔って呼ばれるのが嫌そうだったけど……）

「ガブリエル……あんたが、〝目覚めぬ夢〟を作ったのか？」

　夢魔とわかれば、遠回しな問いは不要だった。

「そうだよ」

「……！　どうして！　あれは麻ま薬やくじゃないか！」

「うん。だから？　僕はパティシエとしての使命に駆かられただけだよ。元々、砂さ糖とう漬づけとして作られていたのを美味おいしくなるよう改良しただけ。だって、味が今一つだったもの。品質を高めなければお菓か子しとしての商品価値はないも同然だよ。君もパティシエを目指してるならわかるよね？」

「それとこれとは話が違ちがうだろ！　〝目覚めぬ夢〟のせいで死人まで出てるんだぞ！」

「街に出回った粗そ悪あく品にまでは責任取れないなあ。だって、彼等は夢を見たくて手を出したわけでしょ？　一ひと時とき、その甘い夢を見て死ねるならそれは幸せなことじゃない。死に様がどうあれ、彼等は幸福の中で死んだと思うなあ」

　のほほんと言い切った彼にレンは戦慄した。

　理解出来ない。罪悪感もなく、幸福と死を同義にしてしまえる彼が。

　だが、それが夢魔という存在なのかもしれなかった。彼等の目的は、夢を見返りに人間の肉体を奪うばうこと。それ以外はどうでもいいのだ。

「これ、お前の仕し業わざかよ」

　ぎっと睨にらみ付けるが、ガブリエルは頭かぶりを振った。

「残念。違うよ」

「だったら、何であいつは……！」

「知りたい？」

「当然だろ！　説明一つないんだぞ。それなのに、あいつはてめーの都合だけで俺を……」

　その先は言葉にならなかった。

　強制的に相棒関係を求められた時点でわかっていたことなのに。

　あの男が自分と組みたがったのは、恐らく彼の目的……失った夢を取り戻もどし、ノワールに復ふく讐しゆうを遂とげるのに利用するためだ、と。

　最初から利害絡がらみで自分達の関係は成り立っている。承知の上で、レンもヴァレリーの元へと行ったはずだ。それなのに。

（どうして、裏切られたような気分になってるんだよ……）

　自分の心理が不可解だった。馴なれ合ったつもりはない。警けい戒かいを怠おこたったことも。手て懐なずけられるなど以もつての外ほかだ。

　それでも、このたった一ひと月つき余りで変わっていたというのか。自分の心は、知らない間に意思すら超こえてあのロクデナシ男に近づいていたと？

（有り得ねえ……）

　愕がく然ぜんと落ち込みながらも、一方でレンの腹の底はぐつぐつと煮にえて来る。

「……ムカついてきた」

　集約するとこれに限る。これ以上、頭のおかしな男の行動については行けない。

　が、このまま放置するのもどうかと思う。

「一発ブン殴なぐらなきゃ収まらねえ」

「だよねえ。でもね、一応警告しておくよ。知るってことには覚かく悟ごがいるよ？」

　試ためすような言葉に、一いつ瞬しゆんレンは気勢を削そがれる。

「後こう悔かいするって言いたいのか」

　それほど、自分には背負い切れない重い何かがあの男にあると言うのか。

「君が望むなら、このまま永遠に彼と離り別べつさせてあげられるよ。ここは、彼のパサージュとは違う異空間だからね」

「そういえば、棄界とかって言ってたな。何なんだそりゃ」

「人の叶かなえられないまま終わってしまう夢が最後に行き着く廃はい棄き場、とでも言えばいいのかなあ？　夢魔の生まれる場所でもあってね」

「夢魔の生まれる場所……だって？」

　予想外の言葉に目を丸くするレンに、ガブリエルは天を仰あおぐような仕草をした。

「ここに漂ってる塵みたいなもの。これはね、いろんな理由でこの世に生まれ落ちることのなかった人間の生命なんだよ。これらが集まってやがて夢魔になるんだ」

「生命……これが？」

　人の肉体を奪う凶きよう悪あくな存在である夢魔が、元はこんな儚はかなげなものだとは到とう底てい信じられない。

「まあ、だからって夢魔を見て見ぬ振ふりをしろとは言わないけどね。それより、本当に逃にげなくていいんだ？」

「……。知らないまま逃げるのは簡単だけど、それだけだ。知れば、後悔しても対処法を考えられるだろ。男に二言はねえ」

　強い視線でガブリエルに対すると、彼は笑みを深くした。

「君は強い子だね……嬉うれしいよ」

「あんたに喜ばれる理由もわからないがな。とりあえず、俺はあいつを一発ブッ飛ばす。それだけだ」

「あはは、なるほどね」

　軽かろやかに笑いを響ひびかせると、ガブリエルはくいっと手首を回してから指先を前方に向けた。

　空間が開き、ヴァレリーに引き連れられていた回かい廊ろうが再び現れる。

「じゃあ、ぼちぼち行こうか。こっちから出向かなくても彼の方からやって来るだろうけどね。それまで、このパサージュの話をしよう」







　やけに足音が響き渡わたる中、ガブリエルが歴史教師のように語り出す。

「PASSAGE Grand Cauchemar　──グラン・コシュマール、すなわち〝偉い大だいなる悪夢〟通り。ここはね、リセッテンルークという国の王がかつて見た夢だよ」

「リセッテンルーク……あいつの出身だって国か」

「聞いたことがあるんだね」

「ほんのちょっとだけだ。周囲を四つの国に囲まれた小さな国だって聞いた」

　そして、ヴァレリー以外は誰だれも知らない国。それ以外のことはレンにはわからない。ヴァレリーは教えてくれなかったし、レンもさほどの興味は覚えなかった。

　その時、突つっ込んで聞いておけば、人が変わったような行動を取る彼にも自分は納なつ得とくしていたのだろうか？

「リセッテンルークの歴史は三百年も前に遡さかのぼる」

　一つの絵画の前でガブリエルは立ち止まった。

　戦争画だった。

「当時、群ぐん雄ゆう割かつ拠きよを極きわめていたこの大陸西部におけるフォッテンバイン帝てい国こくの家臣、リセッテンルーク侯こうが地方の鎮ちん圧あつに成功した報ほう酬しゆうとして授さずけられた土地が始まりだ」

　ガブリエルの指が、王おう冠かんを授かる男に向けられる。

「当時は、戦争時における前線の役割もあっただろうね。まあ、政治的なことはさておき、国の新興後、間もなく大陸の国同士で和平条約が結ばれ、リセッテンルーク王国は栄さかえていった。けれど、歴史を司つかさどる神は世界をいつまでも平和にさせてはおかなかった」

　新たにガブリエルが示した絵に、レンははっとする。

　女性の肖しよう像ぞう画がだった。それだけならば、別段目を奪われることはない単なる絵に過ぎなかっただろう。

　だが、濡ぬれるような黒くろ髪かみと黒真しん珠じゆを思わせる妖よう艶えんな瞳ひとみ、際きわ立だつ白い肌はだとどこか傲ごう慢まんな雰ふん囲い気きがあまりにも酷こく似じしている。

「……ヴァレリー……？」

　違うのは髪かみの色だけと言っていいほどだ。彼の母親なのだろうか。

「彼女はエリーゼ・シュトラウト・フォッテンバイン。帝国の姫ひめで、リセッテンルークに降こう嫁かして来たお姫様だ。今から百五十年は昔の女性だね」

　ガブリエルの指が、絵の表面すれすれを撫なでる。

「文ぶん献けんによれば、とても聡そう明めいで美しい女性だったそうだ。けれど、彼女がリセッテンルークに悲劇をもたらした張本人だ」

「悲劇……？」

「彼女が降嫁した直後、帝国が滅ほろびた。すでにその頃ころ帝国は弱体化し、古王国の威い厳げんだけで保もっていた。そこを他国に攻せめられひとたまりもなかったんだ。帝てい室しつの面々は次々に処しよ刑けいされ、エリーゼ姫以外の血は断絶したかに思われた。ところが、一番下の弟王子は身代わりを処刑させ、生き延びてリセッテンルークへと落ち延びて来た」

　語ろうとする内容とは真逆の明るさでガブリエルは続けた。

「唯ゆい一いつ残された姉弟きようだいの間で何があったのかは知れない。だが、エリーゼ姫は帝国の再興を決意し、そのために純じゆん粋すいな血を求めた。彼女はリセッテンルーク王との間に出来た娘むすめの他ほかに、弟の子である王子を産んだんだ」

「待てよ！　学がなくても、俺にだってそういうのがマズいってことくらいわかるぜ。いくら昔の話だからって……」

　青ざめたレンに、ガブリエルは頷うなずいてみせた。

「当然わかっていてやったのさ。けれどあまりにも異様を極めた情熱は、時として周囲を巻き込む嵐あらしになる。エリーゼ姫は帝国再興の狂きよう熱ねつだけでそれを実現させた。やがて成長した姉姫と弟王子は結けつ婚こん。そこから先、リセッテンルークの王室は近きん親しん婚こんの流れへと傾かたむいて行った。さて、その結果は？」

「言わずとも知れてるだろ」

「うん。濃こすぎる血は弊へい害がいをもたらす。時代を経へるに従って、リセッテンルークの王室には子供が生まれなくなった。生まれても短命だったり、難病や何らかの障害を持っていたりね。限界を誰もが思っただろう。けれどエリーゼ姫の祖国再興の夢は呪のろいのようになって、純血を至高とする流れを止めることは出来なくなっていた。おまけに、近代化の波に乗れなかった国は自らを鎖とざす。こうなるともう国に未来はないも同じさ。そして実際にそうなった」

　ガブリエルの足が止まり、新たな画を示した。

　自分と同じ年とし頃ごろの少年が、戴たい冠かんされている絵だった。

　よく見ずとも、それが誰だかわかる。

「そう、彼だよ。正式な名前は、ヴァッハ・レリアヌス・リセッテンルーク。リセッテンルーク最後の王にして、国を滅ぼした王様さ。ねえ、そうだろう？　ヴァレリー？」

　ガブリエルが天を振り仰いだ瞬しゆん間かん、天てん井じよう画がから飛び出すかのように巨きよ大だいな貘ばくが襲おそいかかって来た。

　遥か先にある扉とびらが開け放たれる。獲え物ものを前にした喜びか、美しくも凄せい絶ぜつに笑う男が現れた。

　その口が動く。

「食しよく餌じの時間だ」







　貘が疾しつ風ぷうとなって迫せまり来る。だが、ガブリエルが軽く指を回すと貘は空中で動きを封ふうじられた。くすくす笑うと、ガブリエルは呆あきれたように貘に言う。

「やだなあ。わんこのくせに、元のご主人様のこと忘れちゃったの？　あ、でも無理ないか。僕、ずいぶん臭においが薄うすれちゃったからねぇ」

　瞬しゆん時じにしてヴァレリーの顔色が失われた。

「……貴様」

「まあ、でもおいたはいけないよねー。だから、はい。ばっく──ん」

　どこまでも軽い調子でガブリエルが言い放った瞬間、貘は方向転てん換かんをしてヴァレリーに向かった。ヴァレリーの右みぎ肩かたが血を噴ふく。貘はそのままヴァレリーを回廊の床ゆかに叩たたき付けた。

「やめろっ！　貘‼」

　ヴァレリーに嚙かみ付いたまま離はなれようとしない貘をレンは引き剝はがそうとする。だが、巨きよ体たいの獣けものがそう簡単に離れるはずもない。

「このやろ……離せって言ってんだろうが聞こえねえのかこのバカ犬がぁぁぁ[image: !!!!]」

　かっとなり、レンは思わず両手を固めて作った拳こぶしを貘の横顔めがけて振り下ろしていた。予想外の攻こう撃げきを喰らった貘はぎゃん、と叫さけぶとヴァレリーから離れて火花と共に消えていった。

　ありゃ？　とガブリエルが放心したような声を上げる中、レンはまぶたを閉とざしたヴァレリーを抱だき起こす。

「おい！　しっかりしろヴァレリー！　目ェ覚ませこの変態‼」

「……君ね、いい加減その呼び名はやめてくれないか。私は変態ではないよ」

　顔を顰しかめざまヴァレリーが目を開く。顔色はひどいが生きていたことにほっとして、レンは憎にくまれ口を叩く。

「どの口がそれを言うよ変態野や郎ろう。暢のん気きに飼い犬に手ェ嚙まれてんじゃねえよ……うわっと」

　手を貸そうとしたが、後ろからガブリエルに襟えり首くびを摑つかまれて引き離された。

　そんなガブリエルを、身を起こしたヴァレリーが睨にらむ。

「夢む魔まが。邪じや魔まをしないでもらおうか」

「邪魔なんてしないよ。でも、説明一つなく彼を巻き込もうとするのはどうかと思ってね」

「貴様には関係のないことだ、ブランシュ」

「ブランシュ⁉」

　その名にレンは驚おどろいた。ブランシュ。自分の父親であろう夢魔の名。黒の王ロワ・ノワールと対ついなる白の王ロワ・ブランシユ。

「ええー、ようやく？　やだなあ。もっと早く気づきなよ。とろいなあ」

　からかうようにガブリエルは笑った。

「君、子供の時もすごかったけど、大人になって美しさに磨みがきがかかったよねえ。惜おしむらくはその色かな。あんなに艶つややかで綺き麗れいだった黒髪がさ。若いだけに可哀かわい想そうになっちゃうね」

「……下らんご託たくはどうでもいい。レンを渡わたしてもらおうか。お前の息子むすこは、私の目的を果たすための役に立つ」

　怒いかりを押し殺した声でヴァレリーは言った。

「それで、リセッテンルークを目覚めさせるつもり？」

「当然だ。今度こそ、私は夢を実現させる！」

　激情を孕はらんだ声にレンは目を見開いた。普ふ段だん、軽けい薄はくで余よ裕ゆうの態度を崩くずさない男が秘ひめる烈はげしさを見た気がした。

「私は王として、いや王だった者としてリセッテンルークを世界に再さい認にん識しきさせる。『滅めつ亡ぼう交こう響きよう曲きよく』によって、最初からなかったように世界から書き換かえられた国の存在を」

「『滅亡交響曲』かぁ。まさにこの世のものとも思えない美しい音楽だったね」

　苦く笑しようと共にガブリエルが肩かたを竦すくめる。

「でも、過去と同じで消えたものって取り戻もどせないんじゃないかな。君の髪の色のようにね」

「レンの再生の力は夢魔に喰くわれた者の魂たましいを救い、その肉体を再生させた。試ためすに値あたいする」

「それ、あの夢魔がたまたま記念とか言って、自分が喰った者の魂を残しておいたからでしょ。君の目的に使えるかどうかは確証ないけどなあ。……どうする？　レン？」

　話を振ふられてレンはたじろいだ。

「選せん択たくは君に任せるよ。彼に利用されるも良し、拒きよ絶ぜつするも良し。さっきも言ったけど、この頭のおかしな男に利用されたくないなら、僕が二度と彼に会わないようにしてあげる」

　二つの視線がレンを見る。一つは穏おだやかに、一つは狂きよう気きを秘めて。

「俺は……」

　利用されるのは嫌いやだ、と思う。他人の、しかもこの変態の思い通りに自分の人生を左右されるのはとんでもないと。

　だが、自分はまだ知らない。この男のことを。この男が何を願い生きて来たのかも。ならば。

「利用されてやる」

　決然とレンは言った。正気の薄れた黒真しん珠じゆの瞳ひとみを真っ向から見み据すえる。

「だが、一つ約束しろ」

「……何だね」

「てめーの夢が叶かなったら、一発殴なぐらせろ」

　ヴァレリーの顔が一いつ瞬しゆん固まった。不意打ちを食くらったように目を瞬またたく。

「なに変な顔してんだよ。当然だろうが」

「いや、それだけでいいのかと思ってね。例えば金とか……」

「そんなもん要いらねえよ。……いや、待った。以前割った花か瓶びんの弁べん償しよう代をチャラにしてくれ」

　後は別に何も要らない。強制的な相棒関係も、ヴァレリーの目的が叶った暁あかつきには終わりだ。

　父だというブランシュもここにいる。自分の夢魔の力については、ひとまず後回しで良い。
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「望むなら、あのアパルトマンを丸ごと譲ゆずろうとも考えていたがね」

「じゃあ、厨ちゆう房ぼうだけ使わせてもらうか。あんたの患かん者じやの菓か子しも焼けるしな」

　ヴァレリーはふっと笑った。

「ああ……それこそもう必要なくなるだろうね」

「？」

　溜ため息いきのような声に首を傾かしげるが、今は目の前のことに集中することにする。

　左右を囲む歴史画の向こう、ヴァレリーの背後には開かれたままの扉がある。

　その奥は暗く混こん沌とんとしていた。ここからは何の形も捉とらえられない。

　けれど、恐おそれていては動かない。動かせない。

　意を決して、レンはヴァレリーと共に扉の中へと足を踏み入れた。







「哀あわれなり。憐あわれなるかな、犠ぎ牲せいの夢見る子供」

　二人が扉の向こうへ消えるのを見送ったガブリエルの唇くちびるが微笑ほほえむ。

　閉ざされた扉には、鷹たかが剣けんを咥くわえたリセッテンルーク王室の紋もん章しようが描えがかれている。

「けれど、その夢を覆くつがえそうとして出来るかな王様？　僕の息子君はねえ、そんな簡単に君の思い通りには動かないと思うよ……ねえ、ノワール」

　もう一人の王と呼ばれる者に向けて、ガブリエルは眼まな差ざしを遠く過去へと馳はせた。
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　そこにいたのは、虚うつろな表情をした黒くろ髪かみの少年だった。

　他ほかには誰だれ一人とてない玉座に怠たい惰だな様子で座る彼は、無言で虚こ空くうを眺ながめている。

　どこからともなく、美しい調べがこの虚きよ無むの世界に流れていた。

「私だよ」

　ヴァレリーが言った。

「これは再現の世界だ。私が、ノワールに喰われた時の。彼の奏かなでる『滅亡交響曲』に心しん酔すいしていた頃ころの……」

「あんた、本当に王様だったんだな」

「飾かざりでしかなかったがね。政治的なことなど、何一つ関かかわらなかったよ。だが、飾りにも役割はあってね」

「役割？」

「未来を残すことだよ」

　ヴァレリーの瞳が陰いん鬱うつな光を帯びた。

「つまりは、子孫を作り、純血の血を繫つないでゆくこと……それが、リセッテンルーク王室における至上命題だった。しかし、私の母は産さん褥じよくで死に、父は側室に子を成せないまま私が十の時に死んだ。そして、私には子を成せる力が備わっていなかった。純血を極きわめた結果だよ。私に隠かくし子など絶対にいないと言った意味がわかったかね」

　皮肉な声こわ音ねに、レンは口を噤つぐむしかない。

　あまりの女おんな癖ぐせの悪さについ叩たたいてしまった憎にくまれ口に、この男はもしかしたら傷ついていたのだろうか。

「だからこそ、私は夢見た。私が生まれない以前の世界を」

「生まれない……だって？」

「子孫を残せないならば、世界の時を戻してやり直したい、という夢だ」

　驚きよう愕がくにレンは目を見開いた。

「時を戻す？　んなこと出来るわけが──」

「ない。その通りだよ。だが、私のその夢を、ノワールは叶えてやると言った」

　ヴァレリーの目が皮肉に細められた。

「ノワールは当時、ハイネマンという名の音楽家として宮きゆう廷ていに現れた。彼は『滅亡交響曲』という曲を持っていてね、それで滅ほろぼせる大きな夢を求めていた。そして、自らを滅ぼし世界の時を戻すという私の夢に彼の食指が動いたわけだ」

「！」

「私はそれに飛びついた。彼のために、その演奏のために美しいからくり仕じ掛かけの城を作らせもした。時を戻す舞ぶ台たい演出としての城を」

　少年王の背後で緞どん帳ちようが割れ、微かすかな音と共に柱が、壁かべが、絵画が目まぐるしく現れては消えてゆく。舞台芸術の粋すいを極めた技術であることはレンにもわかった。

　だが、そのからくり技術に目を奪うばわれている暇ひまはなかった。

　少年王の若々しい顔が老化を始めたのだ。細い身体からだはますます細く、黒くろ艶つやの髪かみが白く色いろ褪あせてゆく。

「このまま私は世界から消えるはずだった。私という十二年の時代は空白と化し、世界はやり直せるのだと……ところが事態は変わった。反乱が起こったんだ」

　音もなく扉とびらが開かれ、軍服の男達が乱入して来た。何かを叫さけびながら彼等は腰こしに下げた剣を引き抜ぬき、老人のように萎しなびた王の前に立った。

「起こるべくして起こった反乱だった。私はあのからくり城を造るために巨きよ額がくを投じた。民たみに負担を強しいることなど知らずにね。私は本当に無知なお飾り人形だったんだ」

　萎びた少年王を前に、男達は気勢を削そがれた様子だった。困こん惑わくし、口論し、やがて憤ふん怒ぬが彼等の表情に浮うかんだ。

「自分達の王がこんな老人なわけがないと男達はいきり立った。彼等は私を斬きりつけた」

　男達によって少年王は玉座から引き摺ずり下ろされた。彼が王である証あかしを探そうとでもしたのか、男達は少年王の衣を剝はがして身体を改め始めた。

　苦痛なのか、少年王が痙けい攣れんする右手を伸のばした。鬱うつ陶とうしそうに男の一人が、剣で右みぎ腕うでを肘ひじから斬り飛ばした。

　結局、彼等が求める者ではなかったと判断し、少年王は血ち溜だまりの中に一人残された。

　最さい期ごを看み取とる者は、荘そう厳ごんな『滅めつ亡ぼう交こう響きよう曲きよく』のみ。

　仰あお向むけに倒たおれた少年の虚無の瞳から一筋涙なみだが流れた。その唇が震ふるえる。

　言葉を作る。




　──死にたくない。




　声が消えた途と端たん、ヴァレリーは笑い出した。おかしくて堪たまらないといった、どこか壊こわれた笑いだった。

「あれだけ死を望んでいながら、私が最後に望んだのは死の拒きよ絶ぜつだった！　土ど壇たん場ばになって、笑わせる。ノワールは言った、生きたいか、と。私は言った。生きたい、と」

　ならば、と場に現れた黒い背中が言った。

『ならば、そなたを生かそう。そなたの滅びと引き換かえに世界の時を戻もどすのではなく、そなたを生かし活いかすために世界を滅ぼそう』

　黒い背中がぐらりと揺ゆれ、頽くずおれたと同時に塵ちりと化した。一方、少年王の肉体は老人から再び若さを取り戻してゆく。

　少年王は起き上がると、飛ばされた腕うでを拾って右腕にくっつけた。花に似た模様が腕に現れ、少年王は微笑んだ。

『私は生きるという望みを叶えた！　なれば、そのために我が国よ、リセッテンルークよ、我が生いけ贄にえとなれ。私の夢と共に永遠の虚きよ夢むとなって廃はい棄きされよ！　この世界の理ことわりを疾とく覆すが良い！』

　ぐにゃりと世界が崩れ、少年王以外の世界が空間から消えてゆく。まるで安らかな眠ねむりのように、砂すな浜はまを浚さらう波のように。

　ゆっくりと静せい謐ひつに。抗あらがいを許すことなく。

　そして、少年王もまたいずこともなく消えた。







　一連の流れを、レンは呆ぼう然ぜんと見送るしかなかった。

　王だったヴァレリーは自分の存在をなかったことにするために時を戻そうとしながら、結局自分自身でそれをぶち壊した。そして、彼が生き返るために行われたのは。

「ヴァレリー……あんた」

「そうだよ。私の中にはノワールがいる。つまり、ノワールは最初からここにいたんだ。私の復ふく讐しゆうすべき相手はね。バルザックと同じだ。私もまた〝逆さか喰ぐい〟だったんだ」

　言うなり、ぐいっとヴァレリーがレンの左ひだり腕うでを摑つかんだ。

「いつっ」

「ひどい茶番劇だと思わないかね。世界を歪ゆがませたからか、それともノワールが入り込んだからかは知れないが、記き憶おくが滅め茶ちや苦く茶ちやになっていた。貘ばくでさえ、ブランシュが与あたえたものだと考えてね。でもまあ、そんなことはいい。早さつ速そく、君の力を使わせてもらおうか」

　ヴァレリーの笑えみが凄味を帯びた。

「君の、悪夢を良き夢に戻す力だよ。さっき、私と共に発現させただろう。あの再生の力が私には必要だ。リセッテンルークを取り戻すために。私は私の過去を見せた。君が常に私を評価するように、私は最低の人間だよ。ならば、何も問題あるまい？」

「お前……」

「私が望みを叶えなかったせいで滅んでしまったリセッテンルークを、再び世界に認にん識しきさせる。それが、私の本当の夢を叶えなかったノワールへの復讐ともなる」

「正気じゃねえ！　出来るわけがないだろうが！　そんなことしたら、あんた……」

「やるのだよ」

　一いつ瞬しゆん、何が起こったのかわからなかった。鈍にぶい衝しよう撃げきの中心から激痛が昇のぼって来るにつれ、呼吸が乱れた。

「っ……っ……！」

　ヴァレリーに摑まれた右の中指が逆に向いていた。痛みと信じられない状じよう況きように混乱する暇すら与えられず、今度は左手の人差し指が逆を向いた。

「うあっ……ああっ！」

「ああ、大事な指が。可哀かわい想そうに」

　自分でやっておいてヴァレリーは哀かなしそうな顔をした。

「ちゃんと協力してくれないと、君の大事な指が全部逆を向いてしまうよ？　そのまま骨が固まってしまったら、もうお菓か子し作りが出来なくなってしまうねえ……」

「っ……てめ……！」

　涙目で睨にらむ。この男に対する凄すさまじい怒いかりと憎しみが湧わき上がるのを感じた。

「さあ。どうするね。パティシエにとって生命でもある指を、全すべてダメにされたいかね？　それとも、私のお願いを聞いてくれるかね？」

「……やりゃあいいんだろ‼」

　叫ぶと、ヴァレリーはようやく手を離はなしてくれた。満面の笑みすら浮かべている。

　痛みを堪こらえてレンは左腕を捲まくる。それにヴァレリーが腕を重ねた。

（死ぬつもりか、こいつ）

　リセッテンルークを再生させるということは、つまりそういうことだ。

　ばちりと光を纏まとい、模様が重なる。

　音楽が再び鳴り始めた。美しい旋せん律りつの『滅亡交響曲』。しかし、その音の進行は逆だった。

　音が過去を遡さかのぼっている。世界を再生するために。

「ああ、美しい音楽だ……」

　陶とう酔すいの声こわ音ねでヴァレリーが呟つぶやいた。その美び貌ぼうが陰かげり、旋律が舞まうと同時に萎びてゆく。

「ようやく、元に戻ることが出来る。未来を残せない、全くの役立たずである私が、この世界に必要とされていない私が唯ゆい一いつ、成せることがようやく……」

　その言葉に、レンは固まった。

　ヴァレリーの言葉を頭の中で反はん芻すうする。

　ほんの数秒の沈ちん黙もく後、圧あつ倒とう的な感情が溢あふれ出た。

　怒りだった。

　重ねていた腕を、レンは思いっ切り引く。

　音が途と絶だえた。ヴァレリーが不可解に眉まゆを寄せる。萎び始めていた美貌が戻っていた。

「レン？　まだ途と中ちゆうだよ」

「俺はやめた」

　はっきりと言う。ヴァレリーが一いつ瞬しゆん呆あつ気けに取られた顔になり、次いで暗く微笑ほほえむ。

「やめた、とはどういうことだね」

「そのままだ。俺はやらねえよ。てめーなんかにゃ協力しない」

「……本当に、指を使い物にならないようにされたいらしいね。砕くだくどころか、全ての指を切り取ってやっても良いのだよ」

「やれるもんならやってみろ‼」

　ゆらりと覆おおうヴァレリーの影かげの濃こさにレンは一瞬怯ひるんだ。だが、ぎっと眦まなじりを上げると、ヴァレリーの脛すねめがけて強力な蹴けりをかました。

　ヴァレリーが短い悲鳴を上げて仰向けに倒れた。呻うめきながら身を起こそうとする彼を跨またぐと、片足でその喉のど元もとを潰つぶれない程度に、しかし逆ぎやく襲しゆうを許さない範はん囲いで踏ふみつける。

「下町っ子の攻こう撃げき能力ナメんなよ」

　腕うで組ぐみしながらレンは言った。

「全くの役立たずだ？　世界に必要とされていない、だぁ？　何言ってやがんだてめえは」

「……」

「そりゃ、王様のあんたはそうだったかもしれない。けど、子供作れないとかどうとかっつーのは、あんたのせいじゃないだろ。あんたの先祖がトンチンカンなことやり出したからじゃないかよ。ああ？」

　言い続けていると、ますます怒りが募つのって来た。

　この男は最低のロクデナシの変態野や郎ろうだ。だが、どうして先祖がしでかしたことに一人で責任を負わねばならないのか。理解に苦しむ。

「バカか。責任取れっつーなら、血を濃くしちゃマズいってわかってて、それを止めなかった奴やつ等にもあるだろうが。責任を負うどころか、あんたは単なる被ひ害がい者しやだろ‼」

　仰あお向むけに倒たおれたままのヴァレリーが虚を突つかれた顔になった。

「被害者……私が？」

「どっからどう考えてもそうとしか思えねえ」

「だが、私は私の夢のために国を……」

「どっちにしろ、リセッテンルークは滅ほろびてたさ！」

　まだ言い募ろうとするヴァレリーをレンは遮さえぎった。

「俺は王室がどうとかわからねえけどよ、近きん親しん婚こんで血が極きわまって、あんたの親も子供が生まれにくくなってたんだろ。それに、あんたは言ったよな。王様にも拘かかわらず政治に関かかわれなかったってさ。あんたの家臣の考えなんざ知らないが、結局あんたにバカみたいな金を注ぎ込ませた。その間に何やってたんだ？　きっとロクでもないことやらかしてたんだろーが。だから反乱が起きて、王という肩かた書がきのあんたが責任取らされたってことじゃないのかよ！　そりゃ、あんたが悪くないとは言わねえさ。でも、全部悪いってわけじゃねえだろ‼」

　力ちから一いつ杯ぱい叫さけんでレンはぜいはあ肩かたを上下させた。呼吸を整え、気持ちを落ち着かせると静かにヴァレリーを見下ろす。

「それに、あんたは未来を作ってるだろ」

「……どういう意味かね」

「わかんねえのかよ。あんたは夢医師って看板を上げて、悪夢に悩なやむ患かん者じやを助けてるじゃないか。それは患者の未来を作ってるのと同じだろ。だったら、あんたは全くの役立たずじゃない。ちゃんと役に立ってる。女たらしの変テコ芸術品に金を注つぎ込む借金持ちのド変態ロクデナシ野郎だがな！　それは認める！」

　鼻息も荒あらく言い、レンは一本ずつ逆に曲がったままの両手をヴァレリーに見せる。

「それになあ、俺は指の二、三本なくなったところで菓子作りもパティシエも絶対諦あきらめねーぞ。俺の夢は、俺の菓子で人を幸せにすることだ。その中に、あんたを入れない理由がどこにある？」

　ゆっくりと、レンは言った。




「あんたがこれまで不幸だったって言うなら、俺が幸せにしてやる」




　ヴァレリーが絶句した。

「あんたの国の、罪のない人間にゃ悪いけどな。過去は過去で、絶対に戻もどりはしないんだ。だったら、あんたはその罪を被かぶって幸福になる義務がある」

「だが、私のノワールへの復ふく讐しゆうは……」

「ノワールってのは、悪夢好きなんだろ。つまり不幸好きってことだ。だったら、あんたが最高に幸せになる、それがノワールへの何よりの復讐じゃねーのか」

「……なるほど、そうか」

「それに、リセッテンルークを世界に再さい認にん識しきさせる方法はあるぜ」

　にやりとレンは笑った。

「俺がパティシエになって、リセッテンルークの菓子を世界中に広めてやる。だってそうだろ。これまで世界にはいろんな国が生まれてはなくなって、でも食い物とか建造物とか菓子とかはちゃんと今まで残って来てるんだ。俺がその手伝いをしてやる」

「レン……」

「だから、生きろよ」

「約束、してくれるのかね、君は。リセッテンルークを菓子で再認識させると……」

「当然だ。俺は出来ない約束はしねえ！」

　胸を張り、レンは両手を腰こしに当て顎あごを軽く上げて偉えらそうに鼻を鳴らす。ようやく足をヴァレリーの喉のどからどかすと、身を屈かがめた。

　手を差し伸のべる。

「そうか」

　ヴァレリーの表情から狂きよう気きの一いつ切さいが失われていた。微かすかな、溜ため息いきのような声が洩もれる。

「そんな最高にすてきな愛の告白をされては……生きるしかないじゃないか」

　その手がゆっくりと伸ばされた。

「だったら、私に見せてくれたまえ。君が描えがく未来を」

　二人の手が再び繫つながれた瞬しゆん間かん、重なった模様は白く輝かがやいた。
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　終章　始まりの夢







　寝しん台だいに横たわる男に布ふ団とんをかけて、ようやくレンは一息吐つくことが出来た。どっと訪おとずれた疲ひ労ろうに、芸術品だと言われていたにも拘わらず近くに置いてあった椅い子すに座り込んでしまう。

　カーテンの隙すき間まから見える色は闇やみを払ふつ拭しよくし、朱しゆに変化しつつある。長い夜がようやく明けようとしているのだ。

「……疲つかれた」

「お疲れさま」

　傍かたわらに立つガブリエルが笑った。じとりとレンはガブリエルを見上げる。

「別に。こいつを運んでくれたのはあんただ。感謝するのは俺の方だろ」

　パサージュが消えるなり、ヴァレリーは力ちから尽つきたように倒れてしまったのだ。しかも、直後には自分達以外誰だれもいないはずの周囲が急に騒さわがしくなった。

『警察が何か調べに来たのかな。ミュゲ君を食べちゃった夢む魔まが滅んだからもう〝目覚めぬ夢〟はないのにね。ああ、警察に保存されてた〝目覚めぬ夢〟も消えたからかな。だから慌あわててここに来たんだろうね』

『なっ……！　消えた……⁉』

『あれは、夢魔が生きていたからこそ存在していたものだからね。だから、夢魔の滅びと共に消えたんだよ』

　何でもないことのように言って、ガブリエルはにこやかに笑った。

『とりあえず、ここにいると面めん倒どうなことになるね。出ようか』

　ミュゲに憑ついていた夢魔のパサージュは、《永遠エテルネル》の普ふ段だん使われていない倉庫に繫がっていたらしい。その後すぐに、ガブリエルはヴァレリーを、レンはミュゲを背負い、騙し絵トロンプ・ルイユの隠かくし扉とびらを抜ぬけて店を後にした。途と中ちゆう病院にミュゲを預け、レンは眠ねむったままのヴァレリーとガブリエルと共に十六区のアパルトマンまで戻って来たのだった。

　正直、レンの力だけではヴァレリーを動かすことは難しかった。だから、助かったのは本当だ。指の手当てもしてもらっている。

　ブランシュ。今はガブリエルと名乗る夢魔を見上げる。

「なあ、本当に……お前が俺の」

　父親なのか、とは言葉が続かなかった。父親。その単語を口に乗せるのが難しかった。正直なところ、実感が湧わかない。

「そうだよ。マリと出会った頃ころはガブリエルじゃなかったけどね。でも、僕はすぐにわかったよ。君、本当にマリにそっくりだもの。あ、この子、僕の子供なんだーって」

（っつーか、何なんだこの軽さは……）

「僕ね、人間になる以上は子供が欲しいなってずっと思ってたの。それまで頑がん張ばってもダメだったから、やっぱり自分って本当の人間にはなれないのかなーなんて落ち込んだりもしてたんだけど」

「はあ、そーですか」

「だから、会えてすごく嬉うれしいよ。偶ぐう然ぜんだろうけど、僕と同じパティシエ目指してるってのも……運命を感じるなあ。人間になった、ってすごい実感がある。これ以上の幸福はないよ。ガブリエルの夢さえなければ、この瞬間に死んだって構わないくらいだよ」

　しみじみと、本当に幸福そうな顔をするからレンはますます困こん惑わくするしかない。

　何なんだこいつは、と思う。

　全然理解出来ない。わけがわからない。

　夢魔の王だというこの男が。

「マリとね、会ったよ」

　ふいにガブリエルは言った。驚おどろきにレンは目を見開く。

「マリと？　どこで……いつ」

「半年前くらいかな。船の上でさ。女性の恋こい人びとと一いつ緒しよだったよ。僕は途中で船を下りたんだけど、あの後、船は遭そう難なんしちゃって……。彼女は僕とすぐにわかったみたいでね。少し話したよ」




　──あんた、レーヴに行くなら息子むすこに会いに行きな。偶然だろうけど、あの子もあんたと同じパティシエを目指してる。いろいろ問題起こして修しゆ業ぎよう先のレストランをクビになってばかりでね……。あんた、パティシエとして生きて来たなら、あの子に少しでも技術を教えてやりな。初めて親になったんだ。親らしいことしてみたらいいよ。




「もしかしたら、マリはあの時自分の死期を悟さとっていたのかもしれないね」

　感かん慨がい深くガブリエルは呟つぶやいた。

「で、レーヴに入って、マリに教えてもらった住所を訪ねてみたけど、君はもうそこからいなくなってて。困ったなあ、って思ってたら《永遠》でばったりだったからね。いやはや、本当に人生は何が起こるかわからない」

「あんた、これからどうするつもりだ？」

「やだな。覚えてないの？　僕、君に菓か子しを教えるって言ったよね？」

「は？　え……まあ、そりゃ」

　何を言い出すかと思ったら、予想外すぎることを言われた。

「君、僕の元で菓子修業しない？」

「……菓子修業？」

「そう。僕ことガブリエル・ブランはね、店てん舗ぽこそ持たないけれど、レーヴの菓子職人達の中では知る人ぞ知るパティシエなんだよ。僕の下で修業すれば、この名前だけでレストランで修業する以上の肩かた書がきを君に与あたえられる」

　気軽な調子でガブリエルは言ったが、とんでもない話だった。

　彼の下で修業をすれば、レストランで修業する以上の肩書きを得られる？

　それは、レンにとってとてつもない機会だった。

「……何を企たくらんでる」

　だが、それを素す直なおに受けられるほどレンは彼に対する警けい戒かい心を解いてはいなかった。

　以前、ヴァレリーも言っていたではないか。ブランシュは、甘い夢を好む陽気で無む邪じや気きな白の王。それゆえに残ざん酷こくさも極きわまる、と。

「企むって。僕は君に菓子作りの技術を伝えたいだけだよ」

「目的があるんじゃないのかよ」

「目的？　あるよ。でも、それは君が考えるようなことじゃないよ。あくまで、ガブリエル・ブランとしての夢を果たすための目的」

「ガブリエル・ブランとしての夢って……」

「言ったでしょ？　実物大のお菓子の城を作ること。その資金を作るためにレーヴに戻もどって来たんだしさ。計画を実行に移す前に、世界中を回って会え得とくした菓子の知識や技術を、そろそろ後進に伝える時期かなって思ってたからね」

「……。レーヴに戻って来たのは資金作りかよ……」

　妙みように力が抜けてしまう。本当に緊きん張ちよう感がなさすぎだ。

「だって、お金はどうしても必要なものなんだし。まあ、そりゃあね、これからこの彼と僕の息子君が何やらかしてくれるのかなーって思うと、わくわくもするけどね」

「で？　ガブリエルの夢を叶かなえたら、また別の人間を喰くうのか？」

「どうかなぁ。千年近く生きて来て、人間にもなり尽つくした感があるからね。息子も出来たし、正直なところ、このガブリエルで打ち止めにしようかなーって思ってるんだ。このまま歳としを取っていけば、夢が叶う叶わないに拘かかわらず、僕は人間として死ぬことが出来るからね」

「……。あんた、よくわかんねえ奴やつだよな」

「そうかな。普ふ通つうに前向きなだけだと思うけど」

　呆あきれて言うと、こんな答えが返って来た。

「そういや、こいつ、あんたに貘ばくをもらったとか何とか勘かん違ちがいしてたみたいだぞ」

「当然だよ。僕もあの時音楽家としてリセッテンルークにいたからね」

「音楽家ってのはノワールのことだろ」

「いや、だから僕はノワールでもあるんだよ」

「はああ⁉」

　目玉が飛び出しかねないほど目を見開いたレンに、ガブリエルはにこりと笑った。

「だから、ノワールと僕……ブランシュってのは元々同じだったわけ」

「ど、どういうことだよ。夢む魔まの王って、二人じゃないのかよ」

「二人だよ。でも、一体の中に二人いて、順番に入れ替かわるんだ。甘いもの食べたら、塩しお辛からいもの食べたくなるじゃない」

「何だその法則！　わけわかんねえ！　だったら、今はどうなってるんだよ⁉　ノワールはこいつの中にいるんだろ。それなのに、どうしてあんたは……」

　頭がぐるぐるになっているレンに、のほほんとガブリエルが笑った。

「単純だよ。独立しただけ」

「独立だぁ⁉」

「だってさ、ノワールと一緒に、じめっとした彼の中に取り込まれてしまうのは絶対嫌いやだったもの。だから、これを機にね。僕は明るくて楽しいきらきらした夢が好きだから！」

　笑え顔がおで力説されても、レンには反応のしようもない。

「長々と生きて来たおかげで、しばらく肉体がなくても存在を保つことが出来たし。それに、この彼と来たら、一人世界に残された上記き憶おく喪そう失しつになってしまって右も左もわからなくなっちゃったでしょ。さすがに放置しておくのもどうかと思ってね。少しは面倒見てやらなきゃって親切心が生まれたわけ。どんな形であれ、生きたいって思うことは前向きなんだから」

　夢魔に親切心と言われても、どうにもピンと来ない。

「で、あの後、山奥の村に連れて行ったんだ。丁度、病気で死に際ぎわの若い医者がいたからね。まだ生きたいって願ってたその医者を食べた後、彼に医学を教えたり、一人で生きていけるように取り計らったりしていたから、無意識に僕の存在を感じてたんじゃないかな。それで彼の中では、僕ブランシユが貘を授さずけたみたいなことになってしまったんだろうね」

　予想外の真実をぽんぽん出され、もはやレンは突つっ込む気力もない。

　このことを聞いたら、ヴァレリーも同様に啞あ然ぜんとするに違ちがいなかった。

「……あんたって、もしかして世話焼き？」

「はは。どうだろうね。案外、ほだされただけかもしれないよ。土ど壇たん場ばで夢を叶えることを拒きよ否ひして、自分が生きることを望んだ彼が僕は愛いとしくなってしまったからね。だって、それは綺き麗れいで醜みにくい本能だよ。とっても人間らしいじゃない」

　無邪気すぎる笑いに、レンはもう溜ため息いきを吐つくしかない。

「ぅ……」

　呻うめき声に振ふり返ると、ヴァレリーが身を起こすところだった。腕うでには、またあの模様が刻まれている。

「せっかくの再会と出会いだったけど、今日はこれで行くよ。また、会おうね」

　軽く手を振って、ガブリエルは扉とびらの外に消えた。
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《永遠》に巣喰っていた夢魔が滅ほろんだことは、状じよう況きようを大きく変化させた。

　あれから間もなくジョゼは目覚め、自失していたロジエも回復の兆きざしを見せているらしい。

　店から運び出したミュゲは、意識は戻ったものの夢魔に喰われていた五年分の記き憶おくが曖あい昧まいとなっていた。レンのことも覚えているような覚えていないような状態ではあったが、身体からだに異常はないようだ。

『今までずっとひどい悪夢に魘うなされていたのが、君に目覚めさせてもらった感じがするんだ。ごめんね、ちゃんと覚えてなくて』

　申し訳なさそうに謝ったミュゲにレンは首を振った。

　出来るなら、あんなことは思い出さないで欲しい。夢魔から自分を取り戻したばかりの今のミュゲにはまだ空白が多いが、いずれ回復した時、新たな希望を抱いだいてくれれば良いと思う。疑いが晴れ、数日中に病院から出るジョゼのように。

　一いち抹まつの寂さびしさはあるが、そうなるなら自分のことだって思い出す必要はないのだ。

『店もね、一応再開する予定らしいよ』

　と教えてくれたのは、いつものように警察署の裏庭でユゴーと共にレンの焼いた菓子を頰ほお張ばるトマだ。バタイユは一時より落ち着きを取り戻して来たらしい。店に出資していたパトロン達が彼を転地療りよう養ようさせ、店の今後は信しん頼らいの置ける者に任せるという。

『上客を含ふくむ常連客達が力を合わせたみたいでさ。《永遠》は自分達の少年時代を呼び起こす癒いやしと夢の世界だから、潰つぶすのは反対だーとか言って』

『働いてた奴やつ等はどうするんだ？』

『大半は戻るらしいよ』

『ええ⁉』

　驚おどろきに大声を上げてしまったレンに、トマは複雑な笑みを浮うかべた。

『そりゃ、身売りの仕事が良いことだとは思えないさ。けれど、彼等自身が選んだことだからね。聞いたところによると、他ほかの似たような店よりずいぶん環かん境きようが良いって言うじゃない。変な話だけど、店の子達のほとんどがバタイユを心配してたよ』

　レンもそれ以上は何も言えない。店にいた数日間、バタイユの悪口はほとんど聞かなかった。多少加か虐ぎやく的ではあったが、店で働く少年達を大事にしていたのは本当なのだろう。

　彼等が、再建された店で今再び希望を持つことが出来れば良いと思う。そして、バタイユの回復も。

『それより、警察としては証しよう拠こ品の〝目覚めぬ夢〟が消えちゃったのが一番痛かったよ。僕はその現場を見てないけど、目の前ですーっと消えてしまったとかでさ。警部も荒あれに荒れて、連日罵ば詈り雑ぞう言ごんを浴びせられたよ。あはは』

『あははじゃないだろ！　上司としてどうなんだよ？　いくら何でもマズいだろ』

『いや？　僕は嬉うれしいけどね。だって、罵詈雑言でもそれは僕が警部に存在をちゃーんと認められているってことじゃない？　それで警部の気が済むならもう遠えん慮りよなく罵ののしって欲しいよ。罵られれば罵られるほど、もの凄い勝利感が味わえるし‼』

　と、頭のネジが飛びまくった前向き発言を満面の笑みで言い切ったトマに、「末期」という言葉がレンの脳のう裏りを過よぎった。側そばで聞いていたユゴーは、何かを言いかけたが口を噤つぐんだ。きっと、レンと同じ心境だったのだろう。

『だが、〝目覚めぬ夢〟という名の麻ま薬やくはまだ出回っている。我々は、今後それの検挙と回収に努めてゆく』

　低く呟つぶやき、ユゴーは菓か子しの袋ふくろを片手に署内へと戻もどって行った。

（しかし、夢魔に喰われるって本当の意味が、ようやくわかった……）

　改めて思い出せば、ぞっとする出来事だった。

　一月前、この異様な世界に引き摺ずり込まれるハメになった事件は、当事者のピエールがレンの菓子を食べ続けていたことが夢魔に対する壁かべのような役割を果たして、彼は夢魔に肉体を乗っ取られることはなかった。

　だが、今回は最初から夢魔がミュゲの肉体を乗っ取っていた。

　ヴァレリーに説明されても、実感のなかったそれを目まの当たりにした衝しよう撃げきは強かった。

　特に夢魔が滅んだ後、乗っ取られていた肉体が急激に萎しなび、完全な抜ぬけ殻がらとなりゆく過程と結末は人としての尊厳も何もあったものではなかった。夢魔は、次から次へと夢を渡わたり歩く。不要となった肉体は棄すててしまうのだ。まさにゴミのように。

（俺がもし、この力で人を救えるなら）

　夢魔の力なんて必要ないと思った。甘い夢を喰くわなければ生きて行けなくなった身体が疎うとましいとも。

　けれど、この力で悪あしき夢を良き夢に戻し、完全ではなくとも自分の作る菓子に夢魔を寄せ付けず悪夢を緩かん和わする力があるのなら、必ずしも忌いむべきものではない。

（全すべての人を救えるわけじゃない。……けど、出来る限り悪夢に悩なやむ人を救いたい）

　そして、それは一人で出来るものではないのだ。
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「──と、いうわけなんだけど。話はわかってくれたかな」

　にこやかに締しめ括くくった青年に、ヴァレリーは無言だった。その眼まな差ざしは険しく、ソファカナペの肘ひじ掛かけをきつく握にぎり締めている。爆ばく発はつしそうな感情を必死で堪こらえているのがわかって、青年──ガブリエルは悪戯いたずらな笑みを深くした。

「信じたくないって言うなら、まだまだネタは尽つきないよ？　本ッ当、君って何も出来なかったから、いろいろとんでもない事件を起こしてくれてさあ。思い出すと今でも笑えるんだけど、覚えてる？　肥こえ溜だめの桶おけを……」

「それ以上は言うな」

　こめかみをうっすらと浮かばせてヴァレリーは低く唸うなる。思い出すのも嫌いやだと言わんばかりの反応だった。

　もう少しからかってやりたい衝しよう動どうにかられたが、この辺りでやめておいた方がいいだろう。彼の過去について刺し激げきし過ぎるのは得策ではない。改めてヴァレリーに向き合うと、ガブリエルは爽さわやかに笑った。

「僕の息子むすこ君はね、道を決めたようだよ」

　男の眉まゆが動いた。無表情を取り繕つくろおうとして失敗した姿が微笑ほほえましくて、ますます弄いじり回したくなってしまう。

　決定打の言葉は、果たして彼にどんな効果を及およぼすのだろうか。

　無邪気な残ざん酷こくさは、例えようもなく舌に甘い。

　長い歳月、食べ続けて来た甘い夢のごとくに心を蕩とろけさせる。

　ゆっくりと、味わうようにガブリエルは告げる。

「だからね、君とはもう、さよならだよ」

　そして、男の表情の変化に、ガブリエルは大いに満足することになった。
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「何だね、改まって話とは」

　いつもの定位置である猫ねこ足あしのソファに片かた肘ひじをついて、ヴァレリーは問うた。

　机の上にはコーヒーカフエと、出来たばかりのショコラ菓が子し──一口大のボンボンショコラが皿に並べてある。

　ヴァレリーが記憶を取り戻してから半月が経たっていた。空は青いが、街路樹の多くが葉を落とし始めている。もう一月もすれば、市場やカフェの軒のき下したに牡蠣かき売りが現れる頃ころだ。

　ヴァレリーは相変わらず夢医師の仕事を続けていて、時折ユゴーやトマの訪問を受けたり警察署に赴おもむいたりと忙いそがしい日々を送っていた。女性関係やわけのわからない芸術品購こう入にゆうも自重の素そ振ぶりは全くない。ちなみに、バルザックが騒さわがしいのも日常茶さ飯はん事じだ。

　しかし、さっき「話がある」と切り出してから、彼はどこか物もの憂うげな様子だった。まさかとは思うが、女に振ふられでもしたのだろうか？

「うん。俺、ガブリエルのところに修しゆ業ぎように行こうと思うんだ」

　意を決してレンは言った。さんざん迷った末の決断だった。ガブリエルも店てん舗ぽを作る目め処どがつき、しきりにレンを誘さそって来ていたし、レンはレンで彼の持つ菓子作りの技術をこれを機にしっかり学びたいと思う気持ちは隠かくせなかった。

　ヴァレリーは一度瞬まばたきし、微かすかに息を吐はいた。真しん珠じゆ色の髪かみを軽く搔かき上げる。

「私に許可を求める必要はないよ。君には君の道がある。好きにしたまえ」

「まあな。けど、一応は報告っていうか」

　事実、ヴァレリーの目的が達成された以上、相棒契けい約やくは消しよう滅めつしたも同じだった。

「彼ならば、君の夢む魔まの力も封ふうじることが出来るのだろう？」

　レンは頷うなずいた。あれからガブリエルに自分の夢魔の力を消せないのかと聞いたところ、消すというより封じるという形を取ることが可能だと言われた。

『大だい丈じよう夫ぶ。君が夢魔の力に目覚めて甘い夢を摂せつ取しゆしなければならなくなっているのは、まだ成長過程で力加減が不安定なだけだから。大人になれば相応の体力もつくし、力の制せい御ぎよも出来るようになるよ』

「それはまあいいんだ。それより、ショコラ、食べてみてくれないか」

　言うと、ヴァレリーは少し首を傾かしげながらもボンボンを手に取った。優ゆう雅がな手つきで口に運び──

　もの凄すごく渋しぶい顔になった。

「……何だね、これは。コーヒーカフエ以上の……」

「苦さだろ。激苦にしてみた」

「嫌がらせかね」

　コーヒーで口を潤うるおしながらヴァレリーは眉を顰ひそめる。レンは首を横に振った。

「そうじゃない。夢も苦いものだと思ったからさ」

「どういうことかね」

「夢ってさ、甘いけど苦いものでもあるよな。現実が上手うまくいかなかったりするから、余計に苦く感じるっていうか」

　ヴァレリーは怪け訝げんな顔をした。レンの言いたいことがよくわからないのだろう。

「俺は、今しばらくはこの夢魔の力、封じないままにしようかと思ってる」

「……君、夢魔の力など要いらないのではなかったのかね」

「ああ。でも、考えが少し変わったんだよ。俺の菓子が、悪夢に悩む人を少しでも救えれば良いと思ってるし、悪夢みたいな現実を生きて苦い気持ちになってる人を、菓子で幸せにもしたい。でも、夢魔っていう存在に対しては俺一人じゃどうにも出来ない」

　ヴァレリーがいなければ、《永遠》の事件は解決出来なかった。潜せん入にゆうや〝目覚めぬ夢〟の手て掛がかり、結果としてジョゼを救えたのも自分だけではない、彼がいたからこそだ。

　互たがいに刻まれた模様を重ねることで生まれる力は、夢魔への攻こう撃げきのみならず、人を救う力にもなる。

　まだ全ぜん貌ぼうが計り知れないこの力を、もっと良い方向に持って行けるのではないか。

　かつて、ヴァレリーは互いに目的を達するまでの、期間限定の相棒になればいいと言った。

　信用も信しん頼らいもない、何を考えているかも知れない相手と相棒になどなれないとあの時は思った。でも、今は自分の考えも変わり始めている。

「あんたは借金持ちで女関係最悪で自分の国を滅ほろぼしたロクデナシの変態で、俺の指折ろうとか切り取ろうとかしやがった本ッ当に最低野や郎ろうだけどさ。でも、俺はあんたの上っ面つらしか知らない」

「……」

「あんたがこれからも夢医師と夢魔を狩かることを続けて行くなら、改めて俺と組まないか。俺一人じゃ無理なことでも、あんたとなら出来ると思ってる」

「レン……」

「もちろん、あんたにその気がなければ俺はここから出て行くよ。今度の今度こそ、綺き麗れいサッパリ縁えん切きりってやつだな」

　言うと、ヴァレリーは深い溜ため息いきを吐いた。

「あんなとんでもない愛の告白をしておきながら、君は私を棄すてるつもりかね」

「あ、愛の告白ってな……！」

「だって君。幸せにする、なんて、普ふ通つうは愛する人にしか言わない台詞せりふじゃないか」

　確かにそうだとレンは愕がく然ぜんとし、直後急激に顔を赤らめた。

「あ、あれはだな。愛は愛でも人間愛だろ！　あんた個人を愛しているとかミョ～な勘かん違ちがいすんなよ！　って言うか棄てるって何だよ！　棄てるって！」

「先日、君がいない時にあの男が来てね、君はもう私とさよならを決めたと言ったのだよ」

「あの男……ってガブリエルか！」

　修業を決めたことを告げた時、子供でもここまではいかないほどのはしゃぎようを見せたガブリエルの姿を思い出す。ちなみに、未いまだに彼を父とは実感出来ないレンだった。

「んな話は聞いてねえ。って言うか、なに勝手なこと言ってんだあいつ。そもそも、あいつの元に修業に行くのが、どうしてあんたとのさよならになるんだよ？」

「普通、修業と言えば住み込みではないのかね？」

「そもそも、あいつの店、住み込めるような広さはねえよ」

　レーヴでも知る人ぞ知るパティシエというガブリエルだが、パティシエ界で諸もろ手てを挙げて歓かん迎げいされたわけではなかった。むしろ、人気や売上がガブリエルに偏かたよることを懸け念ねんされ、レーヴ内とは言え、利便性も良くなければ菓か子しの需じゆ要ようも多いとは言えない裏路地の狭せまい空き店舗を与あたえられたのだ。そんな不当とも言える扱あつかいにも、ガブリエルは楽しそうではあったが。

「修業に行くって言っても通いだ。大体、朝市マルシエにはこれからも出るつもりだし、あんたの患かん者じやへの菓子も焼きたいって思ってるんだ。トマやユゴーさんみたいな顧こ客きやくの配達だってあるし、修業って言っても世間一いつ般ぱん的な徒と弟てい関係にはならねーぞ」

　一息吐き、レンは軽く頰ほおを搔いた。

「だから、……だからさ、出来ればここの窯は使わせて欲しいんだ。でも、そんなの都合がいいってわかってるから……」

「嬉うれしいよ。心から」

　穏おだやかな声に、レンは瞠どう目もくした。

　レンが初めて見る、何の思おも惑わくもない純じゆん粋すいな笑え顔がおがヴァレリーを彩いろどっていた。

「私に君の想おもいに応こたえない理由はない。だから、ここを君の家として使いたまえ。まあ、ガブリエルの元で修業など気に喰くわないものがあるがね。彼には幾いくつもの借りがあるようだし」

「……。聞いたのか？　あんたが記き憶おくを失ってからのこと」

「密ひそかに、あれこれと世話を焼いてもらっていたそうだね。ひどい弱よわ味みを握にぎられた気分だよ」

　ヴァレリーにとっては医師という職業の基き礎そを学ばせてくれた相手が、実はブランシュであったという事実はとてつもなく苦い話で、それゆえに複雑ではあるのだろう。

「それに、君は私に生きるための光を示してくれた。だから、是ぜ非ひともお願いするよ」

「ヴァレリー」

　立ち上がったヴァレリーが近づき、右手を差し出して来る。

　レンもまた右手を上げた。

　互いに笑顔を向け合う。

　人生、良いこともあれば悪いこともある。厄やつ介かいごとのない人生なんてない。

　だからこそ生きることは辛つらく、楽しく、悲しく、そして嬉しい。

　ならば、いつも前を向いていればいい。そして、どうにセ・でもなラ・るさヴイと笑い飛ばすのだ。

「私達の新たな始まりに」

「──よし。これからよろしくな、相棒」

　堅い、握あく手しゆが交かわされた。







　あとがき







　パティシエを夢見る主人公の物語ならば、作者もここは一つ、見た目も味もステキな菓か子しを作ってみたい……！　と常々思いながら、そんな余よ裕ゆうは全くなく、計画倒だおれに終わった隼川でございます。こんにちは。

『夢解きパティシエ　黒き医者の甘い誘惑』の続編となる本作は、前作で残されていた謎なぞの解決編でもあります。

　とは言え、解決は変化であり、新たな始まりに繫つながるもの。大都市レーヴの中で、作者の手を離はなれたレンとヴァレリーもまた、夢を抱いだきながらそれぞれの人生を模も索さくしてゆくのでしょう。まあ、性格や趣しゆ味みや嗜し好こうは簡単に変えられないところもありますから、二人がアレなことで日々言い合い続けるのは間ま違ちがいないですが！（笑）




　さて、ちょっとした裏話を。

　この物語には、パサージュという存在が大きな役割を果たしています。レン少年の名字〝ソーガワ〟も、実は日本国内某ぼう県某市にあるパサージュの名めい称しようです。正式な読みは〝ソウガワ〟。とてもそうは読めない漢字を持つこの名がレンの名字に決まった途と端たん、見る間に『夢解きパティシエ』が完成したという経けい緯いがあります。なれば、この物語はパサージュが作者に与あたえた一つの異界であるのやもしれません。

　そんなわけで、山のように出たボツタイトルの一つは「夢現のパサージュ」だったりしました。あまりにも勿もつ体たいなかったので、前作の章タイトルに使っています。同様に「グラン・ギニョルの夜の住人」も、ボツタイトルから章タイトルへと変へん更こうとなったものです。




　そんな本作にご助力いただきました、ご担当者様、編集部並びに各関係者様には心より御おん礼れい申し上げます。樹先生の美び麗れいイラストには毎度助けられました。今回は、私の好みをがっつり見み透すかされたような気がしますよ。アノ人とかコノ人とか……！




　では、ここまでお付き合い下さり、ありがとうございました。

　次の物語でお会い出来ることを願っています。

　皆みな様さま、良き夢を！





隼川　いさら　　












夢ゆめ解ときパティシエ




白しろき王おうの苦にがい悪戯いたずら








隼はや川かわいさら
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